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企業広告

表紙の写真（左から）

2025/08/20 No.67

1段目：小樽駅前の風景（青木康明さん）、明智洸一郎さん、岩渕祥子さん、藤木卓巳さん、斎藤之史さん
2段目：二通健太さん、クラーククラブ演奏会（松下国弘さん）、池田雄二さん
3段目：山本淳博さん、2025北大祭（浅野航希さん・齊藤壮真さん）、加藤克さん

中外製薬株式会社／株式会社トクヤマ／株式会社ぷらう
株式会社日建設計 北海道オフィス／松尾ジンギスカン　※順不同
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令和7年度 東京同窓会 総会　総務委員会　　
　 会長・副会長・理事・監事／年間スケジュール／評議員／委員会役員
風景との対話 「坂の街小樽」　青木康明 

新社会人歓迎 「北大東京ジンパ2025」　山本淳博

北海道大学150年史「東京にあった北海道大学の研究資源・前編」　加藤克

グローバル同窓生　「知識の生産者から学びの支援者へ」　岩渕祥子

北大合唱団東京OB会「クラーククラブ第１3回演奏会」のご案内　松下国弘

職場奮戦記　「富士山の麓からサーモンと歩む」　二通健太

映画『新渡戸の夢』 研究 《第一回》 　池田雄二

「私とパナマとラン」 ― 絶滅危惧種のパナマのランを観光に ―　明智洸一郎

エルム談話室　令和6年10月〜令和7年2月の活動報告　平田更一
文系合同同窓会のご案内　八谷俊雄

第22回北大寮歌祭 開催のご案内　岩崎哲也

第77回工学部同窓会 総会（東京開催）　斎藤之史

北大祭２０２5　浅野航希・齊藤壮真 

北海道大学でのイチゴ研究　藤木卓巳

北海道大学の近況（2024年冬〜2025年春）　北海道大学社会共創部広報課

名刺広告
新入会員・訃報
多摩霊園墓参の誘い／第44回北楡会総会・懇親会 開催のご案内
4コマ「くらあくとの北大あるある」　髙野葵

北海道の花　「ミヤマエンレイソウ」　鮫島惇一郎
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２
回（
９
／
19
、３
／
21
）、③
理
事
会
４
回

（
９
／
19
、12
／
９
、２
／
13
、３
／
21
）、

④
顧
問
・
学
部
・
学
科
同
窓
会
事
務
局
長

会
議
１
回（
２
／
13
）、対
面
・オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
開
催
。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化

①
各
委
員
会
に
お
い
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

積
極
的
に
活
用
し
、効
率
的
な
組
織
運

営
、役
割
・
機
能
の
再
整
理
、体
制
強
化

を
図
っ
た
。

②
委
員
長
会
議
を
開
催
し
、委
員
会
相
互

の
連
携
強
化
と
課
題
解
決
に
努
め
た
。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援 

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を

実
施
。

②
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
保
護
者
向
け

就
職
相
談
会（
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
）を
支
援
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ル
マ
ガ

配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
〔
第
２
号
議
案
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を

計
画
す
る
。

・第
10
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
を
２
０
２
５

年
５
月
18
日
に
昭
和
記
念
公
園
に
て
開

催
予
定
。

・Ｏ
Ｇ
会
：
年
１
回
の
開
催
を
予
定
。

②
新
年
交
礼
会
の
開
催
を
計
画

（
２
０
２
６
年
１
月
16
日
を
予
定
）。

③
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
、食
品
産
業
）を
図
る 

。

て
は
松
浦
総
務
委
員
長
よ
り
説
明
が
あ

り
、い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告
と

２
０
２
５
度
の
事
業
計
画
と
年
度
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、各
人
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　

最
後
に
横
田
会
長
よ
り
会
員
の
皆
さ

ま
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
ジ
ン
パ
開
催
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
経

費
が
従
来
と
比
べ
て
か
な
り
大
き
く
な
っ

て
お
り
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

収
入
増
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、ま
ず
は
会

員
の
維
持
と
拡
大
が
大
切
で
す
。会
員
の

皆
さ
ま
の
会
社
に
北
大
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
入

社
さ
れ
た
際
の
東
京
同
窓
会
へ
の
勧
誘
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。合
わ
せ
て
会
報
誌
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
名
刺
広
告
や
企
業
広
告

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告

　
〔
第
１
号
議
案
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
実
績
２
５
６
２
名〔
正
会
員
９
２
５

名（
前
年
比
＋
４
名
）、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

会
員
１
６
３
７
名（
前
年
比
＋
58
名
）〕

②『
総
会
』を
２
０
２
４
年
６
月
８
日
に

中
央
区
京
橋
の
明
治
屋
ホ
ー
ル
に
て
対

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

に
て
開
催
。横
田
北
大
理
事
・
副
学
長
、

杉
江
校
友
会
エ
ル
ム
会
長
、植
松
関
西

同
窓
会
長
他
関
係
者
ご
出
席
。

③『
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
４
』を
昭

和
記
念
公
園
に
て
開
催
、同
時
に
焼
肉

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

５
７
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
し
た
。

②
東
京
同
窓
会
の
会
員
募
集
チ
ラ
シ
作

成（
卒
業
生
向
け
配
布
）に
よ
る
会
員
拡

大（「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
５
」も

配
布
）。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を

図
っ
た（
他
同
窓
会
と
の
リ
ン
ク
等
）

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
し
た

（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
） 

メ
ル
マ
ガ
会

員　

前
年
比
58
名
増
。

⑤
関
西
同
窓
会
と
の
連
携
強
化
を
行
っ

た（
関
西
同
窓
会
の
例
会
へ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
の
紹
介
）

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的
運
用

を
拡
大
し
た
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー
ト（
同
窓
生
が
経

営
し
て
い
る
企
業
と
大
学
研
究
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
）

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援（
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
）

③
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付
の
呼
び
か

け
と
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

（
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
）

④
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用
サ
ポ
ー

ト
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催

①
総
会
１
回（
６
／
８
）、②
評
議
員
会

こ
と（
会
員
数
９
２
５
名
に
対
し
１
８
５

名
以
上
の
参
加
：〔
内
訳
〕議
決
権
委
任
状

（
議
長
委
任
）提
出
１
３
３
名
、議
決
権

行
使
書
提
出
１
２
２
名（
内
１
１
６
名
賛

成
）、出
席
者
41
名
、オ
ン
ラ
イ
ン
28
名
）、議

長（
横
田
会
長
）と
副
議
長（
弘
田
裕
副
会

長
・
医
Ｓ
57
、石
川
裕
一
副
会
長
・
法
Ｓ
54
）

の
選
任
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
そ
の
１
・
事
業
報
告
で

は
松
浦
総
務
委
員
長
よ
り
、北
大
ジ
ン
パ

２
０
２
４
の
開
催
や
メ
ル
マ
ガ
会
員
の
大

幅
増
加
、５
年
ぶ
り
の
Ｏ
Ｇ
会
開
催
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。第
１
号
議
案
そ
の

２・収
支
報
告
で
は
萱
野
聡
財
務
委
員
長

よ
り
、北
大
ジ
ン
パ
２
０
２
４
年
が
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
認
定
を
目
指
し
た
こ
と
に

よ
る
集
客
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
広
告
等
で
収

支
が
悪
化
し
、繰
越
金
残
高
目
標
が
未
達

成
と
な
る
な
ど
、財
政
悪
化
の
現
状
が
説

明
さ
れ
、続
い
て
２
０
２
４
年
決
算
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
が
鷲
田
千

臣
監
事
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案（
２
０
２
５
年
度
の
事

業
計
画
と
収
支
計
画
）は
松
浦
総
務
委

員
長
、萱
野
財
務
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
り
、第
１
号
議
案
同
様
に

賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案（
規
約
改
定
）で
は
、５
年

分
会
費
の
一
括
納
入
金
が
１
万
円
か
ら

１
万
３
０
０
０
円
に
改
定
す
る
旨
、ま

た
事
務
局
の
変
更（
廣
重
晃
似
さ
ん
か

ら
松
浦
優
美
子
さ
ん
）に
伴
う
付
則
記

載
の
変
更
、ま
た
、第
４
号
議
案（
評
議
員

人
事
と
役
員
・
理
事
・
監
事
人
事
）に
つ
い

　

今
年
度
の
総
会
は
、令
和
７
年
６
月
14

日（
土
）17
時
よ
り
交
詢
社
ホ
ー
ル（
中
央

区
銀
座
）に
て
、対
面
形
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ご
来
賓
と
し
て
、大
学
よ
り
山
本
文

彦
理
事
・副
学
長
、社
会
共
創
部
・
辻
賢
司

部
長
、社
会
共
創
部
広
報
課 

卒
業
生・基

金
室 

内
藤
輝
章
係
長
、関
西
同
窓
会
よ

り
植
松
高
志
会
長
、中
部
地
区
同
窓
会
・

末
廣
真
道
事
務
局
次
長
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。　　

　

冒
頭
、東
京
同
窓
会
・
横
田
浩
会
長
の

挨
拶
で
は
、来
年
の
創
基
１
５
０
周
年
記

念
事
業（
基
金
総
額
50
億
円
）に
向
け
た

本
学
に
対
す
る
一
層
の
協
力
の
呼
び
か
け

と
と
も
に
、新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
を
拡
大
し
た

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」

育
成
の
た
め
の
10
年
を
か
け
た
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
年
１・５
億
円
×
10
年
）へ

の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
あ
た
り
松
浦
永
治
総
務

委
員
長
よ
り
、議
事
の
進
行
や
３
月
に
開

催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
会
で
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、規
約
16
条

「
会
員
の
１
／
５
以
上
の
会
員
出
席
」に

よ
り
総
会
成
立
要
件
を
満
た
し
て
い
る

を
し
た
世
界
最
大
人
数
と
し
て
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
認
定
。

④『
新
年
交
礼
会
』を
２
０
２
５
年
１

月
17
日
にJAZZ LIVE PARTY

と
銘
打

ち
、明
治
屋
ホ
ー
ル
に
て
対
面
形
式
に
て

開
催
。北
大JA

ZZ

研
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
他
の
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
演
奏
頂
い
た
。

⑤『
Ｏ
Ｇ
会
』を
11
月
30
日
に
５
年
ぶ
り

に
開
催（
18
名
参
加
）。

⑥『
産
業
別
エ
ル
ム
会
』と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
、食
品
産
業
エ
ル

ム
会
） 

。

⑦
各
学
部
・
学
科
東
京
地
区
同
窓
会
と

連
携（
２
月
13
日
事
務
局
長
会
議
を
開

催
）。 

⑧
他
地
区
同
窓
会
と
連
携（
各
地
区
同

窓
会
総
会
へ
出
席
）。

⑨『
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
13
日

に
多
磨
霊
園
墓
参
、21
名
参
加
）。

⑩
エ
ル
ム
談
話
室
、囲
碁
ク
ラ
ブ
と
も
に

北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
開
催
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

１
９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

②
目
標
：
「
中
⾧
期
会
計
繰
越
金

令和7年度

東京同窓会 総会 
■日時：2025年6月14日（土）17:00～ 
■場所：交詢社（中央区銀座）
             〔対面＋Teams（オンライン）ハイブリット開催〕 

令和7年度 東京同窓会 総会

挨拶する横田会長司会の松浦総務委員長
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講
演・恐
竜
研
究
最
前
線

講
演
者
：
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
教

授
・
副
館
長 

小
林
快
次
さ
ん

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

　

福
井
県
福
井
市
出
身
。１
９
９
５
年

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
大
学
地
質
学
地
球
物
理

学
科
を
首
席
で
卒
業
、２
０
０
４
年
サ
ザ

ン
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
地
球
科
学
科
で
博

士
号
取
得
。２
０
０
５
年
か
ら
北
海
道

大
学
総
合
博
物
館
勤
務
、２
０
０
９
年

准
教
授
、２
０
１
９
年
教
授
就
任
。

　

ゴ
ビ
砂
漠
や
ア
ラ
ス
カ
、カ
ナ
ダ
な
ど

で
発
掘
調
査
を
行
う
世
界
的
な
古
生
物

学
者
で
専
門
は
古
脊
椎
動
物
学
。著
書
に

『
恐
竜
は
滅
ん
で
い
な
い
』 『
恐
竜
ま
み

れ
』 『
恐
竜
学
』な
ど
。２
０
１
０
年
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
子
ど
も
科
学
電
話
相
談
」の

恐
竜
担
当
。

講
演
内
容（
抜
粋
）

◆
恐
竜
研
究
の
意
義

　
「
人
類
は
絶
滅
す
る
か
？
」と
問
わ
れ

た
ら
、６
６
０
０
万
年
前
の
恐
竜
絶
滅

と
同
じ
よ
う
に「
人
類
は
１
０
０
％
絶

滅
す
る
」と
断
言
し
ま
す
。恐
竜
は
、巨

大
隕
石
の
衝
突
が
原
因
で
地
球
に
環
境

変
化
が
起
こ
り
絶
滅
し
ま
し
た
が
、温

暖
化
や
二
酸
化
炭
素
量
の
増
加
等
の
環

境
変
化
を
見
れ
ば
、現
在
の
地
球
の
方

が
危
険
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。恐
竜
の
生

態
や
絶
滅
史
に
人
類
の
未
来
を
考
え
る

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
北
海
道
の
恐
竜
発
見
の
重
要
性

　

北
海
道
で
は
複
数
の
恐
竜
が
発
見
さ
れ

て
お
り（
中
川
町
、夕
張
市
、芦
別
市
、む
か

わ
町
等
）、特
に
む
か
わ
町
で
発
見
さ
れ
た

「
カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ク
ス
」は
、

全
身
骨
格
の
約
８
割
が
発
見
さ
れ
、保
存

状
態
が
極
め
て
良
好
で
す
。福
井
県
の
種

よ
り
５
０
０
０
万
年
新
し
く
、テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
と
同
時
代
に
生
き
た
日
本
初
の

〝
本
格
的
な
恐
竜
時
代
〟の
恐
竜
と
し
て

学
術
的
に
も
国
際
的
に
も
重
要
で
す
。

◆
北
大
で
の
研
究

　

北
大
の
フ
ィ
ー
ル
ド
イ
ズ
ム
や
パ
イ
オ

ニ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
自
分
の
研
究
の
支
え

に
な
っ
て
お
り
、貴
重
な
も
の
に
触
れ
な

が
ら
の
び
の
び
研
究
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。骨
細
胞
数
の
計
測
に
Ａ
Ｉ
を
使
い

骨
の
構
造
か
ら
行
動（
四
足
歩
行 or 

二

足
歩
行
）の
推
定
し
た
り
、デ
ジ
タ
ル
で

の
全
身
骨
格
を
復
元
す
る
な
ど
、恐
竜

研
究
の
や
り
方
は
進
化
し
、教
え
子
の

論
文
が
英
科
学
誌『
ネ
ー
チ
ャ
ー
』に
掲

載
さ
れ
る
な
ど
次
世
代
も
育
っ
て
き
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
恐
竜
研
究
で
大
学

に
貢
献
し
た
い
。

支
援
に
つ
な
げ
る
）

③
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
支
援（
経

営
者
と
既
存
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）

④
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用
を
支
援

（
大
学
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
）

⑸
北
大
フ
ァ
ン
ド
への
支
援

北
大
フ
ァ
ン
ド（
北
大Green Frontier 

Fund

）へ
の
支
援（
当
初
は
情
報
共
有
）

⑹
総
会・役
員
会
等
の
開
催  

①
北
大
東
京
同
窓
会
２
０
２
５
年
度
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」参
照
。

②
出
席
者
確
保
に
向
け
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

積
極
的
に
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
の
開
催
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、対

面
で
の
参
加
も
促
し
、Ｏ
Ｇ
の
情
報
共
有

の
強
化
を
図
る
。

③
評
議
員
の
交
流
と
情
報
交
換
を
図
る

た
め
、新
評
議
員
情
報
交
換
会
を
実
施

す
る（
７
月
10
日
を
予
定
）。

⑺
委
員
会
の
組
織
の
強
化 

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
拡
充
と

体
制
強
化
を
図
る
。

②
委
員
⾧
会
議
を
開
催
し
、各
委
員
会

の
機
能
・
連
携
強
化
と
体
制
の
充
実
を

推
進
す
る
。

⑻
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
連
携
、支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活

動
を
す
る
。

②
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び
に
校

友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会
を
支

援
す
る
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
等
）

令和7年度  会長・副会長・理事・監事　〔第3号議案〕 

令和7年度  スケジュール

★は特命理事　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

第４号議案 その2

                                             

                                          ■は新任理事・監事   ★は特命理事

                                          会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数

                                          理事・監事の丸数字は評議員年数

 会長 ⑥ 横田  浩    （1985経）

 副会長 ⑦ 井上  修平 （1975工） ⑬ 樋口  達夫 （1977水） ★ 石川  裕一 （1979法）

⑧ 弘田  裕    （1982医） ⑤ 櫻田  功    （1983農） ⑦ 志済  聡子 （1986法）

 理事 ⑩ 土屋  裕    （1975薬） ⑬ 松谷  寛    （1977工） ⑨ 菅埜  誠    （1977経）

⑪ 菅野  彰一 （1978工） ⑦ 小口  正範 （1978法） ⑬ 福西  真    （1980法）

⑳ 大久保  英俊 （1981法） ⑮ 畠山  昌則 （1981医） ⑨ 廣重  勝彦 （1982法）

⑦ 横井  成尚 （1982農） ⑦ 近藤  伸一 （1983工院） ⑰ 岩崎  哲也 （1984工）

⑧ 中村  秀治 （1985環科院） ⑧ 杉崎  順平 （1985歯 ） ① 谷  明人  （1985工）■

⑪ 島田  久    （1986工） ⑰ 萱野  聡    （1987法） ⑰ 高橋  寛    （1987農）

④ 橋本  修    （1987法） ⑫ 橋本  大志 （1989理） ⑦ 浅田  清    （1989歯）

⑤ 依田  智子 （1990工） ⑳ 大西  裕子 （1991文修） ⑧ 平野  友善 （1993文）

⑯ 溝口  尚重 （1995農） ⑪ 滝内  邦弘 （1995情科院） ⑦ 松浦  永治 （1996法）

⑧ 渡辺  明日香（2006法）■ ⑨ 原田  武志 （2007工） ⑤ 宗野  裕治 （2008文）

⑦ 山本  淳博 （2018環科院）■ ① 神  明里    （2022文修）■

 特命理事 ★ 伊藤  洋    （1973農） ★ 石川  裕一 （1979法）

 監事 ⑯ 鷲田  千臣 （1983農） ① 廣瀬  智矩 （2009経修）■ ⑪ 沖崎  遼    （2009法）

北海道大学東京同窓会 2025年度 役員・理事・監事　
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会 14日(土) 13日(土)

2 評議員会 18日(木) 19日(木)

3 理事会 18日(木) 11日(木) 12日(木) 19日(木)

4 顧問会議 / 学部・学科同窓会
事務局長会議 12日(木)

5 新評議員情報交換会 10日(木)

6 新年交礼会 16日(金)

7 組織強化活動

    ジンパ（昭和記念公園） 18日(日) 17日(日)

　　OG会（期日未定）

8 クラーク遺徳顕彰・墓参 12日(日)
霊園墓参

9 広報活動・会報誌発行 フロンティア
発行

フロンティア
発行

10 エルム談話室
  ＜毎月第1金曜日予定>

11 ホームカミングデー 27日(土)

12 校友会エルム総会 15日(日)

（注）スケジュールは延期または中止となる可能性があります。

北大東京同窓会　 ２０２５年度 スケジュール

2025年 2026年 2026年

令和7年度 東京同窓会 総会

④
校
友
会
エ
ル
ム
や
他
地
区
同
窓
会
、各

学
部・学
科
東
京
地
区
同
窓
会（
事
務
局

長
会
議
）と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。

⑤
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰（
多
磨
霊
園
墓

参
）を
実
施
す
る（
10
月
12
日
を
予
定
）。

⑥
エ
ル
ム
談
話
室
な
ど
の
勉
強
会
や
囲

碁
ク
ラ
ブ
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
の
充
実

を
図
る
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」。

②
目
標
：
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
す
る
。

②「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
６
」チ

ラ
シ
を
会
員
に
配
布
と
卒
業
生
向
け
に

「
北
大
東
京
同
窓
会
の
会
員
募
集
＆
北

大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
６
」の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、会
員
拡
大
を
図
る
。

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
内
容
の
充
実
化
を
図
る（
大

学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、他
同
窓
会
等
組
織
と
の
コ
ン

テ
ン
ツ
連
携
、デ
ザ
イ
ン
改
修
等
）

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
す
る

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
コ
ン
テ
ン

ツ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
の
連
動
を
拡
充
す
る
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
北
大
創
基
１
５
０
周
年（
２
０
２
６

年
）に
向
け
た
大
学
の
募
金
活
動
へ
の
協

力（
各
同
窓
会
と
の
連
帯
）

②
北
大
関
係
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を

支
援（
将
来
の
寄
附
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

小林快次教授
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令和7年度 東京同窓会 総会

令和7年度  評議員（学部）一覧表　〔第3号議案〕 

第４号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

1982農化 横井　成尚 7 理事 1984数学 鈴木　徹 19 1991文修 大西　裕子 20 理事 募金・産学連携委員会

1987農工 高橋　寛 17 理事 広報委員会委員長
募金・産学連携委員会 2005環科院 梶原  鉄平 1 1993文 平野　友善 8 理事 財務委員会委員長

総務委員会

2008環科院 重元  貴将 1 2008文 宗野  裕治 5 理事 総務委員会副委員長

小計 2 名

小計 3 名 小計 3 名

1970獣医 采  孟 15

1984獣医 矢原　芳博 11 1972機械 留目　一英 15 1991教育 中村  貢三 1

1996獣医 林崎　弥生 3 1973建 足立　守 16

1996獣医 渡邊　真弓 3 1977金属 升光　法行 15 小計 1 名

1977電子 松谷　寛 13 理事 情報処理委員会委員長

小計 4 名 1982電気 松尾　 望 15

1983応化院 近藤　伸一 7 理事 1978法 小口　正範 7 理事

1984機械 岩崎  哲也 17 理事 1980法 福西　真 13 理事

1973薬 近藤　達仁 15 1985機械 菊地　正武 19 1981法 大久保　英俊 20 理事 総務委員会副委員長

1975薬 土屋　裕 10 理事 1985環科院 中村　秀治 8 理事 情報処理委員会委員長 1981法 高見　之雄 15

1986薬修 川崎  ナナ 1 1985資源 谷  明人 1 理事 1982法 廣重　勝彦 9 理事 募金・産学連携委員会委員長

1990電子 足立　直子 20 1986法 志済　聡子 14 副会長

小計 3 名 1990金属 上原  博英 1 1987法 橋本  修 4 理事

1991衛生 友井　篤 3 1990法 八谷　俊雄 19 広報委員会

1991衛生 筒井　誠二 3 1996法 松浦　永治 7 理事 総務委員会委員長

1981医 畠山　昌則 15 理事 1995情科院 滝内　邦弘 20 理事 2006法 渡辺　明日香 8 理事 総務委員会副委員長

1984医 福島　亮治 15

1986医 大塚　吾郎 19 小計 15 名 小計 10 名

1989医 杉森　裕樹 19

1993医 松本　明郎 13

2001医 中田　勝巳 19 1977食修 樋口　達夫 14 副会長 1976経済 陣谷  義直 5 広報委員会

1986食 中田　邦彦 15 1977経済 菅埜　誠 9 理事 総務委員会副委員長

小計 6 名 1994食修 大野　隆明 14 総務委員会 1982経済 永松  昌一 5

2004資源機能 松倉  広平 1 1982経済 佐々木  俊夫 1

1985経済 横田　浩 8 会長

1985歯 杉崎　順平 8 理事 小計 4 名 1986経営 松山　哲人 7

1989歯 浅田　清 7 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員会 2001経営 坂本　茂 17 総務委員会
募金・産学連携委員会

2011経営 西舘　卓人 8 総務委員会

小計 2 名 2015経修 上満  研吾 10 組織・交流委員会副委員長
財務委員会

小計 9 名

合計 62 名

1973農 伊藤　洋 特命 理事 1979法 石川　裕一 特命 副会長 募金・産学連携委員会副委員長

医学部

水産学部 経済学部

歯学部

獣医学部

薬学部

法学部

北海道大学東京同窓会 2025年度 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

工学部 教育学部
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令和7年度  評議員（世代）一覧表　〔第3号議案〕 

卒年 学部 名前 就任
年数 理事 委員会 卒年 学部 名前 就任

年数 理事 委員会 卒年 学部 名前 就任
年数 理事 委員会

2023 化学院 塚本  敏生 1 2009 経修 廣瀬  智矩 1 監事 1987 法 萱野　聡 17 理事 財務委員会委員長
募金・産学連携委員会

2022 文修 神  明里 1 理事 2007 工 原田　武志 9 理事 情報処理委員会副委員長 1986 工 島田　久 11 理事 広報委員会委員長

2021 工 千葉  優作 1 2005 工 酒井　美帆 17 1985 工 臼田　亨 17

2004 理 増岡　弘之 17 1983 農 鷲田　千臣 17 監事

小計 3 名 2004 医 高橋  良佳 17 募金・産学連携委員会 1983 農 櫻田  功 5 副会長

1998 法 山本　剛 17 1982 医 弘田  裕 17 副会長

1978 工 菅野  彰一 11 理事 募金・産学連携委員会副委員長

2024 化学院 馮  馳 1 小計 6 名 1978 獣 境　政人 11

2021 医 村上  武志 1 1976 医 五十嵐  良雄 14

2019 食資源 渡邊  大輝 1 1975 工 井上　修平 8 副会長 募金・産学連携委員会副委員長

2018 環科院 山本  淳博 7 理事 広報委員会
組織・交流委員会委員長 1995 農 溝口　尚重 16 理事 募金・産学連携委員会 1973 農 浜名　純 17 情報処理委員会

2014 情科院 多田  宗弘 10 1994 法 高田　清志 17 1969 工 石井　哲夫 17

2013 医 我妻　孝則 3 総務委員会 1992 工 高野　伸一 17

2012 文修 彭  秀実 9 1990 経 宇治原　里志 17 小計 12 名

2010 工院 小中出　拓也 14 組織・交流委員会副委員長 1990 工 依田  智子 5 理事 情報処理委員会

2009 法 沖崎  遼 12 監事 1989 工 山森　聡 16

1989 理 橋本　大志 11 理事

小計 9 名 1988 医 根本  浩一郎 11

1988 情科院 千葉　寛之 9 情報処理委員会

小計 9 名

合計 39 名

５０歳代

３０歳代

北海道大学東京同窓会  2025年度 評議員（世代）一覧表

２０歳代 ４０歳代 ６０歳代

- 10 -

知っている人は
いるかな？
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令和7年度 東京同窓会 総会

風
景
と
の
対
話

坂
の
街
小
樽運

河
か
ら
港
に
か
け
て
の
整
備
さ
れ
た

一
帯
を
見
て
の
感
想
だ
ろ
う
と
理
解
し

て
い
る
。

　

自
分
は
、
小
学
校
か
ら
昭
和
47
年
大

学
卒
業
ま
で
の
青
春
時
代
を
こ
の
街
で

過
ご
し
た
者
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
運

河
付
近
や
港
の
一
帯
は
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
な
場
所
で
は
な
く
、
専
ら
港
湾

業
に
携
わ
る
人
達
が
行
き
交
う

よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
逆

に
、
運
河
よ
り
山
側
の
地
域

は
、
今
と
は
違
っ
て
、
地
元
住

民
達
の
生
活
で
賑
わ
い
、
活
気

に
満
ち
て
い
た
。

　

私
の
家
は
天
狗
山
に
程
近
い

位
置
に
あ
っ
た
が
、
街
中
へ
は

い
つ
も
バ
ス
な
ど
使
わ
ず
歩
い

て
行
っ
た
も
の
だ
。
小
樽
の
街

は
歩
い
て
回
る
の
に
丁
度
よ
い

位
の
規
模
で
は
あ
る
が
、
今
思

う
と
坂
道
を
よ
く
歩
い
た
も
の

だ
と
改
め
て
感
心
す
る
。

　

家
か
ら
街
中
に
向
か
う
途
中

に
小
樽
公
園
が
あ
る
。
新
緑
の

頃
、
こ
こ
か
ら
望
む
小
樽
湾
の

景
色
が
特
に
好
き
だ
っ
た
。
木
々
の

緑
の
合
間
か
ら
見
え
る
小
樽
湾
の
茫

洋
と
し
た
眺
め
と
そ
の
先
の
海
岸
線

は
一
幅
の
絵
の
よ
う
に
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
る
。

　

小
樽
公
園
は
お
祭
り
や
花
火
大
会
等

い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
中
心
地
で
、
公
園

通
り
に
沿
っ
て
よ
く
夜
店
が
立
ち
並
ん

だ
の
を
憶
え
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
通

り
の
一
角
に
は
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
が
あ

り
、
散
策
の
途
中
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
一
休
み
す
る
の
が
お
決
ま
り

だ
っ
た
。

　

公
園
通
り
を
さ
ら
に
下
る
と
「
花
園

銀
座
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
当
時
一
番
の

繁
華
街
で
あ
っ
た
通
り
に
出
る
の
だ

が
、
格
段
、
用
も
金
も
な
く
本
屋
で
立

ち
読
み
し
た
り
喫
茶
店
で
漫
画
を
見
て

暇
つ
ぶ
し
を
し
た
り
す
る
の
を
唯
一
の

楽
し
み
と
し
て
い
た
。

　

ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
を
再
開
し
、
通
り
を

小
樽
駅
方
面
に
向
か
っ
て
進
む
と
、
妙

見
市
場
や
ニ
ュ
ー
ギ
ン
ザ
デ
パ
ー
ト
と

い
っ
た
地
元
民
御
用
達
の
店
の
活
況
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
歩
を
進
め
、

都
通
り
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
抜
け

る
と
駅
前
通
り
へ
と
出
る
が
、
小
樽
駅

の
、
名
曲
「
小
樽
の
人
よ
」
の
歌
詞
そ

の
ま
ま
の
、
風
情
あ
る
姿
を
間
近
に
見

て
、
散
策
を
終
え
る
。

　

さ
て
そ
の
先
は
と
言
う
と
、
バ
ス
通

り
に
沿
っ
て
、
ひ
た
す
ら
坂
道
を
上
っ

て
家
ま
で
帰
る
の
だ
が
、
当
然
乍
ら
、

帰
り
の
足
は
い
つ
も
重
か
っ
た
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
小
樽
は
港
の
街
で

あ
る
。
そ
し
て
、
天
狗
山
を
背
に
し
た

坂
の
街
で
も
あ
る
。

　

近
年
、
知
ら
な
い
人
と
の
会
話
の
中

で
小
樽
出
身
で
あ
る
と
告
げ
る
と
、

「
き
れ
い
な
街
で
す
ね
」
と
い
っ
た
反

応
が
返
っ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
市

が
観
光
に
力
を
入
れ
始
め
た
以
降
の
、

小樽公園から望む小樽湾

小樽駅前の風景

青
木 

康
明 

︵
Ｓ
47
・
教
育
︶　

令和7年度  委員会役員 ★は特命理事　　丸数字は評議員の就任年数　
委員会名 委員長 副委員長 委　員

 総務委員会 ⑦ 松浦  永治 （1996法） ⑨ 菅埜  誠    （1977経） ⑧ 平野  友善 （1993文）

（事務局） ⑳ 大久保  英俊 （1981法） ⑭ 大野  隆明 （1994水院）

⑧ 渡辺  明日香 （2006法） ⑰ 坂本  茂    （2001経）

⑤ 宗野  裕治 （2008文） ⑧ 西舘  卓人 （2011経）

③ 我妻  孝則 （2013医）

○ 米子  智裕 （1990農)

 組織・交流委員会 ⑦ 山本  淳博 （2018環境院） ⑮ 小中出  拓也 （2011工院） ○ 後藤  さなえ （1988農）

⑩ 上満  研吾 （2015経修） ○ 関  良子    （2011法）

○ 西野  順子 （1989農院） ○ 久野  和哉 （2012経）

○ 山田  尚大 （2011工院） ○ 川原  史識 （2013農院）

○ 辻本  陽平 （2013情報院） ○ 田村  康将 （2015情報院）

○ 橋本  和大 （2016水院）

○ 内山  壮    （2016文）

 財務委員会 ⑰ 萱野  聡    （1987法） ⑩ 上満  研吾 （2015経修）

⑧ 平野  友善 （1993文） ○ 早川  美奈子 （2019歯院）

 広報委員会 ⑪ 島田  久    （1986工） ⑤ 陣谷  義直 （1976経）

⑰ 高橋  寛    （1987農） ⑲ 八谷  俊雄 （1990法）

⑦ 山本  淳博 （2018環境院）

○ 浦崎  稔史 （2010工院）

○ 青山  千穂 （2011農院）

○ 髙野  葵    （2013環境院）

○ 谷畑  敦史 （2015経）

 情報処理委員会 ⑬ 松谷  寛    （1977工） ⑨ 原田  武志 （2007工） ⑰ 浜名  純    （1973農）

⑧ 中村  秀治 （1985環科院） ⑨ 千葉  寛之 （1988情科院）

⑤ 依田  智子 （1990工）

○ 岩波  浩太 （2001農）

○ 池谷  航    （2021農）

 募金・産学連携委員会 ⑧ 廣重  勝彦 （1982法） ⑧ 井上  修平 （1975工） ⑰ 高橋  寛    （1987農）

⑪ 菅野  彰一 （1978工） ⑰ 萱野　聡    （1987法）

○ 杉江  和男 （1970工院） ⑳ 大西  裕子 （1991文修）

★ 石川  裕一 （1979法） ⑯ 溝口  尚重 （1995農）

⑰ 坂本  茂    （2001経）

⑰ 高橋  良佳 （2004医）

○ 永田  明    （1979農）

○ 楯  裕史    （1998法）

○ 常松  尚史 （2008経）

 クラーク遺徳顕彰・墓参 ⑦ 浅田  清   （1989歯） ○ 平田  更一 （1969理） ○ 前田  直寛 （1968工)

○ 清水  慧    （1968工)

○ 関口  光雄 （1968工）

（参考）委員会役員

※ 丸数字は評議員の就任年数     ★は特命理事
- 12 -
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北大東京 ジンパ 2025新社会人
歓迎！

２０２5年 ５月18日日   国営昭和記念公園

FRONTIER 2025/08/20 12FRONTIER 2025/08/2013
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う
参
加
条
件
も
見
事
で
す
し
、
コ
ス
パ

も
味
も
最
高
で
し
た
。
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
。
食
い

逃
げ
の
よ
う
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
来
年
も
！

は
自
分
（
Ｓ
51
工
・
精
密
）
と
早
川
純

一
氏
（
Ｓ
63
理
・
物
理
）、
太
田
晋
輔

氏
（
Ｓ
55
理
）、
ほ
か
に
は
合
唱
団
Ｏ

Ｂ
の
松
本
修
一
氏
（
Ｓ
52
工
・
電
子
）、

精
密
同
期
の
嶋
岡
浩
嗣
氏
（
Ｓ
51
工
）

　
「
来
年
か
ら
委
員
長
よ
ろ
し
く
ね
」

と
い
う
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ン
パ
実

行
委
員
長
と
し
て
の
仕
事
は
、
ま
ず
ど

こ
か
ら
ど
う
動
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
を

把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

前
任
の
山
田
さ
ん
や
上
満
さ
ん
が
行
っ

て
い
た
全
体
の
動
き
を
詳
し
く
把
握
し

て
お
ら
ず
、
何
を
ど
う
や
っ
て
い
た
の

か
を
洗
い
出
す
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
ま
あ
な
ん
と
か
な
る
で

し
ょ
う
と
甘
く
み
て
い
た
当
初
の
自

分
に
は
お
灸
を
据
え
て
お
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

ギ
ネ
ス
記
録
挑
戦
と
い
う
大
き
な
目

標
が
な
く
な
り
、
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
考
え
た
と
き
に
、
ま
ず
今
年

は
属
人
化
さ
せ
な
い
、
少
な
い
人
数
で

も
回
せ
る
よ
う
に
す
る
、
を
目
指
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

は
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
た
の
で
す

が
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
負
荷
軽
減
と

当
日
含
め
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

標
準
化
と
い
う
の
が
ま
ず
や
る
べ

き
こ
と
な
の
か
な
と
真
っ
先
に
思

い
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
辺
は
本
業

が
シ
ス
テ
ム
運
用
と
改
善
な
の

で
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
完
全
に

仕
事
と
同
じ
で
、
考
え
つ
く
こ
と

は
一
緒
で
し
た
。
自
分
と
し
て
は

だ
い
ぶ
う
ま
く
い
き
、
ジ
ン
パ
が
始

ま
っ
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
負
担

を
減
ら
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

意
気
揚
々
と
始
め
て
い
た
の
で
す

が
、
徐
々
に
動
き
始
め
て
い
る
間
に
本

業
の
忙
し
さ
で
僕
自
身
が
音
信
不
通
に

な
り
か
け
、
全
体
の
動
き
は
見
て
い
る

け
ど
こ
れ
っ
て
ど
う
す
る
の
だ
っ
け
と

頭
が
回
ら
な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
受
付
開
始
と
な
る
４
月
か
ら
一
気

に
や
る
こ
と
が
増
え
る
の
で
、
負
荷
が

高
く
な
る
の
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
年
は
非
常
に
運
が
悪
か
っ

た
で
す
。

　

最
終
的
に
は
い
ろ
ん
な
人
に
手
伝
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
当
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
場
を
借

り
て
ジ
ン
パ
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

動
い
て
く
れ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
日
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
食
材
調
整
を
し
て
く
れ
た
り
、

ジ
ン
パ
会
場
を
貸
し
切
り
に
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
全
面
的
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
昭
和
記
念
公
園
さ
ん
に

も
感
謝
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
ジ
ン
パ
で
食
べ
た
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
は
ど
う
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
の
ラ
ム
肉
に
加
え
て
今

回
は
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
北
大
ジ
ン

パ
を
き
っ
か
け
に
昭
和
記
念
公
園
さ

ん
が
開
発
し
た
食
材
を
使
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
セ
ッ
ト
に
は
本
来
ほ
か
の
肉
や

部
位
が
入
る
の
で
す
が
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
が
メ
イ
ン
に
な
る
よ
う
に
内
容
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
以
降
は
も
っ
と
若
い
人
に

入
っ
て
い
た
だ
き
活
動
し
た
い
と
考

え
て
い
た
ら
、
こ
れ
も
あ
り
が
た
い
こ

と
に
多
く
の
人
が
来
年
の
ジ
ン
パ
委

員
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
他
大
学
の
同
窓
会
の

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

８
０
０
人
以
上
も
毎
年
参
加
し
て
く

れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
他
に
例
が
な
い
ら

し
い
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た

東
京
同
窓
会
の
北
大
ジ
ン
パ
が
、
こ
れ

か
ら
も
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
な
存
在
で

あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
来
年
も
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
て
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
の
北
大
東
京
ジ
ン
パ
は
、
つ

い
に
山
本
く
ん
に
運
営
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
。
私
は
「
福
岡
か
ら
ぬ
く
ぬ
く
見
守

る
係
」
に
華
麗
に
転
身
…
の
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
引
き
継
ぎ
の
雑
さ
に
気

　

物
価
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
、
参

加
費
も
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
私

の
懐
事
情
に
比
べ
た
ら「
ま
だ
安
い
！
」

と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
！
ち
な

み
に
実
行
委
員
た
ち
は
無
給
、
情
熱

１
０
０
％
で
動
い
て
い
ま
す
の
で
、
ど

◆新社会人歓迎「北大東京ジンパ 2025」

上
満
研
吾（
Ｈ
27•

経
済
院
）トクヤマの皆さん

歯学部OBの皆さん

クラーククラブの皆さん

菅原隆夫さんファミリー 前任の上満さん

◇ 

グ
ル
ー
プ
参
加
の
み
な
さ
ん
の
一
言
!!

新
体
制
で
、で
も
ジ
ン
パ
の
伝
統
は
大
切
に

組織・交流委員会 委員長

山 本  淳 博 
（H30・環境院）

◆ 

ト
ク
ヤ
マ 

宗
野
裕
治
さ
ん

　

晴
天
、
陽
気
、
ま
さ
に
ジ
ン
パ
の
た

め
の
日
で
し
た
！
我
々
は
会
社
の
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、
そ
の
垣

根
を
越
え
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
北
大
関
係
者
が
一
つ
に
な

る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
。
単
身
赴
任

先
の
四
国
か
ら
、
来
年
も
ま
た
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
か
今
後
も
後
輩
た
ち
を
温
か
い
目
で

見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
ジ
ン
パ
は
、
山
本
く
ん

を
は
じ
め
と
す
る
新
生
チ
ー
ム
に
託
さ

れ
ま
す
。
未
来
の
北
大
東
京
ジ
ン
パ
に

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

来
年
以
降
も
北
大
ジ
ン
パ
に
継
続
的

に
参
加
し
ま
す
。
今
回
は
周
知
不
足
で

５
名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
出
会
い
、
久
し
ぶ
り

の
出
会
い
が
あ
り
で
、
ビ
ー
ル
飲
み
な

が
ら
の
火
起
こ
し
・
調
理
の
共
同
作
業

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ク
ラ
ー
ク
ク
ラ
ブ
か
ら

◆ 

歯
学
部
Ｏ
Ｂ 

佐
藤
文
康
さ
ん

　

歯
学
部
同
窓
会
関
東
支
部
の
グ
ル
ー

プ
は
、
ノ
リ
が
よ
く
例
年
多
数
の
卒
業

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
総
勢

16
名
が
楽
し
み
ま
し
た
！

◆ 

菅
原
隆
夫
さ
ん

　

孫
も
含
め
て
三
代
で
参
加
し
ま
し

た
。
楽
し
い
一
日
を
過
せ
て
大
変
満
足

で
す
。
Ｏ
Ｂ
が
１
人
居
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い

づ
い
た
の
は
、
彼
の
悲
鳴
と
共
に
現
れ

た
〝
北
大
東
京
ジ
ン
パ
レ
ジ
ェ
ン
ド
〟

た
ち
の
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
開
始
を
目
に
し

た
と
き
。
こ
れ
は
マ
ズ
い
、
と
目
が
覚

め
、
私
は
１
週
間
前
に
福
岡
か
ら
緊
急

参
戦
を
決
意
！

　

航
空
券
と
宿
代
が
爆
上
が
り
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
飛
び
込
ん
だ
結
果
、「
世
界
一

高
い
ジ
ン
パ
に
参
加
」
の
称
号
を
手
に

入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

ク
ラ
ー
ク
ク
ラ
ブ 

松
下
国
弘
さ
ん

　

合
唱
団
Ｏ
Ｂ
の
ク
ラ
ー
ク
ク
ラ
ブ
は

毎
月
２
回
集
ま
り
練
習
を
し
て
い
ま
す

が
、
ほ
か
の
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
や
友
人
・
知

人
と
の
出
会
い
の
場
と
し
た
く
、
今
年

で
３
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
一高
い
ジ
ン
パ
︱
参
加
費
が
高
い 

  　

な
ん
て
言
わ
せ
な
い
︱
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◆ 

弓
道
部
Ｏ
Ｂ 

平
野
友
善
さ
ん

　

今
回
初
め
て
弓
道
部
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
集
ま
り
、
家
族
も
含
め
て
14
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
初
参
加
メ
ン
バ
ー
も

多
く
、
東
京
で
の
ジ
ン
パ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
「
半
世
紀

ぶ
り
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
と
い
う
方

も
。
世
代
は
違
え
ど
も
、
同
じ
弓
道
部

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
い
う
こ
と
で
、
ビ
ー
ル
・

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
囲
み
、
た
く
さ
ん
会

話
が
で
き
大
満
足
で
し
た
。

イヨシコーラの皆さん

ち
ろ
ん
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
山
行
や
飲

み
会
な
ど
に
加
え
、
こ
の
ジ
ン
パ
は
旧

交
を
深
め
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
も
北
大
エ
レ
ガ
ン
ト
ス
キ
ー
部

Ｏ
Ｂ
面
々
の
乱
入
を
受
け
な
が
ら
、
美

味
し
い
ビ
ー
ル
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
堪

能
し
ま
し
た
。
な
ま
ら
最
高
！

弓道部OBOGの皆さん基礎スキー部OBOGの皆さん

北鐘の皆さん

北大交響楽団OBOGの皆さん

東京延齢会（応援団OB）の皆さん

コスモスイニシアの皆さん

北大文Ⅱ系1983 + 土木62期の皆さん

競技スキー部OBOGの皆さん

◆新社会人歓迎「北大東京ジンパ 2025」

◆ 

北
大
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ 

改
田
和
弘
さ
ん

　

北
大
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加

し
ま
し
た
（
２
年
連
続
３
回
目
）。
美
味

し
い
お
肉
と
お
酒
と
と
も
に
、
昔
の
思

◆ 

応
援
団
Ｏ
Ｂ 

安
藤
俊
春
さ
ん

　

東
京
延
齢
会
は
北
大
応
援
団
の
Ｏ
Ｂ

会
東
京
支
部
で
す
。
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
20
名
以

上
の
仲
間
が
集
ま
り
、
最
大
の
参
加
団

◆ 

コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア 

中
村
貢
三
さ
ん

　
コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
〝
も
ろ
北
会
〟
で

す
。
毎
年
、
北
大
か
ら
入
社
す
る
新
入

社
員
を
、
現
役
社
員
と
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
で
囲
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
懐
か

し
い
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
美
味
し
い
ビ
ー

ル
で
乾
杯
！　
友
タ
レ
永
く
友
タ
レ
！

◆ 

基
礎
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ 

藤
島
直
人
さ
ん

　

北
大
基
礎
ス
キ
ー
部
は
今
年
も
還
暦

前
後
の
世
代
を
中
心
に
17
名
で
参
加
し

ま
し
た
。
冬
の
Ｏ
Ｂ
ス
キ
ー
合
宿
は
も

◆ 

イ
ヨ
シ
コ
ー
ラ　

小
林
隆
英
さ
ん

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
イ
ヨ
シ
が
こ
ん
な

に
合
う
な
ん
て
！
中
央
ロ
ー
ン
の
青
空

の
下
で
ま
た
こ
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
楽
し

み
た
い
！

 

◆ 

競
技
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ 

大
久
保
栄
斗
さ
ん

　

は
じ
め
ま
し
て
。
２
０
２
５
年
経
済

学
部
卒
の
大
久
保
で
す
。
２
０
２
５
年

５
月
18
日
（
日
）、
西
立
川
に
て
開
催
さ

れ
た
北
大
ジ
ン
パ
で
は
、
競
技
ス
キ
ー

部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部
の
新
人
歓
迎
会
も

開
か
れ
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

在
学
中
は
北
大
競
技
ス
キ
ー
部
に
所

属
し
、
最
終
学
年
で
は
主
将
を
務
め
ま

し
た
。
今
年
４
月
か
ら
は
東
京
で
働
き

始
め
、
社
会
人
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣

れ
て
き
ま
し
た
（
…
の
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
笑
）。
そ
ん
な
中
、
ご
縁
あ
っ

て
北
大
ジ
ン
パ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
ま
ず
驚

い
た
の
は
、「
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の

母
校
愛
の
強
さ
！
」
で
す
。
40
年
以
上

前
に
卒
業
さ
れ
た
大
先
輩
方
か
ら
、
家

族
で
参
加
さ
れ
る
方
ま
で
、
本
当
に
幅

広
い
年
代
の
北
大
関
係
者
が
集
ま
り
、

場
の
空
気
は
終
始
和
や
か
で
し
た
。
そ

ん
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
北

大
に
通
え
て
よ
か
っ
た
な
あ
」
と
心
か

ら
思
い
ま
し
た
。

　

北
大
生
の
多
く
は
、
大
学
周
辺
で
の

ひ
と
り
暮
ら
し
を
経
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ

濃
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
は
ず
で

す
。
勉
強
に
打
ち
込
ん
だ
日
々
、
部
活

や
サ
ー
ク
ル
に
明
け
暮
れ
た
時
間
、
友

人
の
家
で
夜
を
徹
し
て
語
り
合
っ
た
こ

と
、
吹
雪
の
中
で
の
通
学
、
そ
し
て
北

海
道
を
旅
し
た
想
い
出
な
ど
な
ど
。

　

そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
た
ち
が
、
世
代

を
越
え
て
共
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
世
代
間
の
違
い
が
叫
ば
れ

る
今
で
も
、
北
大
と
い
う
共
通
点
が
深

い
絆
を
つ
な
い
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、「
都
ぞ
弥

生
」
を
全
員
で
大
合
唱
し
ま
し
た
！

ジ
ン
パ
は
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

北
鐘 

近
藤
伸
一
さ
ん

　

毎
年
、
工
学
部
応
用
化
学
部
門
の
同

窓
会
「
北
鐘
」
の
旗
の
下
、
卒
業
し
た

ば
か
り
の
若
手
か
ら
大
先
輩
ま
で
が

学
生
の
頃
に
戻
っ
て
、
札
幌
生
ビ
ー
ル

と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
を
囲
ん
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

体
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
東
京
支
部
の
皆
様
と
は
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
越
し
の
や
り
と
り
が
中
心
で
し

た
が
、
今
回
、
直
接
お
会
い
で
き
た
こ

と
で
、
団
体
が
活
動
を
続
け
て
い
く
裏

に
は
多
く
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
私
も
〝
支
え
る
側
〟
と
し

て
少
し
ず
つ
恩
返
し
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
現

役
情
報
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
、
北
大
競
技
ス
キ
ー

部
は
イ
ン
カ
レ
２
部
で
男
子
３
位
と
い

う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
！
今
シ
ー
ズ

ン
は
１
部
昇
格
を
目
指
し
て
、
後
輩
た

ち
も
気
合
十
分
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支

援
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
た
ま
た
ま
ご

一
緒
し
た
馬
術
部
の
お
２
人
と
も
お
話

が
で
き
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
１
歳
半
の
息
子
も
終

始
上
機
嫌
で
し
た
（
笑
）。

◆ 

北
大
文
Ⅱ
系
１
９
８
３
＋
土
木　

期

　

 

檀
上
雅
樹
さ
ん

　　

我
々
は
１
９
８
３
年
に
文
Ⅱ
系
７
組

に
入
学
し
た
同
級
生
と
工
学
部
土
木
学

科
62
期
が
有
機
的
に
繋
が
っ
た
陽
気
な

還
暦
ジ
ャ
パ
ン
の
集
ま
り
で
す
。
一
昨
年

ま
で
は
別
々
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、

昨
年
か
ら
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
参
加
し
続
け
ま
す
！

62
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置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
８
７
２
年
に
開
拓
使
の
東
京

出
張
所
構
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
の

学
校
が
開
拓
使
仮
学
校
に
な
り

ま
す
。
開
拓
使
仮
学
校
の
具
体
的

な
設
置
経
緯
や
学
校
で
行
わ
れ
て

い
た
教
育
の
内
容
、
１
８
７
５
年

７
月
札
幌
移
転
に
あ
た
っ
て
「
札

幌
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
は
『
北
大
百
年
史
』

や
井
上（
２
０
０
８
、２
０
１
２
）

【
※
】
に
詳
し
い
の
で
、
こ
ち

ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ

こ
で
は
北
大
の
歴
史
で
は
触
れ
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
札
幌
移
転
後
の

仮
学
校
の
建
物
・
跡
地
の
状
況
に

つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
図
１
】
は
、
仮
学
校
札
幌
移

転
の
４
年
後
に
あ
た
る
１
８
７
９

年
の
「
東
京
全
図
」
と
い
う
地
図

の
一
部
分
で
す
。
現
在
の
浜
松
町

駅
、
大
門
駅
か
ら
西
の
方

向
（
地
図
で
は
上
方
向
）

に
向
か
う
と
突
き
あ
た
り

に
増
上
寺
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
右
手
に
「
開
拓
使
出

張
所
」
と
し
て
開
拓
使
の

東
京
出
張
所
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
わ
き
に
「
假

（
仮
）
博
物
館
」【
図
２
】

と
い
う
記
載
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
拓

使
仮
学
校
の
跡
地
に
で
き

た
こ
の
「
仮
博
物
館
」、

東京にあった
北海道大学の研究資源

図1：「東京全図」部分

図2：「東京全図」部分拡大

海
道
大
学
に
現
在
ま
で
続
く
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
小
文
で
は
、「
東
京

に
あ
っ
た
北
海
道
大
学
の
研
究
資
源
」

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
拓
使
は
、
北
海
道
開
拓
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
農
務
局
長
の
ケ
プ
ロ
ン
を
御

雇
教
師
頭
取
顧
問
と
し
て
招
聘
し
、
開

拓
政
策
の
策
定
の
た
め
の
提
言
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
提
言
に
は
輸
入
し
た
動

植
物
と
農
法
を
管
理
、
学
習
す
る
官
園

と
農
学
校
の
設
置
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
札
幌
農
学
校
、
現
在
の
北

海
道
大
学
が
誕
生
す
る
契
機
と
な
り
ま

す
。
こ
の
提
言
を
受
け
た
開
拓
使
は
、

最
終
的
に
は
札
幌
に
農
学
校
を
設
置
す

る
計
画
を
定
め
た
も
の
の
、
当
面
は
東

京
に
中
継
地
と
な
る
官
園
と
学
校
を
設

置
し
た
標
本
室
も
開
拓
使
関
連
の
博
物

館
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
う
ち
、

札
幌
仮
博
物
場
と
演
武
場
の
標
本
室
に

つ
い
て
は
、
本
誌
冬
号
で
詳
し
く
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ケ
プ
ロ
ン
に
よ
る
博
物
館
の
重
要
性

の
提
言
は
す
ぐ
に
は
具
体
化
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
初
の
博
物
館
で
あ
る
東

京
仮
博
物
場
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

開
拓
使
に
雇
用
さ
れ
、
北
海
道
の
地
質

調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
ラ
イ
マ
ン
【
図

３
】
の
働
き
か
け
が
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　

ラ
イ
マ
ン
は
、
１
８
７
４
年
３
月
に

開
拓
使
の
責
任
者
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆

に
対
し
て
、
自
分
が
採
集
し
て
い
た
岩

石
・
鉱
物
標
本
だ
け
で
な
く
、
北
海
道

の
動
植
物
、
海
草
、
農
水
産
物
や
ア
イ

ヌ
と
和
人
の
習
俗
を
示
す
文
化
資
料
、

北
海
道
の
風
景
写
真
や
地
図
、
図
書
を

含
め
た
総
合
的
な
博
物
館
を
東
京
に
作

る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。
ラ
イ
マ
ン

の
手
紙
に
は
、
こ
の
博
物
館
は
学
生
教

育
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
の
学
び

に
有
益
な
も
の
で
、
開
拓
使
の
評
価
を

高
め
る
も
の
、
と
い
う
意
識
が
示
さ
れ

て
い
て
、
ケ
プ
ロ
ン
や
農
学
校
の
ア
メ
リ

カ
人
教
師
た
ち
と
同
じ
思
想
に
基
づ
い

て
い
ま
し
た
。

　

黒
田
か
ら
博
物
館
設
置
担
当
者
と
な

る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
ラ
イ
マ
ン
は
、

そ
の
後
一
ケ
月
の
間
に
地
質
調
査
の
随

行
と
し
て
選
ば
れ
て
い
た
仮
学
校
生
徒

の
一
人
で
あ
る
三
沢
思
襄
を
標
本
管
理

者
と
し
て
指
名
し
た
り
、
仮
学
校
敷
地

内
の
耐
火
倉
庫
を
博
物
館
の
建
物
と
し

て
改
造
す
る
意
欲
を
見
せ
る
な
ど
、
積

極
的
な
動
き
を
見
せ
ま
す
。
し
か
し
そ

の
後
、
博
物
館
設
置
に
関
す
る
動
き
が

確
認
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
そ
ら
く
ラ
イ
マ
ン
は
春
か
ら
夏
に
か

け
て
北
海
道
に
向
か
っ
て
地
質
調
査
を

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
博
物
館

の
設
置
予
定
地
が
翌
年
に
札
幌
へ
移

転
す
る
こ
と
に
な
る
開
拓
使
仮
学
校
で

あ
っ
た
た
め
、
性
急
に
進
め
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ラ
イ
マ
ン
は
、
翌
年
８
月
の
東
京

仮
博
物
場
の
設
置
後
も
陳
列
ケ
ー
ス
の

選
定
に
関
与
す
る
な
ど
、
最
後
ま
で
か

か
わ
り
を
持
ち
続
け
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
こ
の
博
物
館
の
設
置
は
開
拓
使
の

日
本
人
職
員
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ラ
イ
マ
ン
の
提
言
の
翌
年
に
あ
た
る

１
８
７
５
年
８
月
、
開
拓
使
仮
学
校

跡
地
に
「
北
海
道
物
産
縦
観
所
」
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
設
置
時
の
事
務
総
括

責
任
者
は
、
の
ち
に
札
幌
で
開
拓
使
麦

酒
（
ビ
ー
ル
）
製
造
所
の
設
立
の
中
心

人
物
と
な
る
村
橋
久
成
で
し
た
。
村
橋

が
残
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
こ
の
施
設
の

目
的
は
、
北
海
道
の
物
産
や
、
北
海
道

の
重
要
性
も
示
し
て
い
ま
し
た
。
北
海

道
の
自
然
に
か
か
わ
る
標
本
を
収
集
し

て
教
育
に
利
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を

本
州
各
地
や
諸
外
国
と
交
換
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
教
育
材
料
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
管
理
す
る

博
物
館
が
必
要
で
あ
る
と
示
し
た
の
で

す
。
開
拓
使
と
し
て
も
、
当
時
開
催
さ

れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
万
国
博
覧
会
や

内
国
勧
業
博
覧
会
に
北
海
道
の
物
産
を

出
品
す
る
た
め
の
資
料
収
集
に
役
立
つ

こ
と
と
、
北
海
道
の
自
然
の
豊
か
さ
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
る
移
住
の
促
進
、

事
業
が
順
調
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
博
物
館
の
設

置
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
提
言
に
よ
っ
て
、
１
８
７
５
年

の
東
京
仮
博
物
場
（
当
初
は
北
海
道
物

産
縦
観
所
）、
１
８
７
７
年
の
札
幌
仮

博
物
場
、
１
８
７
９
年
の
函
館
仮
博
物

場
の
３
館
が
開
拓
使
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

ク
ラ
ー
ク
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
、
ペ
ン
ハ
ロ
ー

ら
農
学
校
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
演
武

場
（
現
在
の
札
幌
時
計
台
）
の
中
に
設

　

２
０
２
６
年
に
北
海
道
大
学
は
創
基

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
基
点

は
、
札
幌
農
学
校
が
札
幌
に
開
校
し
た

１
８
７
６
年
８
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
札
幌
農
学
校
に
は
そ
の
開
学

に
先
立
つ
東
京
で
の
前
史
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

１
８
７
２
年
５
月
21
日
（
旧
暦
明

治
５
年
４
月
15
日
）
に
東
京
芝
増
上

寺
内
に
開
校
し
た
「
開
拓
使
仮
学
校
」

に
つ
い
て
は
、
北
大
の
50
年
、
80
年
、

１
０
０
年
、
１
２
５
年
史
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
札
幌
農
学
校

の
前
史
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
開
校
後
の
紆
余
曲
折
の

実
態
を
含
む
札
幌
移
転
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
在
校
生
と
し
て
農

学
校
一
期
生
と
な
っ
た
伊
藤
一

隆
ら
の
名
前
も
あ
り
、
北
海
道

大
学
の
基
層
と
い
え
る
存
在
で

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
開

拓
使
仮
学
校
、
具
体
的
に
は
そ

の
移
転
後
の
跡
地
の
機
能
も
北

正
式
名
称
「
開
拓
使
東
京
仮
博
物
場
」

が
今
回
の
主
役
で
す
。

　

ケ
プ
ロ
ン
は
、
開
拓
使
に
対
し
て
開

拓
の
成
功
に
は
有
為
な
学
生
を
育
て
る

教
育
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

農
学
校
と
と
も
に
、
図
書
館
と
博
物
館

Ｈ７文学部卒業、Ｈ９大学院文
学研究科修士課程修了、Ｈ１１
大学院文学研究科博士課程中
途退学、Ｈ１１農学部教務職員、
Ｈ１３北方生物圏フィールド科学
センター助教、Ｒ５北方生物圏フ
ィールド科学センター准教授

❖ 

開
拓
使
仮
学
校
の

　
　
　

跡
地
に
つ
い
て

❖ 

東
京
仮
博
物
場
の

         

設
置
準
備
に
つ
い
て

❖ 

東
京
仮
博
物
場
に
つ
い
て

北方生物圏フィールド科学センター
准教授

加 藤　克
（H7・文） 

〜仮学校の跡地にできた
　　開拓使東京仮博物場〜

❖ 

開
拓
使
の

       

博
物
場
に
つ
い
て

【※】井上高聡  ２００８年「開拓使仮学校の設立経緯」（北海道大学大学文書館年報 ３：１–１７）
　　　　　　  ２０１２年「札幌農学校開校（１８７６年）の経緯」（北海道大学大学文書館年報 ７：１–２０）

図3：ベンジャミン・ライマン

東京にあった
北海道大学の研究資源

1871年
1871年
1872年
1874年
1875年
1875年
1876年
1876年
1877年
1879年
1881年

1月
10月
5月
3月
7月
8月
5月
8月

1月
6月

ケプロン官園・農学校設置提言
ケプロン博物館設置提言

東　　京 札　　幌

芝に「開拓使仮学校」設置
ライマン東京に博物館設置提言

「開拓使仮学校」札幌移転
仮学校跡地に「北海道物産縦観所」設置

「東京仮博物場」と改称し、公開開始

「東京仮博物場」閉鎖

移転した仮学校を「札幌学校」と改称

「札幌農学校」が開校
「札幌仮博物場」設置（運用開始は1878末ごろ）

農学校「演武場内標本室」開設
所蔵物品が関係博物館などに移管
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現
在
の
市
立
函
館
博
物
館
（
開
拓
使

函
館
仮
博
物
場
）
に
５
０
０
点
ほ
ど
が

移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
生
産

品
や
ア
イ
ヌ
の
文
化
資
料
な
ど
、
勧
業

に
か
か
わ
る
資
料
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
一
方
、
ラ
イ
マ
ン
の
岩
石
標
本
や
動

物
の
は
く
製
標
本
な
ど
、
学
術

標
本
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
標
本
３
２
４
０
点
は
、

札
幌
農
学
校
演
武
場
の
標
本
室

に
送
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

具
体
的
な
内
容
は
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
開
拓
使
の
札
幌

仮
博
物
場
（
の
ち
の
札
幌
農
学

校
所
属
博
物
場
、
農
学
部
博
物

館
、
現
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
内
の

博
物
館
）
に
絵
画
資
料
な
ど
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

庁
に
用
の
諸
建
物
よ
り
山
水
の
景

色
残
ら
ず
写
真
に
写
し
取
り
て
縦

覧
に
供
へ
た
れ
ば
、
其
実
況
真
に

三
百
里
外
を
座
上
に
見
る
如
く
な

り
（
横
浜
毎
日
新
聞
１
８
７
６
年

５
月
31
日
記
事
）』

　

北
海
道
産
の
動
物
の
は
く
製
や

毛
皮
、
液
浸
標
本
、
植
物
標
本

と
い
っ
た
自
然
史
博
物
館
の
展
示

資
料
だ
け
で
な
く
、
開
拓
使
が
製

造
・
出
品
し
て
万
国
博
覧
会
で
受
賞
も

し
て
い
た
鹿
や
鮭
の
燻
製
肉
な
ど
の
製

造
物
、「
え
ぞ
み
や
げ
」
と
し
て
江
戸

時
代
か
ら
北
海
道
の
物
産
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
工
芸
品
【
図
８
】、

北
海
道
の
様
子
を
示
す
写
真
【
図
９
】

な
ど
が
展
示
さ
れ
る
総
合
的
な
博
物
館

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
東
京
仮
博
物
場
で
は
、
北
海
道

産
・
輸
入
果
樹
の
苗
や
の
ち
に
生
産
が

開
始
す
る
開
拓
使
製
の
ビ
ー

ル
や
缶
詰
な
ど
も
販
売
さ

れ
、
博
覧
会
に
お
け
る
北
海

道
パ
ビ
リ
オ
ン
と
も
い
う
べ

お
よ
び
東
京
の
官
園
で
栽
培
・
飼
養
し

て
い
る
外
国
か
ら
導
入
し
た
動
植
物
を

一
ケ
所
で
一
般
に
展
示
公
開
し
て
、
北

海
道
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
移

住
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
や
パ
リ
で
行
わ
れ
た
万
国
博
覧
会
や

内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
北
海
道
物
品
の

出
品
業
務
な
ど
も
担
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
縦
観
所
の
整
備
が
進

み
、翌
年
５
月
に「
東
京
仮
博
物
場
」【
図

４
】
と
し
て
展
示
公
開
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
札
幌
農
学
校
・
北
海
道
大
学
の
前

身
で
あ
る
開
拓
使
仮
学
校
跡
地
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
み
て
ゆ
き
ま

し
ょ
う
。

　

展
示
が
始
ま
っ
た
直
後
の
新
聞
に
は
次

の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
東
京
芝
増
上
寺
開
拓
使
出
張
所
の

裏
手
な
る
同
使
の
博
物
場
は
十
囲
の
喬

木
が
満
場
に
殖
繁
（
は
え
し
げ
）
り
林
霰

（
り
ん
ご
）
あ
り
葡
萄
（
ぶ
ど
う
）
あ

り
、
種
々
の
奇
卉
香
草
を
植
へ
付
け
盆

栽
の
花
は
四
面
に
紅
白
の
花
氈
（
も
う

せ
ん
）
を
布
き
詰
め
た
る
が
如
く
真
に
一

箇
の
小
公
園
な
り
。
獣
類
は
大
な
る
騂

牛
（
あ
か
う
し
）
一
頭
、
綿
羊
五
六
頭
、

熊
二
匹
』

　

盆
栽
や
輸
入
果
樹
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
様
子
【
図
５
】
や
、
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ

オ
オ
カ
ミ
【
図
６
・
７
】
を
飼
育
し
て

い
た
様
子
の
写
真
も
附
属
図
書
館
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
屋
外
の
生
物
展

示
だ
け
で
な
く
、
屋
内
の
展
示
も
耳
目

を
集
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
『
其
園
内
に
小
博
覧
会
の
設
あ
り
。

北
海
道
地
方
の
珍
奇
奇
獣
を
乾
し
固

め
、
巧
み
其
の
全
体
を
存
す
る
者
夥
し

く
、
或
は
各
種
の
獣

皮
或
は
焼
酎
に
浸
た
る

種
々
の
獣
類
あ
り
。
或

は
海
藻
山
花
或
は
北
海

道
に
て
制
し
た
る
薫
の

鹿
、
薫
の
鮭
、
蝦
夷
人

の
漁
猟
に
用
ゆ
る
三
人

乗
の
皮
張
り
舟
、
漁
猟

に
用
い
る
革
衣
、
土
人

の
細
工
物
、
又
札
幌
本

き
空
間
が
仮
学
校
の
跡
地
に
誕
生
し
て

い
た
の
で
す
。
開
拓
使
仮
学
校
の
跡
地

は
、
ラ
イ
マ
ン
が
構
想
し
て
い
た
よ
う
な

北
海
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
教
育
の

場
と
し
て
機
能
し
続
け
て
い
た
の
で
す
。

　

東
京
仮
博
物
場
は
、
開
拓
使
の
廃
使

に
と
も
な
っ
て
東
京
出
張
所
が
廃
止
さ

れ
た
１
８
８
１
年
に
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。短
期
間
し
か
存
続
し
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
博
物
場
を
訪
れ
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
札
幌
農
学
校
に
進
学
し

た
若
者
が
い
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
東
京
仮
博
物
場
に
展
示

さ
れ
て
い
た
資
料
は
、
札
幌
本
庁
、
函

館
・
根
室
支
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
農
学
校
の
一
期
生
伊
藤
一
隆

が
卒
業
し
て
開
拓
使
の
博
物
館
関
係
の

職
員
と
な
っ
た
の
は
東
京

仮
博
物
場
の
閉
鎖
直
前
で

あ
る
１
８
８
０
年
10
月
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
な

ど
の
農
学
校
関
係
者
が
収

集
し
た
資
料
が
東
京
に
送

ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
札

幌
農
学
校
の
歴
史
に
か
か

わ
る
人
物
が
東
京
仮
博
物

場
に
果
た
し
た
役
割
と
し

て
は
、
ラ
イ
マ
ン
の
地
質

調
査
に
あ
た
っ
て
開
拓
使

仮
学
校
の
生
徒
の
一
部【
図

東京にあった北海道大学の研究資源［前編］
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東
京
仮
博
物
場
と

　
　

札
幌
農
学
校
の
関
わ
り

10
】
が
同
行
し
て
指
導
を
受
け
つ
つ
、

展
示
さ
れ
て
い
た
岩
石
標
本
を
採
集
し

て
い
た
こ
と
、
展
示
の
た
め
に
標
本
の

説
明
書
き
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
み
で
す
。

　

東
京
仮
博
物
場
の
事
業
に
札
幌
農
学

校
が
具
体
的
に
関
与
し
た
記
録
が
存
在

し
な
い
た
め
、
北
海
道
大
学
の
歴
史
で

は
開
拓
使
仮
学
校
の
跡
地
に
成
立
し
た

東
京
仮
博
物
場
の
存
在
に
言
及
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

北
海
道
大
学
と
北
海
道
に
継
承
さ
れ
続

け
て
き
た
文
書
や
研
究
資
源
を
丁
寧
に

み
て
ゆ
く
と
、
東
京
仮
博
物
場
が
現
在

の
北
海
道
大
学
に
与
え
た
影
響
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
東
京
仮
博
物
場
が
所

蔵
し
て
い
た
資
料
で
す
。
東
京
仮
博
物

場
の
廃
止
に
あ
た
っ
て
所
蔵
し
て
い
た

５
０
０
０
点
以
上
の
資
料
は
、
現
在
の

東
京
国
立
博
物
館
に
７
０
０
点
ほ
ど
、

　

も
う
一
つ
は
、
東
京
仮
博
物

場
で
働
い
て
い
た
吉
川
昌
則
と

村
田
庄
次
郎
と
い
う
２
人
の
存

在
で
す
。
吉
川
と
村
田
は
東
京

で
の
勤
務
を
離
れ
た
の
ち
、
札

幌
農
学
校
の
博
物
館
（
農
学

校
移
管
前
の
札
幌
仮
博
物
場
時

代
を
含
む
）
で
標
本
採
集
、
剥

製
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
村
田
は
四
半
世
紀

の
勤
務
期
間
中
、
数
千
点
を
超

え
る
鳥
獣
の
標
本
を
北
大
に
残

し
ま
し
た
。
村
田
の
活
動
は
、

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
標
本
を
は
じ
め

と
す
る
重
要
な
研
究
資
源
が
北

大
に
集
約
さ
れ
る
背
景
に
な
り
、
日
本

有
数
の
鳥
類
学
研
究
の
拠
点
と
し
て
の

基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
開
拓
使
仮
学
校
は
北

海
道
大
学
の
前
史
と
し
て
の
存
在
だ
け

で
な
く
、
そ
の
跡
地
に
存
在
し
た
東
京

仮
博
物
場
の
機
能
を
通
じ
て
、
北
大
が

誇
る
研
究
資
源
の
蓄
積
に
も
寄
与
し
て

い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
東
京
仮
博
物
場
の
旧
蔵
資

料
を
受
領
し
た
農
学
校
演
武
場
の
標
本

室
と
札
幌
仮
博
物
場
、
受
領
し
た
研
究

資
料
群
の
現
在
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹

介
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
こ
の
小
文
は
、
１
８
７
７
年
に
設
置

さ
れ
た
札
幌
仮
博
物
場
の
後
身
で
あ
る

図6：東京仮博物場に
設置されていたヒグマの檻

図5：東京仮博物場屋外の様子

図4：東京仮博物場正門

図8：アイヌの住宅模型や土器が展示されていた

図10：ライマンと仮学校の学生だった測量生徒たち

図9：東京仮博物場で展示されていた
札幌麦酒醸造所落成式写真

図7：東京仮博物場で飼育されていた
エゾオオカミの図

旧
札
幌
農
学
校
所
属
博
物
場
、
旧
農
学

部
博
物
館
、
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
内
博
物
館
の
歴

史
を
ま
と
め
た
『
札
幌
博
物
場
１
５
０

年
史
』
の
原
稿
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

北
大
の
博
物
館
の
歴
史
と
蓄
積
さ
れ
た

研
究
資
源
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
本
書

は
、
北
大
２
０
０
周
年
、
３
０
０
周
年

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
書
籍
と
し
て

一
定
期
間
・
部
数
を
販
売
し
た
の
ち
、

学
生
が
気
軽
に
手
に
取
っ
て
研
究
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
附
属
図
書
館
の
Ｈ
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
掲
載
す
る
と
い
う
形
で
の

刊
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
殊

な
刊
行
支
援
の
た
め
の
寄
附
を
北
大
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金
を
利
用
し
て
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に

は
金
額
を
問
わ
ず
刊
行
時
に
電
子
原
稿

を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
に

と
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
４
月

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
植
物

園
内
博
物
館
で
は
企
画
展
示

「
札
幌
博
物
場
の
１
５
０

年
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
に
引
き
継
が
れ
た
演

武
場
（
札
幌
時
計
台
）
の
扁

額
や
、
開
拓
使
に
よ
っ
て
製

作
さ
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
試

作
品
な
ど
、
普
段
展
示
で
き

な
い
資
料
群
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
札
幌
に
お
越
し
の
際

は
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

図1～2：国際日本文化研究センター
図3～6、図8～10：北海道大学附属図書館
図7：北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園・博物館

（図所蔵機関）
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程
に
進
学
し
た
。
途
中
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
州
立
大
学
歴
史
学
部
（
修
士
課
程
）

に
転
学
。
今
思
え
ば
、
自
分
の
語
学
力

の
な
さ
を
理
解
し
な
い
無
謀
な
挑
戦

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
諸
般
の
事
情

で
、
２
年
目
は
休
学
。
と
り
あ
え
ず
修

士
号
だ
け
は
取
得
し
よ
う
と
思
い
、
３

年
目
に
復
学
。
必
修
科
目
も
す
べ
て
取

り
終
え
た
た
め
時
間
に
余
裕
が
で
き
、

大
学
附
属
図
書
館
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
た
の
が
、
の
ち
に
図
書
館
に
勤
務
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
「
多
様
性
」
の

重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
た
た
め
、
図
書

館
の
職
員
も
「
多
様
化
」
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
た
ま
た
ま
非
白
人
と

い
う
こ
と
で
、
図
書
館
司
書
の
学
位
も

な
い
ま
ま
正
職
員
に
採
用
さ
れ
た
。
日

本
語
が
で
き
る
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
必

要
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
採
用
さ
れ
た

の
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
テ
キ
ス

ト
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
部
署
で
、
こ
こ

で
は
日
本
語
の
古
典
文
学
を
イ
ン
タ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
永

住
権
者
と
は
い
え
、
い

つ
、
何
を
理
由
に
勾

留
も
し
く
は
強
制
送

還
さ
せ
ら
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

も
っ
と
も
恐
ろ
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
的

な
状
況
で
も
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
は
ま
だ

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
よ

う
な
州
兵
な
ど
の
派
遣

は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
日
の
６

月
14
日
に
合
わ
せ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
で
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
反
対
・
不
法

移
民
強
制
送
還
反
対
を
掲
げ
て
「No 

Kings

」
デ
モ
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
も
行
わ
れ
た
。
デ
モ
の
当
日
私
は
勤

務
だ
っ
た
が
、
デ
モ
行
進
の
最
終
到
着

地
点
が
市
役
所
前
、
勤
務
先
の
市
立
図

書
館
本
館
の
前
だ
っ
た
の
で
、
お
昼
休

み
に
デ
モ
に
参
加
し
た
。
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
ロ
ス
の
光
景
と
は
異
な

り
、
平
穏
な
デ
モ
で
あ
っ
た
。
と
は
い

え
、
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
る
ミ
ネ
ソ
タ

州
議
員
の
暗
殺
に
加
え
、
米
国
の
イ
ラ

ン
へ
の
爆
撃
が
始
ま
っ
た
た
め
、
ア
メ

リ
カ
国
内
政
治
、
ま
た
国
際
政
治
的
に

も
不
安
な
要
素
が
多
い
。
民
主
党
が
強

い
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
住
む
も
の
と

し
て
も
、
安
心
は
で
き
な
い
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「Red Card」

で
あ
っ
た
が
、
ど
う
や

ら
米
国
市
民
以
外
も
い

く
つ
か
の
憲
法
上
の
権

利
は
認
め
ら
れ
て
い
る

ら
し
い
。
移
民
税
関
捜

査
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
が
自

宅
に
逮
捕
に
現
れ
た
場

合
に
は
「
入
国
審
査
官

が
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て

も
、
開
け
な
い
よ
う

に
」
な
ど
と
書
か
れ
た

名
刺
大
の
赤
い
カ
ー
ド

が
、
図
書
館
や
移
民
支

援
団
体
で
配
布
さ
れ
て

い
る
。
表
は
英
語
で
裏
は
そ
れ
ぞ
れ

の
言
語
（
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
）
で
書
か
れ

て
い
て
、
そ
れ
ら
は
「Know

 Your 
Rights

」
カ
ー
ド
と
か
「Red Card

」

ネ
ッ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
仕
事
を
担
当
し
た
。
Ｘ
Ｍ

Ｌ
も
古
典
文
学
も
知
ら
な
い
私
が
、
た

ま
た
ま
「
日
本
語
が
読
み
書
き
で
き

る
」
と
い
う
だ
け
で
図
書
館
に
採
用
し

て
も
ら
え
た
と
い
う
の
は
縁
と
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
図
書

館
就
職
を
機
に
学
生
ビ
ザ
か
ら
就
労
査

証
に
切
り
替
え
、
図
書
館
が
ス
ポ
ン

サ
ー
と
な
っ
て
永
住
権
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
図
書
館
内
で

組
織
改
変
が
起
こ
り
、
図
書
館
司
書
の

学
位
（
修
士
号
）
を
持
た
な
い
私
に
は

他
の
部
署
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

窓
際
族
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
一

度
民
間
で
働
い
て
み
よ
う
と
い
う
思
い

か
ら
、
グ
ー
グ
ル
の
時
給
社
員
（
下
請

け
契
約
社
員
）
に
応
募
し
て
「
日
本
語

に
よ
る
検
索
結
果
向
上
員
」
に
採
用
さ

れ
、
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を

い
る
。
市
立
図
書
館
で
勤
務
を
始
め
て

か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
が
経
つ
が
、
よ
う

や
く
勤
務
に
も
慣
れ
、
自
分
が
得
意
と

す
る
日
本
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
計
画

と
実
行
に
精
力
を
注
い
で
い
る
。
な
に

よ
り
も
、
還
暦
目
前
で
も
正
職
員
と
し

て
採
用
し
て
く
れ
る
社
会
が
あ
り
が
た

い
と
感
じ
て
い
る
。

　

上
述
の
と
お
り
、
私
は
永
住
権
を
も

つ
日
本
国
民
と
し
て
米
国
内
で
生
活
を

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
出

国
・
再
入
国
を
不
安
に
思
っ
た
こ
と
は

な
い
が
、
現
ト
ラ
ン
プ
政
権
（
２
期

目
）
の
移
民
追
放
政
策
の
も
と
で
は
恐

ろ
し
く
て
日
本
に
帰
省
し
よ
う
と
は
思

え
な
い
。
入
国
審
査
時
に
永
住
権
取
り

消
し
や
一
時
勾
留
が
行
わ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
を

も
と
に
勾
留
さ
れ
る
の
か
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
留
学

生
の
査
証
取
り
消
し
が
、
西
海
岸
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

私
自
身
、
米
国
市
民
で
は
な
い
の
に

米
国
憲
法
で
守
ら
れ
て
い
る
の
か
不
明

し
て
い
た
。２
０
０
６
年
の
話
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
時
日
本
に
戻
り
就
職
。

永
住
権
を
保
持
す
る
た
め
再
度
渡
米
。

以
前
面
識
の
あ
っ
た
日
本
人
司
書
を
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東

亜
図
書
館
に
訪
ね
て
、「
仕
事
を
探
し

て
い
る
の
で
仕
事
が
あ
れ
ば
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
ご
挨
拶
を
し
た
と

こ
ろ
、
時
給
で
ア
ル
バ
イ
ト
な
ら
と
い

う
こ
と
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
偶
然
に
も
フ
ル
タ
イ
ム

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
空
き
が
出
た
た
め
応

募
し
て
採
用
と
な
っ
た
。
ま
た
ま
た
運

と
縁
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
さ
ら
に

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
応
募
し
て
ハ
ワ
イ
に
移
動
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
に
住
む
こ
と
自
体
に
魅
力
を

感
じ
な
か
っ
た
の
で
、
辞
職
し
て
仕
事

の
あ
て
も
な
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

戻
っ
た
。「
日
本
語
が
で
き
る
、
日
本

で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

だ
け
を
武
器
に
就
職
活
動
を
す
る
も
、

日
本
語
が
で
き
る
ア
メ
リ
カ
人
も
多

　

北
海
道
大
学
に
入
学
し
た
当
時
、
私

の
将
来
の
夢
は「
仙
台
市
役
所
勤
務
」。

親
が
自
営
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
安

定
」
し
た
９
時
か
ら
５
時
ま
で
の
勤
務

に
憧
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
学
部

に
進
学
し
て
古
矢
ゼ
ミ
（
古
矢
旬
先

生
）
に
参
加
し
て
、「
こ
れ
は
お
も
し

ろ
い
」「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
か
ら
れ
、
３
年
次
に
は
交

換
留
学
生
と
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

大
学
ア
マ
ー
ス
ト
校
に
留
学
す
る
機
会

を
得
た
。
英
語
を
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
部
生
向
け
社
会

学
や
歴
史
学
の
授
業
を
選
択
し
て
、
朝

も
夜
も
図
書
館
に
こ
も
り
、大
事
な「
学

生
と
の
交
流
」
や
「
現
地
で
の
生
活
経

験
」
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
点
も
あ
る

が
、
古
矢
ゼ
ミ
参
加
と
交
換
留
学
経
験

が
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
で
生
活
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
な
る
。

　

学
士
終
了
後
、
修
士
課
程
と
博
士
課

く
、
ま
っ
た
く
就
職
が
で
き
な
い
で
い

た
と
こ
ろ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
立

図
書
館
が
「
日
本
語
司
書
」
を
募
集
し

て
い
た
の
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
と

な
り
、
現
在
日
本
語
資
料
司
書
（
フ
ル

タ
イ
ム
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
に
「
公

共
図
書
館
と
く
に
大
都
市
の
公
共
図
書

館
職
員
の
苦
悩
」
と
い
う
記
事
が
あ
る

が
（
２
０
２
４
年
10
月
31
日
）、
公
共

図
書
館
で
の
勤
務
は
私
の
想
像
を
絶
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
記
事
に
は
、
司
書

と
し
て
働
く
図
書
館
職
員
が
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
ざ

る
を
得
ず
、
疲
弊
し
て
仕
事
を
辞
め
て

い
く
と
い
う
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

私
自
身
も
勤
務
当
初
、
コ
ピ
ー
室
で
用

を
足
し
た
利
用
者
が
い
た
と
か
、
利

用
者
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
席
を
め
ぐ
っ

て
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
を
始
め
る
と

か
、
館
内
で
薬
物
を
使
用
す
る
な
ど
の

出
来
事
に
遭
遇
し
、〝
私
は
精
神
病
棟

で
働
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
の

か
〟
と
自
問
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

精
神
疾
患
を
持
つ
利
用
者
や
ホ
ー
ム
レ

ス
の
利
用
者
へ
の
対
応
に
慣
れ
る
ま
で

に
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
立
図
書
館
の
様
子
は
、

Ｐ
Ｂ
Ｓ
と
い
う
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
よ

う
な
テ
レ
ビ
局
が
制
作
し
たFree for 

All: The Public Library 

と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
一
部
紹
介
さ
れ
て

サンフランシスコ市立図書館 
日本語資料司書

岩渕 祥子 （H5 法・院）

●
米
国
留
学
と
図
書
館
勤
務

日本酒と焼酎の
テイスティングイベント

サンフランシスコ市の「No Kings」 デモの様子

●
公
共
図
書
館
の
現
実

●
米
国
の
現
状
・
拘
留
の
恐
怖

知
識
の
生
産
者
か
ら

学
び
の
支
援
者
へ●

現
職
ま
で
の
様
々
な
経
験

︱
北
大
時
の
留
学
経
験
に
始
ま
る
米
国
生
活
︱
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・
星
田
裕
二
（
Ｈ
６
・ 

教
）
さ
ん
は

大
学
を
中
退
さ
れ
た
あ
と
に
東
京
藝
大

に
進
ま
れ
、
プ
ロ
の
声
楽
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
最
近
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ

ん
」
で
パ
ン
作
り
の
指
導
を
さ
れ
た

竹
内
光
司
さ
ん
は
、
Ｓ
45
水
産
卒
の

合
唱
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

皆
で
驚
き
ま
し
た
。

◆
◇
◆

　

一
昨
年
か
ら
数
名
の
ク
ラ
ー
ク
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
で
北
大
東
京
ジ
ン
パ
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
ギ
ネ
ス
記

録
挑
戦
の
時
に
は
、
取
材
に
き
て
い
た

北
海
道
放
送
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
）
の
カ
メ
ラ
に

映
り
込
み
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
私
た

ち
の
様
子
が
放
映
さ
れ
て
関
係
者
の
間

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
２
０
２
６
年
３
月
28
日
に
は
、

東
北
大
学
男
声
Ｏ
Ｂ
、
東
京
大
学
音
楽

部
Ｏ
Ｂ
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

（
府
中
の
森
劇
場
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
）

も
決
定
し
て
い
る
な
ど
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
来
場

い
た
だ
き
、
男
声
合
唱
の
響
き
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
）
は
、
Ｐ
Ｃ
を
駆

使
し
て
演
奏
会
全
容

の
記
録
を
作
成
す
る

な
ど
、
お
年
を
感
じ

さ
せ
ま
せ
ん
。

・
高
田
繁
樹
（
Ｓ

37
・
工
・
鉱
山
）
さ

ん
は
、
Ｒ
４
年
度
第
９
回
日
展
の
洋
画

部
門
で
「
武
甲
山
採
掘
跡
」
が
入
選
。

・
坪
沼
稔
（
Ｓ
38
・
法
）
さ
ん
は
朝
日

新
聞
の
「
声
」
に
投
稿
さ
れ
、
２
年
連

続
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
才
だ
け

で
な
く
、
毛
筆
の
腕
前
も
か
な
り
の
も

の
で
、
演
奏
会
の
案
内
を
書
い
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

・
若
原
弘
道
（
Ｓ
39
・
経
）
さ
ん
が
自

費
製
作
さ
れ
た
、「
小
倉
百
人
一
首
」

本
歌
取
り
「
世
相
百
人
一
首
」
は
、
ウ

イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
政
治
風
刺
の
効
い
た

大
作
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
会
社
で
の
現
在
・
過
去

の
役
職
は
関
係
な
く
、
あ
る
の
は
先

輩
・
後
輩
の
関
係
の
み
。
練
習
後
の「
蕎

麦
屋
会
談
」（
以
前
の
練
習
場
所
の
近

く
に
蕎
麦
屋
さ
ん
が
あ
り
、
毎
回
集

ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
命
名
）
で
の
一

杯
は
格
別
で
、
こ
れ
を
楽
し
み
に
参
加

す
る
メ
ン
バ
ー
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
趣

味
・
特
技
を
持
た
れ
る
方
が
多
く
、
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・
当
団
の
正
指
揮
者
で
あ
る
高
嶋
邦
幸

さ
ん
（
Ｓ
46
）
は
、
学
生
指
揮
の
あ
と

国
立
音
大
大
学
院
声
楽
専
攻
を
修
了

し
、
小
澤
征
爾
氏
に
師
事
さ
れ
た
プ

ロ
の
指
揮
者
で
す
。
小
澤
征
爾
氏
の

お
子
様
が
所
属
さ
れ
た
学
校
で
音
楽

を
指
導
さ
れ
た
こ
と
で
、
小
澤
征
爾

氏
か
ら「
先
生
」と
呼
ば
れ
た
一
人
。

・
最
高
齢
の
越
後
明
さ
ん
（
Ｓ
34
・

【日時】2025年9月14日（日）13:30開演
【場所】大田区民ホール アプリコ大ホール《JR蒲田駅徒歩5分》
【入場料】1,500円（全席自由席）
【演奏曲・来場者向け情報】
 http://hmcobclark.club/

【問合せ先】infotokyo@hmcobclark.club

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
常
に
上

位
に
位
置
す
る
実
力
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　

札
幌
で
は
４
年
に
一
度
、
全
国
か
ら

Ｏ
Ｂ
が
集
い
、
北
の
大
地
に
世
代
を
超

え
た
歌
声
を
披
露
し
て
お
り
、
昨
年
９

月
に
行
わ
れ
た
Ｏ
Ｂ
会
第
12
回
演
奏

会
に
は
１
３
２
名
が
全
国
か
ら
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
ス
キ
ー

部
１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
や

東
京
で
開
催
さ
れ
た
鈴
木
章
名
誉
教

授
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
記
念
講
演

　

北
海
道
大
学
合
唱
団
は
、
大
正
４
年

（
１
９
１
５
年
） 

２
月
11
日
、
学
内
図

書
館
で
の
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
グ

リ
ー
倶
楽
部
の
第
１
回
音
楽
会
開
催
が

創
立
起
源
と
さ
れ
ま
す
。
今
日
に
至
る

ま
で
、
戦
前
・
戦
中
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
受
け
た
音
楽
活
動
、
戦
後
の
活

動
空
白
期
間
、
学
生
運
動
に
よ
る
影

響
、
練
習
場
所
で
あ
っ
た
文
連
会
館

（
第
一
サ
ー
ク
ル
会
館
）
内
部
の
全
焼

（
１
９
７
８
年
）、
最
近
で
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
活
動
自
粛
に
も
負
け
ず
、
全

武甲山採掘跡
催し物案内

「世相百人一首」

第１２回演奏会のステージの様子

13th Clark Club Concert

上記の問合せメールに、
件名を【FRONTIER チケッ
ト希望】とし、氏名・郵便番
号・住所・メールアドレス・
希望枚数（2枚まで）を記載
して8月30日までに応募く
ださい。（当選者には返信
メールでお知らせします）

抽選で5組10名様に
入場券を差し上げます!

クラーククラブ第１3回演奏会

チケット
プレゼント

会
、
北
大
関
西
同
窓
会
の
総
会
な
ど
に

招
か
れ
Ｏ
Ｂ
会
メ
ン
バ
ー
が
「
都
ぞ
弥

生
」
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
の
中
で
も
首
都
圏
在
住
の
、
男

声
合
唱
の
響
き
を
忘
れ
ら
れ
な
い
男
達

が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
が
、「
北

大
合
唱
団
東
京
Ｏ
Ｂ
会
ク
ラ
ー
ク
ク
ラ

ブ
」
で
す
。
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
） 

の
第
１
回
演
奏
会
か
ら
始
ま
り
、
今
年

の
第
13
回
演
奏
会
に
向
け
て
、
平
均
年

齢
70
歳
超
の
メ
ン
バ
ー
40
人
は
、
月
２

回
（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

北大合唱団東京OB会

（
松
下
国
弘 

Ｓ
51
・
工
／
精
密
） 星田裕二さん（H6 教養）

高嶋邦幸さん（S46）
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富
士
山
の
麓
か
ら

　
　
サ
ー
モ
ン
と
歩
む

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ベ
ル
ゲ
ン
大
学
へ
留
学
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
サ
ー
モ
ン
養
殖
と
い

え
ば
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
技
術
や
考
え
方
に
触
れ
た
い
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
物
価
の
高
い

北
欧
へ
の
１
年
間
の
留
学
は
簡
単
で
は

な
か
っ
た
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構
や

北
海
道
大
学
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
奨
学

金
の
お
か
げ
で
実
現
で
き
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

　

留
学
中
は
ベ
ル
ゲ
ン
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド

や
サ
ー
モ
ン
養
殖
場
を
訪
れ
、
実
際
の

現
場
を
目
に
す
る
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
。
学
び
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国

の
友
人
と
の
交
流
も
人
生
の
財
産
と

な
っ
た
。

　
◆
世
界
を
先
導
す
る

　
　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
サ
ー
モ
ン
産
業

　
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
は
、

も
は
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
抜
き
に
語
れ
な

い
。
世
界
で
生
産

さ
れ
る
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン

の
半
数
以
上
を
ノ
ル

ウ
ェ
ー
が
占
め
、
ア

ト
ラ
ン
養
殖
大
手
の

M
ow

i

、Cerm
aq

、

SalM
ar

、Lerøy

、

Grieg Seafood

は
ど
れ
も
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
企
業
で
、
チ
リ
や
カ
ナ
ダ
を

含
む
世
界
中
で
養
殖
を
行
っ
て
い
る
。

チ
リ
産
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ

ン
は
よ
く
日
本
で
も
見
か
け
る
が
、

実
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
企
業
が
生
産
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
人
口
わ
ず
か

５
０
０
万
人
ほ
ど
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

圧
倒
的
な
生
産
力
と
影
響
力
を
誇
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
流
の
洗

練
さ
れ
た
生
産
・
管
理
体
制
が
あ
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
養
殖
場
は
と
に
か
く

大
規
模
で
効
率
的
で
あ
る
。
海
上
に
は

直
径
20
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
ケ
ー
ジ
が
い

く
つ
も
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ジ
に

は
10
万
〜
20
万
匹
も
の
サ
ー
モ
ン
が
飼

育
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
り
な
が
ら
、
人
が
現
場
に
足
を
運
ぶ

の
は
週
に
数
回
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
給
餌
や
水
質
管
理
と

い
っ
た
日
常
業
務
の
多
く
が
、
自
動
化

さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
水
中
に
は

ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
が
常
設
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
装
置
が
魚
の
様
子
や

環
境
を
24
時
間
体
制
で
監
視
す
る
。
給

餌
は
リ
モ
ー
ト
操
作
、
あ
る
い
は
完
全

自
動
化
さ
れ
、
必
要
最
小
限
の
人
手
で

運
営
さ
れ
る
。
ま
る
で
未
来
小
説
の
一

節
の
よ
う
だ
が
、
す
で
に
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

魚
の
健
康
管
理
も
徹
底
し
て
い
る
。

週
ご
と
に
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
さ
ら
に
月
に
一

度
、
魚
類
専
門
の
獣
医
師
が
診
断
を
実

施
。
そ
の
結
果
は「BarentsW

atch

」

と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
内
す

べ
て
の
養
殖
場
に
つ
い
て
、
魚
病
の
発

生
履
歴
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
種
類
、
収
容

能
力
、
輸
送
経
路
ま
で
誰
で
も
一
目
で

確
認
で
き
る
仕
組
み
だ
。

　

病
原
性
の
高
い
魚
病
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
地
域
は
赤
や
黄
色
で
表
示
さ

れ
、
該
当
エ
リ
ア
の
養
殖
場
で
は
是
正

勧
告
や
出
荷
制
限
が
課
さ
れ
る
。
最
悪

の
場
合
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
魚
を

す
べ
て
殺
処
分
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

こ
の
管
理
方
法
は
「Traffi

c Light 
System

（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ

ス
テ
ム
）」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
仕
組
み

に
よ
り
、
養
殖
事
業
者
は
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
、
出
荷
計

画
や
輸
送
経
路
の
変
更
な
ど
迅
速
か
つ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
入
部
。
土
日
は
仲
間
と

と
も
に
道
内
各
地
を
自
転
車
で
走
り

回
っ
た
。
札
幌
か
ら
函
館
ま
で
、
さ
ら

に
は
実
家
の
東
京
ま
で
自
転
車
で
帰
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
今
振
り
返
る
と
無
茶

な
旅
だ
っ
た
が
、
か
け
が
え
の
な
い
時

間
だ
っ
た
。
北
海
道
の
自
然
が
持
つ
厳

し
さ
と
美
し
さ
に
触
れ
る
中
で
、
広
大

な
自
由
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
困
難
に

耐
え
抜
く
強
さ
も
身
に
つ
け
た
。

　

大
学
４
年
生
の
春
、
卒
業
を
目
前
に

　
◆
養
殖
技
術
者
の
始
ま
り

　

富
士
山
の
麓
、
日
本
初
の
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
陸
上
養
殖
場
が
で

き
た
の
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
場
所
は

静
岡
県
小
山
町
。
海
の
な
い
土
地
で
、

富
士
山
の
豊
か
な
湧
き
水
と
最
先
端
の

技
術
を
活
用
し
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク

サ
ー
モ
ン
を
陸
上
で
育
て
て
い
る
。
そ

の
名
は
「Fiji Atlantic Salm

on

」。

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
「
あ
し
た
の
サ

カ
ナ
」
と
し
て
、
ス
シ
ロ
ー
さ
ん
で
も

提
供
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
だ
出
荷
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
大
き
な
野
望

を
持
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
会
社
で
あ

る
。
そ
し
て
私
は
今
、
そ
こ
で
養
殖
技

術
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　

就
職
の
き
っ
か
け
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

留
学
中
に
訪
れ
た
養
殖
場
で
の
出
来
事

だ
っ
た
。
現
場
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
手

伝
っ
て
い
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
こ
う

声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
「
日
本
か
ら
来
た
の
？
今
ち
ょ
う
ど

Proxim
ar

と
い
う
会
社
が
、
日
本
で

陸
上
養
殖
場
を
作
ろ
う
と
し
て

い
る
よ
。」

　

初
耳
だ
っ
た
私
は
、
そ
の
場

でGoogle

検
索
を
し
て
み
た
。

す
る
と
本
当
に
、
小
山
町
で
養

殖
場
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
工

場
が
建
設
中
で
、魚
も
お
ら
ず
、

採
用
も
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
こ
ん
な
面
白
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
な
い
と
感
じ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

連
絡
し
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
。
最
初
に
入
れ
た
卵

た
ち
は
す
で
に
出
荷
さ
れ
た
。
卵
か
ら

出
荷
ま
で
２
年
弱
。
４
〜
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
ま
で
成
長
す
る
そ
の
姿
は
、
何
度
見

て
も
感
慨
深
い
。

　
◆
北
海
道
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ

　

北
海
道
大
学
で
は
水
産
学
部
に
所
属

し
て
い
た
。
広
大
な
北
海
道
を
肌
で
感

じ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
サ
イ
ク
リ

◎職場奮戦記

Proximar株式会社 養殖場技術者

二 通　健 太 （R5・水産）

ノルウェーの仲間と記念撮影（前列右から2人目が本人）

Proximar社
ウエブサイト

▼

https://ja.proximarseafood.com/

ウェブサイト「BarentsWatch」
（https://www.barentswatch.no/fiskehelse/）

海面養殖場の位置や魚病警戒区域が示される

Proximar社の大型タンク

Proximar社の
商品ラベル
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適
切
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
高
度
な
管
理
体
制
こ
そ
が
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
長
期
に
わ
た
り
安
定
し

て
生
産
量
を
増
や
し
続
け
て
き
た
大
き

な
要
因
だ
。

　

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
の
輸
送
に
も
多
様

な
船
舶
が
活
躍
し
て
い
る
。
魚
を
サ
イ

ズ
別
に
選
別
で
き
る
機
能
を
持
つ
船

や
、
サ
ケ
ジ
ラ
ミ
（
サ
ケ
に
寄
生
す
る

害
虫
）
を
除
去
す
る
専
用
ブ
ラ
シ
を
備

え
た
船
、
さ
ら
に
は
血
抜
き
や
内
臓
処

理
ま
で
現
地
で
完
結
で
き
る
出
荷
用
の

船
も
存
在
す
る
。
取
り
扱
う
魚
の
量
や

目
的
に
応
じ
た
最
適
な
設
備
が
整
っ
て

い
る
の
だ
。

　

技
術
革
新
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
最
近
で
は
、
水
中
カ
メ
ラ
と
Ａ

Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
、
サ
ー
モ
ン
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
重
量
測
定
、
個
体
識
別
、
さ

ら
に
は
魚
病
判
定
ま
で
行
う
シ
ス
テ
ム

も
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
給
餌
か
ら
健
康
管
理
ま
で

完
全
自
動
化
さ
れ
た
「
無
人
養

殖
場
」
も
、
既
に
現
実
の
も
の

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に

「Stingray

」
と
い
う
装
置
で

は
、
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
体
表

の
寄
生
虫
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

焼
き
除
去
す
る
画
期
的
な
方
法

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
高
い
技
術
力
と
充

実
し
た
待
遇
に
よ
り
、
養
殖
業

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
内
で
非
常
に

人
気
の
あ
る
職
業
と
な
っ
て
い

る
。
専
門
知
識
を
持
つ
魚
類
獣
医
師
や

養
殖
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
進
み
、
社
会
全
体
が
技
術
革
新
と
人

材
育
成
を
通
じ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
循

環
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

　
◆
陸
上
養
殖
と
い
う

　
　
新
た
な
選
択
肢

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
す
べ
て
の
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
を
海
外
か

ら
の
空
輸
に
頼
っ
て
き
た
。
主
な
供
給

元
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
チ
リ
で
あ
り
、

新
鮮
な
状
態
で
日
本
に
届
け
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
空
輸
が
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
空
輸
に
は
高
い

コ
ス
ト
が
か
か
り
、
さ
ら
に
季
節
や
魚

病
な
ど
に
よ
る
生
産
量
の
変
動
も
避
け

ら
れ
な
い
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
も
チ
リ
で

も
、
生
産
で
き
る
時
期
や
量
に
は
限
り

が
あ
り
、
完
全
に
安
定
し
た
供
給
体
制

富士山の麓からサーモンと歩む

を
築
く
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
現
実
が

あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
空
輸
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
、
国
内
で
の
陸
上
養
殖
施
設
へ
の

投
資
に
振
り
向
け
、
国
産
の
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
を
育
て
る
と
い
う

挑
戦
を
し
た
の
がProxim

ar

株
式
会

社
で
あ
る
。
海
に
依
存
せ
ず
、
陸
上
で

成
魚
ま
で
育
て
る
こ
の
方
法
は
、
ま
だ

世
界
的
に
も
主
流
と
は
言
え
な
い
。
だ

が
、
近
年
で
は
魚
病
リ
ス
ク
や
海
洋
環

境
の
変
化
を
背
景
に
、
こ
の
新
し
い
養

殖
手
法
が
急
速
に
注
目
を
集
め
、
世
界

各
地
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　

Proxim
ar

の
陸
上
養
殖
施
設
で
は
、

RAS

（
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
）
技
術

を
導
入
し
、
99
％
以
上
の
水
を
再
利
用

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
水
量
で
効
率
的

に
多
く
の
サ
ー
モ
ン
を
育
て
て
い
る
。

環
境
負
荷
を
抑
え
つ
つ
、
安
定
し
た
供

給
体
制
を
日
本
国
内
に
築
こ
う
と
す
る

新
し
い
挑
戦
で
あ
る
。

　
◆
荒
野
に
輝
く
星
の
よ
う
に

　
「
丸
く
な
る
な
、
星
に
な
れ
」。
こ
れ

は
某
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
有
名
な
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
私
は
こ
の
言
葉
が

と
て
も
好
き
だ
。
北
海
道
を
切
り
開
い

た
開
拓
使
た
ち
が
掲
げ
た
北
辰
旗
に

も
、
大
き
な
星
が
中
央
に
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
星
は
、
荒
野
で
過
酷
な
環
境

に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
も
、
い
つ
し
か

こ
の
地
が
良
い
場
所
に
な
る
こ
と
を
願

う
彼
ら
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

漁
獲
量
の
減
少
や
国
内
消
費
の
落
ち

込
み
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
る
日
本
。
し
か
し
、
太

平
洋
に
囲
ま
れ
た
資
源
豊
か
な
こ
の
島

国
に
は
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
星
の
よ
う

に
輝
く
大
志
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
歩
み
続
け

た
い
。

ケージに移されるサーモン

サーモン輸送船の作業風景

ノルウェー海面養殖場

映
画『
新
渡
戸
の
夢
』 
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1

を
見
て
、
そ
の
救
済
を
養
父
太
田
時
敏

（
１
８
３
９
〜
１
９
１
５
年
）
に
手
紙

で
語
っ
て
い
る
。
ま
た
博
士
は
農
商
務

省
御
用
係
兼
札
幌
農
学
校
予
科
教
授

時
代
（
１
８
８
２
年
11
月
〜
１
８
８
３

年
５
月
）
か
ら
札
幌
市
民
大
学
構
想
を

持
っ
て
い
た
。
そ
の
構
想
は
ア
メ
リ
カ
留

学
中
に
よ
り
具
体
化
し
て
い
た
※
１
。
博

士
が
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
在

学
し
て
い
た
時
代
（
１
８
８
４
年

10
月
〜
１
８
８
７
年
５
月
）、
１
期

上
の
佐
藤
昌
介
博
士
（
１
８
５
６

〜
１
９
３
９
年
）
と
同
宿
し
て
い

た
頃
で
あ
ろ
う
が
、
同
博
士
に
次

の
３
タ
イ
プ
の
学
生
を
収
容
す
る

学
校
の
構
想
を
語
っ
て
い
る
。

①
老
人
あ
る
い
は
成
人
を
対
象
と

し
、
日
本
語
を
も
っ
て
歴
史
・
経

済
学
・
農
学
及
び
自
然
科
学
を
講

義
す
る
。

②
専
門
学
校
や
大
学
の
入
学
準
備

を
希
望
す
る
が
予
備
校
に
正
規
に

出
席
で
き
な
い
青
少
年
に
対
す
る

も
の
。

③
貧
し
い
両
親
を
持
っ
た
、
粗
野

な
子
供
達
や
日
雇
労
働
者
な
ど
、

出
面
の
子
弟
に
対
す
る
夜
学
校

で
、
こ
れ
ら
に
は
日
本
語
の
初
歩

と
、
何
と
か
し
て
英
語
少
々
、
そ

　

新
渡
戸
稲
造
博
士
（
１
８
６
２
〜

１
９
３
３
年
）
が
生
涯
で
唯
一
自
ら
設

立
し
た
学
校
、
そ
れ
が
遠
友
夜
学
校
で

あ
る
。
そ
の
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以

下
に
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

新
渡
戸
博
士
は
明
治
15
年
（
１
８
８
２

年
）
中
、
農
商
務
省
奉
職
時
代
に
石

狩
の
生
振
に
農
家
指
導
の
為
に
出
張

し
、
生
活
の
安
定
し
て
い
な
い
農
家

し
て
算
数
（
求
積
法
、
測
量
術
）
を
教

え
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
学
級
に
女
子
部

を
併
設
す
る
な
ら
ば
、
刺
繡
・
裁
縫
・

編
物
・
英
語
及
び
国
文
学
の
勉
強
を
で

き
る
よ
う
に
す
る
※
２
。

　

や
が
て
②
、
③
を
実
現
す
る
機
会
が

訪
れ
た
。
明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）、

１
０
０
０
ド
ル
（
新
渡
戸
博
士
本
人

の
記
憶
で
は
２
０
０
０
円
）
が
新
渡

戸
夫
人
万
里
子
（
メ
ア
リ
ー
・
エ
ル
キ

ン
ト
ン
）
に
届
い
た
。
こ
の
金
銭
は
同

夫
人
の
実
家
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
の

エ
ル
キ
ン
ト
ン
家
で
、
夫
人
が
幼
少
の

頃
か
ら
親
切
に
世
話
を
さ
れ
、
同
家
に

よ
っ
て
救
わ
れ
、
家
族
同
然
に
育
て
ら

れ
た
元
孤
児
で
あ
っ
た
婦
人
が
蓄
え
た

金
銭
で
あ
る
。
そ
れ
が
そ
の
婦
人
の
遺

言
に
よ
っ
て
送
金
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

そ
の
使
途
を
新
渡
戸
夫
婦

で
相
談
し
、
夫
婦
一
致
し

て
、
ま
だ
青
年
の
為
の
学

校
が
無
い
の
で
、
学
校
を

夜
学
校
と
し
て
創
立
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
北

海
道
庁
理
事
官
だ
っ
た
堀
基

（
１
８
４
４
〜
１
９
１
２

年
）
が
設
立
し
、
博
士
が

教
頭
と
な
っ
て
設
立
に
協

力
し
た
北
海
道
初
の
中
学
校
、
北
鳴
学

校
が
道
庁
の
尋
常
中
学
校
設
置
の
影
響

で
同
年
に
廃
校
に
な
り
、
こ
れ
に
因
っ

て
失
業
し
た
職
員
を
救
済
す
る
意
図
も

あ
っ
た
と
い
う
。
敷
地
は
豊
平
橋
付
近

に
定
め
ら
れ
、
購
入
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
明
治
27
年
（
１
８
９
４
年
）、
夜
学
校

は
開
校
さ
れ
た
。
こ
の
学
校
に
当
初
は

名
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
設
立
の
経
緯

に
の
っ
と
っ
て
論
語
「
朋
有
り
、
遠
方
よ

り
来
た
る
」
の
句
よ
り
、
や
が
て
遠
友

夜
学
校
と
名
付
け
ら
れ
た
。
授
業
料
無

料
、
男
女
共
学
で
あ
る
。
新
渡
戸
博
士

は
校
長
と
な
り
、
講
義
を
担
当
し
、
何

か
と
貧
し
い
子
の
世
話
を
焼
い
た
と
い

う
※
３
。

　

新
渡
戸
夫
婦
の
動
機
は
児
童
に
対
す

る
最
も
純
粋
な
形
で
の
愛
情
の
現
れ
で

あ
っ
た
と
い
え
る
※
４
。
こ
の
学
校
は
以

後
、
開
校
当
初
の
理
念
を
変
え
ず
、
形

態
も
ほ
ぼ
変
え
ず
に
約
50
年
間
存
続

し
、
閉
校
後
も
今
日
ま
で
様
々
な
形
で

そ
の
精
神
が
生
き
続
け
て
い
る
。

（
第
２
回
、
第
３
回
へ
続
く
）

※1：石井満『新渡戸稲造傳』（関谷
書店、1934年）98、155-157頁。なお
著者は新渡戸博士の第一高等学校
校長時代の教え子。この他、高倉新一
郎「序章－新渡戸稲造と札幌」札幌
市教育委員会編『さっぽろ文庫18 遠
友夜学校』（北海道新聞社、1981年）
13-14頁。

※2：高倉・前掲・14頁。

※3：新渡戸稲造「學問より実行－
新渡戸校長のお話－」札幌市教育委
員会・前掲所収・274-275頁他高倉
19-24頁、同「札幌遠友夜学校」札幌
遠友夜学校創立百年記念事業会編

『思い出の遠友夜学校』（北海道新
聞社、1995年）14頁。

※4：石井・前掲・155頁も同趣旨。

阪南大学 経済学部
准教授

池田　雄二
（H18・法） 

遠
友
夜
学
校
設
立
の
経
緯

映画「新渡戸の夢」より：新渡戸稲造記念公園（遠友夜学校跡地）

遠友夜学校、その生き続ける魂
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絶滅危惧種　パナマ国花「Peristeria elata」

・北大山岳部・山の会
・COSPA代表
   〔パナマの野生ランを守る活動〕

・ラン懇話会 副会長
・（一社）日本植物園協会 名誉会員

人
も
、
選
挙
で
敗
れ
た
側
だ
っ
た
た
め
、

私
が
到
着
し
た
時
に
は
す
で
に
職
を
失
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
赴
任
直
後
は

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
ひ
と

り
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
が
派
遣
さ
れ
た
ア
ン
ト
ン
は
、
パ

ナ
マ
市
か
ら
西
へ
約
１
２
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
田
舎
町
で
し
た
。
ア
ン

ト
ン
か
ら
山
道
を
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

登
っ
た
所
に
、
有
名
な
野
生
ラ
ン
の
自

生
地
【
エ
ル・バ
ジ
ェ・
デ・
ア
ン
ト
ン
（El 

Valle de Antón

）、
以
下
エ
ル
バ
ジ
ェ

支
援
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
エ
ル
バ

ジ
ェ
の
人
た
ち
が
本
当
に
求
め
て
い

た
の
は
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
保
護
の
教
育
や
、
ラ
ン
の

乱
獲
に
代
わ
る
仕
事
を
一
緒
に
考

え
、
苦
労
を
共
に
し
て
く
れ
る
日

本
人
の
友
達
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
２
０
０
３
年
に

日
本
で
「
パ
ナ
マ
の
野
生
ラ
ン
を
守

る
活
動
・COSPA

（Conservación 
de O

rquídeas Silvestres de 
Panam

á

）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

COSPA

は
、
パ
ナ
マ
の
野

生
ラ
ン
の
保
護
活
動
、
と
く
に

APROVACA

の
支
援
と
指
導
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
同
時
に
、

よ
り
多
く
の
人
に
パ
ナ
マ
の
野
生

ラ
ン
や
絶
滅
の
危
機
、
そ
し
て
保

護
活
動
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
啓
発
活
動
に
も
力
を
入

れ
、
国
際
的
な
支
援
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

COSPA

が
最
初
に
行
っ
た
活
動

は
、
メ
ン
バ
ー
をAPROVACA

に

派
遣
し
、
パ
ナ
マ
の
人
た
ち
と
一
緒
に

APROVACA

の
活
動
を
考
え
、
実
行

す
る
こ
と
で
し
た
。
派
遣
し
た
の
は
、

三
浦
ふ
づ
き
さ
ん
（
２
０
０
７
年
エ

ル
バ
ジ
ェ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。）
で

し
た
。
彼
女
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、

APROVACA

の
施
設
は
「
野
生
ラ
ン
の

保
護
と
栽
培
推
進
」
と
い
う
当
初
の
目

的
か
ら
、「
野
生
ラ
ン
の
保
護
を
目
的

と
し
た
観
光
型
ラ
ン
園
」
へ
と
大
き
く

方
向
転
換
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
ラ
ン
園
で
は
、
入
場
料

を
取
っ
て
、
野
生
ラ
ン
を
見
て
も
ら
う

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
で
野
生
ラ

ン
を
採
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
人
た

ち
自
身
が
、
ラ
ン
に
つ
い
て
解
説
し
、

保
護
活
動
の
重
要
性
を
来
園
者
に
伝
え

る
仕
組
み
と
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
山
で
ラ
ン
を
乱
獲
す
る
人
た
ち
に

と
講
演
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

私
の
活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ

た
の
が
、
駐
パ
ナ
マ
日
本
全
権
大
使

で
し
た
。
大
使
は
、
私
の
呼
び
か
け

で
で
き
た
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体APRO
VACA

（Asociación de 
Productores de Orquídeas de El 
Valle y Cabuya

：
エ
ル
バ
ジ
ェ
・
カ

ブ
ジ
ャ
蘭
生
産
者
協
会
）
に
対
し
て
、

日
本
の
草
の
根
無
償
資
金
援
助
を
供
与

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
じ
て
、
パ
ナ
マ
政
府
側
も

国
有
地
を
提
供
し
、
エ
ル
バ
ジ
ェ
に
パ
ナ

マ
の
野
生
ラ
ン
の
保
護
と
栽
培
を
目
的

と
し
た
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
施
設
は
、
私
が
帰
国
す
る
わ

ず
か
数
日
前
に
無
事
落
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
は
、「
本
当
に
彼
ら
が
こ
の

施
設
を
き
ち
ん
と
運
営
で
き
る
だ
ろ
う

か
」
と
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
不
安
は
現
実
と
な
り
、
私
が

日
本
に
戻
っ
て
１
か
月
も
し
な
い
う
ち

に
、パ
ナ
マ
の
友
人
か
ら
「APROVACA

の
施
設
は
門
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
で
、
誰

も
使
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
知
ら
せ
が
届

き
ま
し
た
。

　

日
本
の
海
外
援
助
は
、
施
設
な
ど
の

〝
ハ
ー
ド
〟
を
作
る
だ
け
で
、
支
援
は

そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
こ
れ
で
は
、
金
持
ち
が
貧
乏
人

に
物
を
与
え
て
終
わ
る
だ
け
で
、
真
の

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
統
領
が
変

わ
る
と
、
役
所
の
ト
ッ
プ
も
一
斉
に
入
れ

替
わ
り
ま
す
。
私
を
パ
ナ
マ
に
呼
ん
だ
役

持
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
、
ラ
ン
を
乱
獲
す

る
の
で
は
な
く
、
栽
培
し
て
増
や
す
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　

山
の
人
た
ち
に
は
ラ
ン
の
栽
培
方
法

を
教
え
な
が
ら
、
同
時
に
、
貴
重
な
野

生
ラ
ン
を
こ
れ
以
上
採
取
し
な
い
よ
う

説
得
を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら

に
は
ラ
ン
を
育
て
る
た
め
の
ポ
ッ
ト
な

ど
の
資
材
も
な
く
、
現
実
に
は
採
取
以

外
に
現
金
収
入
を
得
る
手
段
が
な
い
た

め
、
説
得
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
小

学
校
を
回
り
「
君
た
ち
は
世
界
で
君
た

ち
し
か
持
っ
て
い
な
い
ラ
ン
が
あ
る
。
こ

れ
を
む
や
み
に
取
っ
て
は
い
け
な
い
。」

― 絶滅危惧種のパナマのランを観光に ―

República de Panamá

　

私
は
１
９
６
１
年
に
北
海
道
大
学

農
学
部
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
武
田
薬

品
工
業
株
式
会
社
で
農
薬
の
研
究
開
発

に
携
わ
り
ま
し
た
。
１
９
９
８
年
に
退

職
し
た
あ
と
、
自
分
の
知
識
や
技
術
を

活
か
し
て
、
開
発
途
上
国
の
支
援
が
で

き
な
い
か
と
考
え
、
国
際
協
力
事
業
団

（JICA

）
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

パ
ナ
マ
共
和
国
で
絶
滅
の
危
機
に
あ
る

ラ
ン
の
保
護
活
動
を
提
案
さ
れ
、
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
地
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。

パナマ共和国 ※ウィキペディア等より
面積：約75,416㎢
      （北海道の約9割の広さ）
人口：約431万人（2020年）
首都：パナマ市
言語：スペイン語（公用語）のほかに
       英語も広く使用されている。
経済：1人当たりのGDPは名目約2万ドル
       （2024―25年推定）で世界57位。

エルバジェから望むエルバジェ火山の外輪山セロ・ガイタール

APROVACAと仲間たち

◆
観
光
型
ラ
ン
園
へ
の
転
換
と

　
　
　  

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動

◆APROVACA

施
設
完
成
と

　
　
　  

日
本
か
ら
の
支
援
活
動

◆
野
生
ラ
ン
の
植
生
と

　
　
　  

現
地
の
人
々
の
暮
ら
し

私とパナマとラン
明智  洸一郎
 （S36・農） 

と
略
称
】
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ト
ン
で
の
最
初
の
１
年
間
は
、

近
所
の
ラ
ン
愛
好
家
た
ち
や
パ
ナ
マ
の

環
境
庁
の
研
究
者
と
意
見
を
交
換
し
た

り
、
山
に
登
っ
て
、
現
地
の
人
々
と
一
緒

に
「
パ
ナ
マ
に
は
ど
の
よ
う
な
ラ
ン
が
あ

る
の
か
」、「
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
か
」
を
学

ん
だ
り
す
る
こ
と
に
専
念
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
分
か
っ
た
の
は
、
パ
ナ
マ
は
地

理
的
に
見
る
と
、
南
米
大
陸
か
ら
北
米

大
陸
へ
ラ
ン
が
分
布
を
広
げ
る
「
通
り

道
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
パ
ナ
マ
に
生
育
す
る
ラ
ン
は
独
自

性
が
高
く
、
非
常
に
貴
重
な
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
ラ
ン
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
原
因
に
は
、
地
球
規
模
の
気
象

変
動
、
焼
き
畑
農
業
や
開
発
に
よ
る
熱

帯
雨
林
の
消
失
と
い
っ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
簡
単
に
解
決
で
き
な
い
問
題
が

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
他
方
、

山
岳
地
帯
に
住
む
人
々
に
は
現
金
収
入

を
得
ら
れ
る
仕
事
が
な
く
、
身
近
な
山

に
入
り
、
野
生
ラ
ン
を
採
っ
て
市
場
で

売
る
こ
と
が
重
要
な
収
入
源
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
し
た
。

　

活
動
２
年
目
に
入
っ
て
か
ら
は
、
山

岳
地
帯
の
農
民
た
ち
に
野
生
ラ
ン
の
採

取
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
絞
り

ま
し
た
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

彼
ら
自
身
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な
も
の
を

◆
野
生
ラ
ン
保
護
の
啓
蒙
と

　
　
　
　  

パ
ナ
マ
大
使
の
協
力

アメリカ

コロンビア

メキシコ

ブラジル

コロンビア

パナマ
エル・バジェ・デ・アントン

アントン
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M
aestre

）」を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
変
名
誉
な
賞
を

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
来
日
し
た
パ
ナ
マ
共
和
国

の
外
務
大
臣
か
ら
直
接
、
勲
章

を
頂
き
ま
し
た
。「
マ
ヌ
エ
ル
・

ア
マ
ド
ー
ル
・
ゲ
レ
ー
ロ
勲
章
」

は
、
パ
ナ
マ
共
和
国
で
最
高
位
の

勲
章
で
あ
り
、
政
治
・
文
化
・
科

学
な
ど
の
分
野
で
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
人
物
に
贈
ら
れ
ま
す
。
な

お
、最
も
高
位
の
「
コ
ジ
ャ
ー
ル
章

（Collar

）」
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女

王
や
明
仁
上
皇
な
ど
各
国
の
元
首

に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
文

化
分
野
で
は
、映
画
俳
優
の
シ
ョ
ー

ン
・
コ
ネ
リ
ー
氏
な
ど
も
こ
の
勲

章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
勲
章
を
受
章
し
た
理
由

は
、
長
年
続
け
て
き
た
パ
ナ
マ
の

野
生
ラ
ン
保
護
活
動
の
成
果
に
よ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は

決
し
て
私
一
人
の
努
力
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
パ
ナ
マ
人
や
日
本
人

の
協
力
と
努
力
の
賜
物
で
す
。

　
COSPA

とAPROVACA

の
活
動
に

よ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
を
軸

と
し
た
、
パ
ナ
マ
に
お
け
る
野
生
ラ
ン

保
全
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、自
然
環
境
の
保
全
に
は
、

住
民
へ
の
教
育
、
生
物
の
生
息
環
境
の

再
構
築
、
人
間
社
会
と
野
生
生
物
の
共

存
を
目
指
す
と
い
っ
た
、
さ
ら
に
息
の

長
い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

新
た
な
収
入
源
を
与
え
、
さ
ら
に
意
識

改
革
も
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。

　

野
生
ラ
ン
の
保
護
活
動
に
は
、
莫
大

な
労
力
と
資
金
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
保
護
活
動
が
地
域
の
人
々
の
活
性

化
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
長
く
続
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
熱
帯
雨
林
な
ど
保
護
す
べ
き
自
然

環
境
を
含
む
地
域
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
導
入
し
、
観
光
開
発
と
自
然
保

護
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
方
向
性
に
な

る
で
し
ょ
う
。
ま
だ
自
然
保
護
へ
の
意

識
が
十
分
に
広
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
パ
ナ

マ
に
こ
の
考
え
方
を
普
及
さ
せ
、
野
生

ラ
ン
の
保
護
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

日
本
か
ら
の
息
の
長
い
国
際
協
力
が
欠

か
せ
な
い
の
で
す
。JICA

や
多
く
の
企

業
・
団
体
か
ら
支
援
を
受
け
、
私
た

ち
は
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま

で
、APROVACA

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
仕
組
み
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
パ

ナ
マ
に
こ
れ
ら
の
考
え
を
浸
透
さ
せ
、

野
生
ラ
ン
の
保
護
を
実
現
す
る
に
は
、

私
た
ち
日
本
の
、
息
の
長
い
国
際
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
地
元
のAPROVACA

の
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
発
想
に
よ
り
、
観
光
ラ

ン
園
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
草
の
根

資
金
援
助
で
作
っ
た
施
設
を
利
用
し
て

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
運
営
に
も
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
世
界
的
な
旅
行
サ
イ
ト

Tripadvisor
に
よ
っ
て
、APROVACA

は
エ
ル
バ
ジ
ェ
で
訪
れ
る
べ
き
観
光
地
と

し
て
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、JICA

は
引

き
続
き
、
日
本
か
ら
海
外
青
年
協
力
隊

を
派
遣
し
、APROVACA
の
運
営
や

活
動
を
継
続
的
に
支
援
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
絶
え
間
な
い
支
援

活
動
を
続
け
て
き
た
結
果
、
私
は

２
０
１
４
年
３
月
に
パ
ナ
マ
共
和
国
か

ら
「
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
マ
ド
ー
ル
・
ゲ
レ
ー

ロ
勲
章
グ
ラ
ン・マ
エ
ス
ト
レ
章（Orden 

M
anuel Am

ador Guerrero, Gran 

　

今
後
は
、
野
生
ラ
ン
の
保
護
活
動

を
、
生
物
環
境
全
体
の
保
全
へ
と
広
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
活
動
の
中
心
を
担
う
の
は
、
パ

ナ
マ
国
民
自
身
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
そ
の
き
っ
か

け
と
な
る
「
導
火
線
」
と
な
れ
ば
良
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
自
然
保

護
活
動
を
支
援
し
つ
つ
、
パ
ナ
マ
全
体

に
生
物
環
境
保
全
の
理
念
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
パ
ナ
マ
共
和
国
の

　
　
　
　
最
高
位
勲
章
の
受
章

APROVACAが運営するホステル

マヌエル・アマドール・ゲレーロ勲章授与式

― 絶滅危惧種のパナマのランを観光に ―
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エ
ル
ム
談
話
室
は
毎
月
第
１
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
10
階
の

北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
５
０
０
円
）

奥
州
街
道
は
台
ヶ
原
宿
。

【
一
里
塚
】
東
海
道
は
笠
寺
、
沼
津
、

野
村
。
中
山
道
は
志
村
、東
山
、柏
原
。

日
光
街
道
は
蒲
生
、
小
金
井
。
奥
州
街

道
は
泉
田
、
新
塚
、
一
本
木
。
甲
州
街

道
は
常
久
。

【
並
木
道
】
東
海
道
の
浜
松
松
並
木
。

中
山
道
の
関
ケ
原
松
並
木
。
日
光
街
道

の
草
加
松
原
松
並
木
。
奥
州
街
道
の
踏

瀬
松
並
木
。
甲
州
街
道
の
府
中
と
八
王

子
の
ケ
ヤ
キ
並
木
。

【
お
も
し
ろ
宿
】
中
山
道
の
妻
籠
宿
松

代
屋
、
細
久
手
宿
大
黒
屋
（
外
国
人
人

気
で
宿
泊
困
難
）、
長
久
保
宿
濱
田
屋
。

【
絶
景
】
東
海
道
の
さ
っ
た
峠
か
ら

の
富
士
山
と
駿
河
湾
（
一
番
の
お
す
す

め
）。
中
山
道
は
軽
井
沢
か
ら
の
浅
間

山
。
日
光
街
道
の
利
根
川
。
奥
州
街
道

は
安
達
太
良
山
、
北
上

川
。
甲
州
街
道
は
八
ヶ

岳
、
諏
訪
湖
。

【
そ
の
ほ
か
】
東
海
道
島

田
宿
大
井
川
の
渡
し
の
人

足
寄
せ
場
。
箱
根
と
金
谷

の
石
畳
。
奥
州
街
道
の
芦

野
遊
行
柳
（
西
行
が
詠
ん
だ
柳
）。
甲

州
街
道
の
台
ケ
原
宿
の
造
り
酒
屋
と
名

菓
子
店
。

【
面
白
い
地
元
料
理
名
】
中
山
道
の
山

賊
焼
き
。
鳥
を
揚
げ
る
→
と
り
上
げ
る

→
山
賊

＊
歩
い
て
み
た
い
方
へ

【
服
装
・
持
ち
物
】
上
着
は
重
ね
着
→

状
況
に
応
じ
て
脱
い
だ
り
着
た
り
、
下

１
９
７
０
年
第
10
次
日
本
南
極
観
測

隊
越
冬
観
測
、
１
９
９
１
年
よ
り
大
阪

市
立
大
学
教
授
、
現
在
は
ゴ
ン
ド
ア
ナ

地
質
環
境
研
究
所
会
長
、
２
０
２
１
年

よ
り
学
生
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
野
外
実
習
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
世
話
人
会
代
表
と
し
て
実
習

ツ
ア
ー
チ
ー
ム
の
引
率
・
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

講
演
概
要
：

＊
私
と
ゴ
ン
ド
ア
ナ
ラ
ン
ド

　

中
学
２
年
の
時
、
１
９
３
３
年
に
大

陸
漂
移
説
を
日
本
で
最
初
に
詳
し
く
紹

介
し
た
北
田
宏
蔵
著
『
大
陸
漂
移
説
解

説
（
古
今
書
院
）』
で
興
味
を
持
つ
。

＊
ウ
エ
ゲ
ナ
ー
の
大
陸
漂
移
動
説
は

１
９
１
２
年
に
論
文
が
発
表
さ
れ
、
書

籍
初
版
は
１
９
１
５
年
、　

１
９
２
９
年
に
第
４
版
が

出
版
さ
れ
た
。

＊
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

ゲ
ナ
ー
は
、
１
８
８
０
年

ベ
ル
リ
ン
生
ま
れ
、
幼
少

期
は
ベ
ル
リ
ン
で
兄
と
共

に
山
野
に
親
し
む
。
１
９
０
５
年
気
球

滞
空
競
技
会
で
兄
と
共
に
世
界
記
録
樹

立
、
１
９
０
９
年
ド
イ
ツ
マ
ー
ブ
ル
大

学
講
師
、
気
象
学
・
天
文
学
が
専
門
、

１
９
３
０
年
第
４
回
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

探
検
で
遭
難
死
。

＊
個
体
地
球
の
構
成
と
地
球
規
模
テ
ク

ト
ニ
ク
ス
の
概
念

　

個
体
地
球
は
、
表
層
か
ら
中
心
に
向

か
っ
て
硬
い
地
殻
と
マ
ン
ト
ル
最
上
部
か

ら
な
る
プ
レ
ー
ト
、
上
部
マ
ン
ト
ル
、

【
第
８
５
４
回
】

演
題
：
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
行
方

取
材
現
場
か
ら

日
時
：
令
和
７
年
１
月
10
日

講
演
者
：
青
木
美
希
氏
（
Ｈ
９
法
）

略
歴
：
１
９
９
７
年
北
海
タ
イ
ム
ス
入

社
に
す
る
も
休
刊
に
伴
い
１
９
９
８
年

９
月
北
海
道
新
聞
入
社
。
北
海
道
警

察
裏
金
問
題
を
手
掛
け
、
取
材
班
で
新

聞
協
会
賞
、
菊
池
寛
賞
な
ど
受
賞
。

２
０
１
０
年
か
ら
全
国
紙
東
京
本
社
の

社
会
部
、
特
別
報
道
部
に
勤
務
。「
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
の
罠
」「
手
抜

き
除
染
」
報
道
取
材
で
新

聞
協
会
賞
を
連
続
受
賞
。

２
０
２
０
年
よ
り
フ
リ
ー

で
取
材
活
動
を
行
い
、
現

在
に
至
る
。
は
じ
め
て
の

単
著
『
地
図
か
ら
消
さ

れ
る
街
』(

講
談
社
現
代
新
書)

は
貧

困
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
、
日
本
医
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ト
協
会
賞
特
別
賞
な
ど

受
賞
、
石
破
茂
氏
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
行
っ
た
近
著
『
な
ぜ
日
本
は
原

発
を
止
め
ら
れ
な
い
の
か
？
』（
文
春
新

書
）
は
２
０
２
４
年
８
月
、
脱
原
発
文

学
大
賞
を
受
賞
し
た
。

講
演
概
要
：

　

青
木
さ
ん
の
お
話
は
、
福
島
の
現
場

を
取
材
し
た
時
の
動
画
の
紹
介
に
沿
っ

て
行
わ
れ
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
動
画
フ
ァ
イ

ル
やYouTube

の
動
画
シ
ー
ン
を
掲
載

し
、
講
演
要
旨
と
し
ま
し
た
。

１
９
７
７
年
に
３
億
年
前
の
パ
ン
ゲ
ア

形
成
の
予
測
図
を
描
い
て
い
る
。
１
・

７
億
年
前
～
現
在
～
未
来
に
か
け
て
パ

ン
ゲ
ア
・
ゴ
ン
ド
ア
ナ
ラ
ン
ド
の
分
裂
、

５
大
陸
分
布
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
成
長
～

新
超
大
陸
の
誕
生
が
予
測
さ
れ
る
。
パ

ン
ゲ
ア
・
ゴ
ン
ド
ア
ナ
分
裂
の
軌
跡
は
、

海
洋
底
に
、
海
洋
底
の
年
代
は
海
嶺
か

ら
離
れ
る
ほ
ど
古
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。

＊
地
球
の
46
億
年
の
歴
史
に
対
し
超
大

陸
の
サ
イ
ク
ル
は
30
億
年
で
あ
る
。
45

～
46
億
年
前
に
火
の
玉
原
始
地
球
が
誕

生
し
、
44
億
年
以
前

に
プ
レ
ー
ト
が
形
成
さ

れ
、
プ
ル
ー
ム
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
と
プ
レ
ー
ト
テ

ク
ト
ニ
ク
ス
が
確
立
、

最
古
の
大
陸
核
が
44
億

年
前
に
形
成
さ
れ
た
。

30
億
年
前
に
最
初
の
巨
大
大
陸
が
誕
生

し
、
超
大
陸
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
っ
た
。

10
億
年
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
ロ
デ
ィ

ニ
ア
、
ゴ
ン
ド
ア
ナ
ラ
ン
ド
、
パ
ン
ゲ
ア

が
集
合
と
分
裂
に
よ
り
５
大
陸
が
分
布

し
、ア
ジ
ア
大
陸
が
成
長
し
て
い
る
。２・

５
億
年
後
に
は
新
超
大
陸
が
誕
生
し
て

い
る
か
も
？

＊
ヒ
マ
ラ
ヤ
造
山
運
動
は
地
球
史
に

と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
学
生
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

野
外
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
実
習
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
学
生
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
学
ぶ

機
会
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
り
行
っ
て
い
る
。

㎞
）、
総
計
２
０
８
７
㎞
（
距
離
は
い
ず

れ
も
旧
街
道
の
距
離
、
現
ル
ー
ト
で
は

１
９
９
６
㎞
）

＊
基
本
的
な
歩
き
方

　

街
道
上
は
必
ず
歩
き
、
次
回
以
降
の

接
点
と
し
て
、
原
則
は
江
戸
か
ら
離
れ

る
方
向
。

＊
歩
く
こ
と
の
魅
力

①
歩
き
目
線
で
し
か
見

え
な
い
も
の
→
車
や
電

車
で
は
決
し
て
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
い
②
見

知
ら
ぬ
土
地
で
の
空
気

→
普
段
観
光
し
な
い
場
所
に
行
き
、
そ

の
土
地
の
食
材
や
地
酒
を
嗜
む
。
居
酒

屋
で
の
地
元
の
人
と
の
語
ら
い
③
仲
間

と
の
出
会
い
→
同
じ
よ
う
に
歩
く
仲
間

と
会
話
が
弾
む
。

＊
魅
力
的
な
場
所
な
ど

【
宿
場
町
】
東
海
道
は
関
宿
、二
川
宿
。

中
山
道
は
妻
籠
宿
、
奈
良
井
宿
。
日
光

街
道
は
幸
手
宿
、
古
川
宿
、
有
壁
宿
。

下
部
マ
ン
ト
ル
、外
核
、内
核
か
ら
な
る
。

＊
プ
レ
ー
ト
は
、太
平
洋
、ユ
ー
ラ
シ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
北
米
、

南
米
、
イ
ン
ド
、
ナ
ス
カ
の
各
プ
レ
ー

ト
は
衝
突
し
て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
の
衝

突
帯
に
は
大
陸
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
、
海

洋
と
海
洋
、
大
陸
と
大
陸
の
各
衝
突
帯

が
あ
る
。

＊
海
洋
プ
レ
ー
ト
同
士
の
衝
突
で
火
山

島
弧
大
陸
核
の
形
成
が
な
さ
れ
る
。

＊
大
陸
プ
レ
ー
ト
同
士
の
衝
突
境
界
で

は
造
山
運
動
が
起
こ
る
。
イ
ン
ド
プ
レ
ー

ト
が
ア
ジ
ア
大
陸
に
衝
突
し
、
亜
ヒ
マ

ラ
ヤ
帯
、
低
ヒ
マ
ラ
ヤ
帯
、
高
ヒ
マ
ラ
ヤ

帯
が
形
成
さ
れ
、
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト

が
形
成
さ
れ
た
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂

上
付
近
は
、
カ
ン
ブ
リ

ア
紀
～
オ
ル
ド
ビ
ス
紀

の
海
成
層
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

＊
ゴ
ン
ド
ア
ナ
ラ
ン
ド

と
パ
ン
ゲ
ア
が
実
在
し

た
証
拠
は
、ウ
エ
ゲ
ナ
ー

の
大
陸
漂
移
説
の
ス
ケ
ッ
チ
で
証
明
さ

れ
て
い
る
し
、
ア
フ
リ
カ
西
部
と
南
ア

メ
リ
カ
東
部
の
地
質
帯
の
連
続
性
、
古

生
物
学
的
、
ト
リ
ア
ス
紀
の
両
生
類
や

爬
虫
類
の
化
石
の
分
布
、
お
よ
び
古
気

象
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

＊
ゴ
ン
ド
ア
ナ
ラ
ン
ド
と
パ
ン
ゲ
ア
は

集
合
と
分
裂
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

11
億
年
前
に
東
ゴ
ン
ド
ア
ナ
と
ロ
デ
ィ

ニ
ア
が
誕
生
し
、
６
億
年
前
に
ゴ
ン
ド

ア
ナ
ラ
ン
ド
が
誕
生
し
た
。Rast

は
、

活動報告

平
田
更
一
（
Ｓ
44
理
・
植
）

【
第
８
５
２
回
】

演
題
：
旧
五
街
道
約
２
０
０
０
㎞
を
て

く
て
く
歩
い
て

日
時
：
令
和
６
年
11
月
１
日

講
演
者：北
村
昌
文
氏（
Ｓ
52
工・土
木
）

略
歴
：
前
田
建
設
工
業
㈱
勤
務
、

２
０
１
５
年
５
月
～
２
０
１
７
年
３
月

復
興
庁
復
興
支
援
員
と
し
て
大
熊
町
に

駐
在
。

講
演
概
要
：

＊
私
が
考
え
る
趣
味
の
選
び
方

●
体
・
頭
・
心
の
健
康
に
良
い
こ
と

●
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
さ

●
逆
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い

こ
と
→
多
く
の
時
間
が
費
や
せ
る
。

＊
旧
五
街
道
に
つ
い
て　

　

東
海
道
（
日
本
橋
～
京
都
三
条
大
橋

５
１
３
㎞
）、
中
山
道
（
日
本
橋
～
草
津

宿
５
１
１
㎞
）、
日
光
街
道
（
日
本
橋
～

日
光
坊
中
１
４
７
㎞
）、
奥
州
街
道
（
宇

都
宮
～
厩
石〔
津
軽
半
島
〕７
０
７
㎞
）、

甲
州
街
道
（
日
本
橋
～
下
諏
訪
２
０
９

着
→
速
乾
タ
イ
プ
、
ズ
ボ
ン
→
撥
水
タ

イ
プ
、
ジ
ー
ン
ズ
は
厳
禁
、
靴
→
ハ
イ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
（
防
水
タ
イ
プ
）、
靴

下
→
五
本
指
（
指
間
の
ま
め
防
止
）、

手
袋
→
冬
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
、
首
回

り
→
冬
の
み
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
荷

物
→
リ
ッ
ク
サ
ッ
ク
（
両
手
の
フ
リ
ー

確
保
）、
雨
具
→
上
下
別
と
リ
ッ
ク
サ
ッ

ク
カ
バ
ー
、
水
筒
→
夏
は
３
つ
（
１
つ

は
ザ
ッ
ク
の
肩
掛
け
に
→
歩
行
中
の
水

分
補
給
）、
飲
料
→
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

の
他
に
必
ず
水
、留
め
具
は
カ
ラ
ビ
ナ
、

便
利
ベ
ル
ト
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
、
排

泄
グ
ッ
ズ
、
蛍
光
目
印
（
夜
間
の
安
全

確
保
）、
薬
類
は
バ
ン
ド
エ
イ
ト
、
生
理

用
品
、軟
膏
、ワ
セ
リ
ン
（
ま
め
対
策
）、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
。

【
旅
程
の
立
て
方
】

　
一
日
の
歩
行
距
離
は
25
～
30
㎞
、
自

宅
近
く
は
日
帰
り
で
。
離
れ
る
ほ
ど
交

通
費
が
か
か
る
の
で
宿
泊
を
続
け
る
。

ア
ク
セ
ス
と
宿
泊
事
情
を
優
先
す
る
。

所
要
時
間
は
時
速
４
㎞
＋
１
時
間
（
食

事
時
間
）
で
設
定
。
季
節
と
地
域
で
日

の
出
・
日
の
入
り
時
刻
が
異
な
る
の
で

注
意
。

【
第
８
５
３
回
】

演
題
：
ヒ
マ
ラ
ヤ
造
山
と
超
大
陸
サ
イ

ク
ル
30
億
年

日
時
：
令
和
６
年
12
月
５
日

講
演
者
：
吉
田
勝
氏
（
Ｓ
36
理
・
地
質

学
鉱
物
学
科
）

略
歴
：
理
学
博
士
。
１
９
６
８
年
～

北村昌文 氏

吉田  勝 氏

青木美希 氏
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活動報告

【
第
８
５
５
回
】

演
題
：
当
世
野
球
審
判
事
情

日
時
：
令
和
７
年
２
月
７
日

講
演
者
：
山
崎
夏
生
（
Ｓ
54
文
）

略
歴
：
１
９
７
９
年
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
東

京
本
社
入
社
、
１
９
８
１
年
同
社
を
退

社
、
１
９
８
２
年
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー

グ
野
球
連
盟
と
審
判
員
契
約
を
締
結
。

２
０
１
１
年
Ｎ
Ｐ
Ｂ
審
判
指
導
員
に
就

任
、
２
０
１
８
年
同
職

退
任
、
現
在
は
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
執
筆
・

講
演
・
審
判
の
活
動
。

講
演
概
要
：

＊
野
球
部
時
代

　

根
っ
か
ら
の
野
球
好

き
で
甲
子
園
出
場
や
東

京
六
大
学
進
学
を
目

指
す
も
い
ず
れ
も
叶
わ

ず
。
大
学
浪
人
中
に「
蛍

雪
時
代
」
に
掲
載
さ
れ

た
北
大
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
ビ
ビ
ッ
と

き
た
。
そ
れ
か
ら
１
日
12
時
間
の
猛
勉

強
で
、
退
路
を
断
っ
て
北
大
の
み
受
験

し
て
、
め
で
た
く
合
格
。
恵
迪
寮
に
。

　

野
球
部
に
入
部
し
た
が
、
正
選
手
に

選
ば
れ
ず
、
野
球
で
初
め
て
挫
折
を
味

わ
う
。
球
拾
い
を
し
て
、チ
ー
ム
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
べ
て
の
選
手
に
役
割
が
あ
り
、
一
人

ひ
と
り
が
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
学
ん
だ
。
３
年
の
リ
ー
グ
戦
で
初

め
て
勝
ち
投
手
に
な
り
、
野
球
で
メ
シ

を
食
お
う
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
強
化
。

１
３
５
㎞
を
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
た
が
好
事
魔
多
し
。
ベ
ー
ス
ラ
ン

ニ
ン
グ
中
に
右
足
首
を
骨
折
し
て
、
大

学
の
最
終
試
合
で
は
１
イ
ン
ニ
ン
グ
を

投
げ
た
だ
け
だ
っ
た
。

＊
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
審
判
員
へ

　

就
職
先
は
野
球
に
関
係
す
る
職
業
を

探
し
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
に
入
社
で
き
た

が
、
野
球
関
連
の
記
事
を
書
け
る
と
思

い
き
や
、
販
売
局
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

悶
々
と
し
た
日
々
を
過

ご
し
た
。
１
９
８
１
年

の
日
本
シ
リ
ー
ズ
、
巨

人
対
日
本
ハ
ム
の
試
合

で
、
審
判
が
試
合
を
仕

切
っ
て
い
る
姿
が
カ
ッ

コ
よ
く
見
え
て
、
審
判

に
な
ろ
う
と
思
い
立
つ
。
当
時
、
プ
ロ

野
球
の
審
判
に
な
る
に
は
、
①
プ
ロ
野

球
選
手
か
ら
②
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
審

判
か
ら
③
公
募
、
の
３
つ
の
方
法
だ
っ
た

が
、
③
は
欠
員
が
な
け
れ
ば
募
集
は
な

か
っ
た
。

　

ど
の
方
法
で
も
自
分
は
審
判
に
は
な

れ
な
い
と
判
断
し
、
体
当
た
り
作
戦
を

敢
行
。
リ
ー
グ
審
判
部
長
に
電
話
し
て

面
会
し
、
パ
・
リ
ー
グ
の
審
判
に
し
て

ほ
し
い
と
直
訴
し
た
が
、
門
前
払
い
だ
っ

た
。
そ
の
後
も
訴
え
続
け
て
、
つ
い
に
最

後
の
テ
ス
ト
生
と
し
て
オ
リ
ッ
ク
ス
（
当

時
は
阪
急
）
の
キ
ャ
ン
プ
に
同
行
を
許

可
さ
れ
、
念
願
の
審
判
員
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
。

＊
審
判
指
導
員
と
し
て

　

29
年
間
、
パ
・
リ
ー
グ
審
判
員
と
し

て
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
、
２
０
１
０
年
９
月

15
日
に
契
約
更
新
な
し
と
な
っ
た
が
、

審
判
体
験
を
若
い
人
に
伝
え
て
ほ
し
い

と
勧
め
ら
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
審
判
指
導
員
に
。

２
０
１
１
年
に
両
リ
ー
グ
の
審
判
部
が

統
合
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
従
来
の

縁
故
採
用
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｂ
採
用
に
改
め
、

ア
ン
パ
イ
ヤ
ス
ク
ー
ル
の
開
講
、
中
年

枠
や
女
子
枠
の
整
備
な
ど
の
改
革
が
行

わ
れ
た
。

　

ス
ク
ー
ル
に
は
１
３
０

～
１
７
０
人
が
入
学
し
、

一
次
選
考
で
60
人
程
度
に

な
る
。
夜
は
18
～
21
時
に

座
学
が
行
わ
れ
、
テ
ス
ト

は
、
瞬
時
の
判
断
を
重
視

す
る
た
め
、
短
時
間
で
の
回
答
が
求
め

ら
れ
る
。
60
人
が
４
～
５
人
に
絞
ら
れ

て
、
ゲ
ー
ム
の
審
判
が
最
終
試
験
。
そ

の
後
、
研
修
審
判
→
育
成
審
判
を
経
て

本
審
判
と
な
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
「
心
・
技
・
体
」
と
言

わ
れ
る
が
、
野
球
の
審
判
は
「
体
・
技
・

心
」。
選
手
は
攻
め
と
守
り
で
休
憩
が
あ

る
が
、
審
判
は
試
合
中
は
立
ち
っ
ぱ
な

し
、
体
力
が
一
番
大
事
な
職
業
で
あ
る
。

◆
◇
◆

　

都
合
に
よ
り
第
８
５
１
回
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。

山崎夏生 氏

2年ぶりに文系4学部の東京地区合同同窓会を開催いたします。
たくさんの方のご参加をお待ちしております！
なお文系に限らず、それ以外の学部・大学院の方も大歓迎です。

〈お申込み・お問い合わせ〉 
八谷（H2法） Toshio_Hachiya@jpower.co.jp

文系合同同窓会のご案内
（法学部・経済学部・文学部・教育学部）

【日時】
    

【会場】
　　　

【次第】
　　　

【会費】

2025年11月15日（土） 
11：30より受付
新宿ライオン会館6F

（パーティルーム）
講演会12：00〜12：30
懇親会12：30〜14：30
6,000円

2023年11月の文系合同同窓会

文系長家
の

懇親会

日本は地震大国、列島全体の発生状況

人が住まなくなった住宅で我が物顔で
生活するイノシシ（浪江町）

人が住めなくなって廃墟同然の民家（双葉町）

現在の福島第一原子力発電所（双葉町）

青木さんは、取材結果を
YouTubeで無料公開しています
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◆第77回工学部同窓会 総会

　

令
和
７
年
５
月
18
日
（
日
）、
立
川
市

に
あ
る
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に

て
工
学
部
同
窓
会
総
会
・
講
演
会
を
開

催
し
た
。
工
学
部
同
窓
会
の
総
会
・
講

演
会
は
、
通
常
、
札
幌
で
開
催
し
て
い

る
が
、
昭
和
55
年
に
初
め
て
東
京
で
開

催
さ
れ
た
後
、
昭
和
58
年
、
続
い
て
平

成
７
年
に
開
催
さ
れ
、
以
降
、
恒
例
に

よ
り
５
年
に
１
回
、
東
京
支
部
委
員
の

協
力
の
も
と
都
内
で
実
施
し
て
い
る
。

５
年
前
の
令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
メ
ー
ル

に
よ
る
審
議
と
な
っ
た
た
め
、
対
面
に

よ
る
東
京
開
催
は
10
年
振
り
と
な
っ
た
。

　

総
会
は
、
10
時
30
分
の
定
刻
に
、

遠
藤
俊
徳
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
で

始
ま
っ
た
。
幅
﨑
浩
樹
会
長
、
宮
永
喜

一
理
事
長
（
電
子
・
昭
和
54
）
の
挨
拶

の
後
、
会
則
に
従
い
宮
永
理
事
長
が
議

長
を
務
め
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
２
０
２
５
年
の
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
２
０
２
５
︱

２
０
２
６
年
度
同
窓
会
役
員
の
選
出
、

同
窓
会
会
則
会
費
細
則
の
一
部
改
正
が

承
認
さ
れ
、
そ
の
他
と
し
て
同
窓
生
訪

問
情
報
の
在
学
生
へ
の
配
信
試
行
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
総
会
に
は
約
40

名
が
出
席
し
、
工
学
部
同
窓
会
の
財
政

状
況
等
に
関
す
る
質
問
や
意
見
交
換
も

行
わ
れ
、
最
後
に
遠
藤
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
で
無
事
閉
会
と
な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、「
北
海
道
大
学
工

学
部
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
」
と
題
し

て
幅
﨑
浩
樹
工
学
研
究
院
長
・
工
学
部

長
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、「
工
学
部

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
」「
博
士
人

材
と
理
工
系
女
性
人
材
」「
北
海
道
に
お

け
る
先
端
半
導
体
と
Ｇ
Ｘ
」
に
つ
い
て

ご
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
１
０
０
周
年
記
念
事
業
」
で
は
、
工

学
部
の
沿
革
（
１
９
２
４
年
に
土
木
工

学
科
、
鉱
山
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、

電
気
工
学
科
の
４
学
科
設
置
）
と
、
令

和
６
年
９
月
27
日
（
金
）
に
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
及
び
祝
賀
会

の
様
子
、
記
念
事
業
で
あ
る
工
学
部
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
応
用
科
学
研
究
棟
１
階
に

開
設
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ア
シ
ス
、ヴ
ァ
ー

チ
ャ
ル
工
学
部
、
学
生
支
援
事
業
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
「
博
士
人
材
と
理
工
系
女
性
人
材
」
で

は
、
博
士
人
材
と
理
工
系
女
性
人
材
の

育
成
・
活
躍
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
「
北
海

道
に
お
け
る
先
端
半
導
体
と
Ｇ
Ｘ
」
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
強
み
を
持
つ
北
海
道
大

学
が
Ｇ
Ｘ
先
導
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
北
海
道
Ｇ
Ｘ
拠
点
と
し
て
持
続
可

能
なW

ell-being

社
会
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

総
会
・
講
演
会
終
了
後
の
懇
親
会

は
、
会
場
を
同
市
内
の
昭
和
記
念
公
園

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
移
し
、
北

海
道
大
学
東
京
同
窓
会
主
催
の
北
大
東

京
ジ
ン
パ
２
０
２
５
に
合
流
し
開
催
し

た
。
心
配
さ
れ
た
雨
は
降
る
こ
と
も
な

く
、ま
た
蒸
し
暑
く
も
な
い
絶
好
の
ビ
ー

ル
日
和
と
な
っ
た
。

　

総
会
参
加
者
は
、思
い
思
い
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
旧
交
を
温
め
、
工
学
部
同

窓
会
テ
ン
ト
に
は
、
札
幌
か
ら
参
加
し

た
同
窓
会
役
員
等
と
東
京
支
部
の
役
員

等
が
懇
親
を
深
め
た
。
北
大
愛
を
熱
く

語
る
卒
業
し
た
ば
か
り
の
同
窓
生
が
訪

れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
た
。
早
々
に
生
ビ
ー
ル
が

完
売
す
る
波
乱
も
あ
っ
た
が
、
石
井
一

英
副
理
事
長
（
衛
生
・
平
成
５
）
の
巧

み
な
火
起
こ
し
に
よ
り
久
々
の
屋
外
で

の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と

が
で
き
、
皆
が
笑
顔
で
締
め
く
く
り
、

盛
大
な
一
日
と
な
っ
た
。

第
77
回
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会 

工
学
部
同
窓
会

■日時：令和7年5月18日 10時30分
■場所：ホテルエミシア東京立川

工学部同窓会 事務局長

斎藤 之史

思います。北砂に集まり、若き日の感激を謳った、あの
日の友達や自分と一緒に声高らかに謳いましょう！！
今年も、北大応援団・応援吹奏団の現役の皆さんが
参加して、盛り上げて頂けます。きっと明日を生きる鋭
気を高める機会になると思います。たくさんの皆さん
と肩を組んで謳えることを楽しみにしています！

申し込みはホームページからお願いします。
http://www3.ryoukasai.org/

北大寮歌祭で、
声高らかに感激を謳わん！！

　年に一度、心にしみる数々の寮歌、厳しい練習に力
を込めで謳った部歌を、半日、元気よく飲み、食べなが
ら謳える幸せなひと時－「北大寮歌祭」を今年は11月
2日（日）に開催します。
　会場は、これまで慣れ親しんだ大田区産業プラザ
が建替えのため、今年は江東区北砂にある『砂町文化
センター』に変わります。どうぞご注意ください。
　実行委員が手作りで催す寮歌祭は、今年で22回目
を迎え、参加者は200名規模にまで増えてきています。
飲み物、食べ物の持込みは大歓迎。参加者のご家族
は従来通り無料です。仲間を誘ってご参加ください。
　明治～大正～昭和～平成～令和の5つの時代の歴
史の中で、若い感性を表現し、創り続け、歌い繋いでゆ
く寮歌は、北大だけが有する唯一無二の文化です。謳
い方は時代で変わってゆくことがありますが、これも寮
歌が生きている証であり、大きな心で楽しんで頂けると

◆第22回北大寮歌祭

日時：2025年11月2日（日）
　  　受付開始 11：30（予定）／開催 12：30～16：00（予定）

会場：砂町文化センター3F（江東区北砂5-1-7）
アクセス ▼東西線東陽町駅（１番出口）近くにある都バス「都07系統」錦糸町行きバス停留所から
　　　　　乗車（約10分）「北砂二丁目」にて下車、徒歩8分くらい（砂町銀座商店街を歩いて）

第22回北大寮歌祭　実行委員長　岩崎哲也（S59工・機械）

第22回

※ご家族の同伴無料！お子様連れ大歓迎！
　詳しい参加方法はホームページでご確認ください→

参加費は、事前申込5,000円、当日参加6,000円です。

今年は
会場が変わり

ました！
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去
る
６
月
６
日(

金)

か
ら
８
日(

日)

に
、北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

第
67
回
北
大
祭
が
開
催
さ
れ
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
周
辺

の
方
の
み
な
ら
ず
、
広
く
札
幌
市
内
や
道
内
外
各
地
よ
り
、
多
く
の
方
々
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
来
場
者
数
は
昨
年
を
優
に
超
え
る
約
14
万
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
彩
雲
」
で
し
た
。
彩
雲
は
、
雲
が
多
様
な
色
で
美
し
く
彩
ら
れ
た

様
を
表
し
て
い
ま
す
。
彩
雲
は
吉
兆
と
も
い
わ
れ
、「
幸
せ
を
呼
ぶ
雲
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
北
大
祭
で
は
近
年
、
ラ
テ
ン
語
を
由
来
と
す
る
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
古
来
よ
り
日
本
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
彩
雲
」
は
そ
の
流
れ
に

新
し
い
彩
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
テ
ー
マ
に
は
北
大
祭
の
多
彩
さ
を
象

徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
大
祭
は
、
北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
る
国
内
最
大
級
の

大
学
祭
で
す
。
10
の
祭
か
ら
構
成
さ

れ
、
有
志
団
体
や
１
年
生
団
体
の
模
擬

店
・
屋
内
展
示
を
行
う
楡
陵
祭
や
、
各

学
部
の
専
門
性
を
活
か
し
た
学
部
祭
、

International Food Festival

（
Ｉ
Ｆ

Ｆ
）
が
あ
り
ま
す
。
大
学
構
内
の
１
・

２
キ
ロ
に
わ
た
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
は
２
０
０
を
超
え
る
模
擬
店
が
並

び
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
最
大
の
盛
り
上
が

り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
サ
ー
ク
ル
や
有
志

に
よ
る
発
表
や
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
学
施
設
の
公
開
や
本
学
の
教

授
に
よ
る
公
開
講
義
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
企
画
に
、「
ま

る
っ
と
北
海
道
フ
ェ
ス
タ
」
が
あ
り
ま

す
。
北
大
祭
を
よ
り
「
北
海
道
ら
し

い
」
祭
に
す
る
べ
く
、
ま
た
北
大
祭
の

理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
貢
献
」
を

果
た
す
た
め
、
道
内
各
地
よ
り
６
つ
の

団
体
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
元
の
特

産
品
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
出
店
さ
れ
た
湧
別
高

校
の
ほ
か
に
、
今
年
は
上
川
高
校
・
学

生
団
体HALCC

（
津
別
町
）・
苫
前
町
・

中
富
良
野
町
・
む
か
わ
町
観
光
協
会
が

出
店
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
学
生
団
体

HALCC

の
「
ク
マ
ヤ
キ
」
や
む
か
わ

町
観
光
協
会
の
「
カ
ン
ロ
ア
イ
ス
」、

中
富
良
野
町
の
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
は

テ
レ
ビ
の
生
中
継
やVTR

で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｆ
（International Food 

Festival

）
は
今
年
も
人
気
を
博
し
て

い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
、
18
の
国
か
ら
出
店
が
さ
れ
、
中

国
の
「
中
華
小
籠
包
」
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
の
「
ソ
ム
サ
」
は
テ
レ
ビ
の
取
材

に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
料
理
を

楽
し
め
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
北

海
道
大
学
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
学
外

の
み
な
さ
ま
に
も
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
大
変
な
盛
況
で
し
た
。

　

北
大
祭
に
は
、
模
擬
店
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
魅
力
的
な
企
画
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
、
学
外
か
ら
様
々
な

分
野
の
ゲ
ス
ト
を
招
待
し
、
講
演
や
対

談
を
し
て
い
た
だ
く
、「
ゲ
ス
ト
招
待

企
画
」
で
す
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続

き
『
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
』
の
チ
ー
フ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
北
大
公
共
政

策
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
藤
村
忠
寿
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
テ
レ
ビ
番
組
『
ゴ
ッ

ド
タ
ン
』や『
あ
ち
こ
ち
オ
ー
ド
リ
ー
』

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
佐
久
間
宣

行
さ
ん
と
の
対
談
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
『
な
ぜ
働
い
て
い
る
と
本
が

読
め
な
く
な
る
の
か
』
で
新
書
大
賞

２
０
２
５
を
受
賞
し
た
三
宅
香
帆
さ

ん
に
は
、「
コ
ス
パ
の
時
代
に
余
裕

や
無
駄
を
再
検
討
す
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
批
評
家
の
宇
野
常
寛

さ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、「
陰
謀

論
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
の
向
き

合
い
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情

報
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
現
代
社
会
で

忙
し
く
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
多
く
の
学
び
の
あ
る
講
演
で
し

た
。
ど
ち
ら
の
講
演
も
、
北
大
祭
事

務
局
公
式YouTube

に
て
配
信
ア
ー

カ
イ
ブ
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
学
祭
ら
し
く
、
本
学
教
員
に
よ
る

一
般
の
方
へ
の
「
公
開
講
義
」
に
も
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
公
開
講
義
」
は
、
北
海
道
大
学

の
教
員
が
来
場
者
の
方
へ
最
新
の
学
問

や
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
講
義
す
る
企

画
で
す
。「
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
︱
先
住

民
研
究
か
ら
多
様
性
を
考
え
る
︱
」
や

「
札
幌
で
も
地
震
が
起
こ
る
!?
地
震
火

山
研
究
の
最
前
線
」
と
い
っ
た
、
北
海

道
大
学
ら
し
く
、
ま
た
地
域
に
根
差
し

た
研
究
や
発
表
が
な
さ
れ
、
来
場
者
の

方
に
学
問
の
奥
深
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
会
館
で

行
わ
れ
た
「
北
大
レ
ク
チ
ャ
ー
」
も
北

海
道
大
学
の
魅
力
を
来
場
者
の
方
へ
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
北
大
レ
ク

チ
ャ
ー
」
と
は
、
北
海
道
大
学
・
大
学

院
の
学
生
が
発
表
者
と
し
て
、
自
身
の

学
問
や
研
究
の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
、
大
学
と
市
民
の
交
流
を
図

る
企
画
で
す
。
北
大
祭
に
訪
れ
て
い
た

だ
い
た
市
民
の
方
へ
普
段
の
北
海
道
大

学
の
様
子
を
お
届
け
し
、
大
学
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
北
大
祭
を
締
め
く

く
っ
た
の
が
「
一
万
人
の
都
ぞ
弥
生
」

で
す
。
応
援
団
に
よ
る
校
歌
や
演
舞
、

そ
し
て
最
後
の
「
都
ぞ
弥
生
」
の
合
唱

は
、
高
等
教
育
推
進
機
構
前
に
駆
け
付

け
た
多
く
の
方
と
と
も
に
北
大
祭
の
最

後
を
飾
り
ま
し
た
。

◇
◆
◇

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
よ
り
、
第
67
回

北
大
祭
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
北
海
道
大
学
は

創
基
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創
基

１
５
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
あ

た
り
、
北
大
祭
は
歴
史
あ
る
北
海
道

大
学
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
北
大
祭
の
理
念
で
あ
る「
学

生
主
体
」「
地
域
貢
献
」「
交
流
の
場
」

を
重
ん
じ
、
さ
ら
な
る
北
大
祭
の
発
展

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
誌
を
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
卒
業
生
の
方
々
も
北

大
祭
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
み
な

さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

北
大
祭
で
は
、
安
心
・
安
全
か
つ
ご

来
場
の
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
運
営
を
行
う
た
め
、
卒
業
生
の
皆

様
か
ら
の
賛
助
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
一
口
２
５
０
０
円
か
ら
受
け
つ
け

て
お
り
、
二
口
以
上
で
北
大
祭
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
お
名
前
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。
募
集
時
期
な
ど
の
詳
細
を
ご

希
望
の
方
は
メ
ー
ル
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

協
賛
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
に
は
な
り
ま
す
が
、
み
な

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ま

す
ま
す
の
北
海
道
大
学
の
発
展

を
心
よ
り
祈
念
し
、
寄
稿
の
文
章

と
い
た
し
ま
す
。

 

広
報
担
当 

浅
野
航
希•

齊
藤
壮
真

北
海
道
大
学
大
学
祭
全
学
実
行
委
員
会

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
彩
雲
」

◆ 第67回北大祭

◉
活
気
あ
ふ
れ
る
第
67
回
北
大
祭

◉
「
北
大
」
ら
し
い
企
画

◉
各
国
の
郷
土
料
理
が
集
結
Ｉ
Ｆ
Ｆ

◉
道
内
各
地
か
ら
出
店　

　
　

ま
る
っ
と
北
海
道
フ
ェ
ス
タ

メール : pr＠hokudaisai.com 

今年のテーマ「彩雲」「都ぞ弥生」大合唱International Food Festivalまるっと北海道フェスタ：中富良野町模擬店まるっと北海道フェスタ：むかわ町模擬店公開講義 大ポスター

◉
様
々
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　

に
よ
る
講
演  

（
ゲ
ス
ト
招
待
企
画
）
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城
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
て

〝ISHS Young M
inds Aw

ard

〟
を

受
賞
し
ま
し
た
。
国
際
的
に
も
高
い
水

準
で
研
究
で
き
る
の
は
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
北
海
道
大
学
の
恵
ま
れ
た
研
究
環

境
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
曾
祖
父
か

ら
父
ま
で
の
３
代
に
渡
っ
て
継
承
さ
れ

た
農
業
の
実
践
が
私
の
研
究
を

支
え
た
か
ら
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
農
家
の
４
代

目
と
し
て
で
は
な
く
、
農
学
者

と
し
て
農
業
を
継
承
し
た
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道

大
学
を
卒
業
し
た
後
は
、
最
先

端
の
学
問
と
現
場
レ
ベ
ル
の
実

践
を
両
輪
と
し
て
、
日
本
農
業

の
持
続
と
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
自
己
研

鑽
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
北
海
道
中
央
部 

中
富
良
野
町

の
零
細
農
家
の
長
男
と
し
て
生
を
受
け

ま
し
た
。
曾
祖
父
は
原
野
を
拓
き
、
祖

父
は
水
稲
を
作
り
、
父
は
イ
チ
ゴ
栽
培

を
始
め
、
私
も
４
代
目
と
し
て
農
家
に

な
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
気
候
変
動
や
国
際
情
勢
の
変
化
の

中
で
農
業
経
営
を
続
け
る
こ
と
の
苦
労

や
困
難
を
知
る
父
は
、
私
が
農
家
を

継
ぐ
こ
と
に
大
反
対
し
ま
し
た
。

私
が
高
校
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
農

業
を
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
私
は
、

ま
ず
は
農
業
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

学
び
た
い
、
そ
し
て
農
業
を
学
ぶ

な
ら
や
っ
ぱ
り
「
札
幌
農
学
校
」

か
ら
の
歴
史
を
も
つ
北
海
道
大
学

だ
と
思
い
、
北
海
道
大
学
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
北
海
道
大
学
に

入
学
し
、
２
０
２
１
年
に
農
学

部
生
物
資
源
科
学
科
を
卒
業
、

２
０
２
３
年
に
大
学
院
農
学
院
農

学
専
攻
・
修
士
課
程
を
修
了
し
、

現
在
は
同
専
攻
博
士
課
程
３
年
と

し
て
在
籍
中
で
す
。
学
士
課
程
か

ら
鈴
木
卓
先
生
主
宰
の
園
芸
学
研

究
室
に
所
属
し
、
父
母
が
イ
チ
ゴ
を
栽

培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
私
も
イ
チ
ゴ
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

◎ 

北
海
道
で
の
イ
チ
ゴ
栽
培

　

イ
チ
ゴ
の
旬
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

イ
チ
ゴ
の
生
産
地
と
し
て
思
い
浮
か
べ

る
の
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
北
海
道
で

イ
チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

を
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
お
持
ち
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
チ
ゴ
は
お
よ
そ
18
～
25
度
の
冷
涼

な
環
境
を
好
み
、
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン

に
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
日
本
で
主
流
の
栽
培
体
系
で
は
、

12
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
栃
木
、
福

岡
、
熊
本
な
ど
の
地
方
で
収
穫
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
高
温
に
よ
っ
て
イ
チ
ゴ

生
産
が
非
常
に
困
難
に
な
る
た
め
、
６

月
か
ら
11
月
が
イ
チ
ゴ
の
端
境
期
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
端
境
期
に
も

誕
生
日
ケ
ー
キ
な
ど
の
需
要
が
あ
る
た

め
、
夏
秋
季
は
比
較
的
涼
し
い
北
海
道

や
東
北
地
方
で
イ
チ
ゴ
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
北
海
道
と

い
え
ど
も
夏
は
30
度
を
超
え
る
よ
う
に

な
り
、
冷
涼
な
気
候
を
好
む
イ
チ
ゴ
は

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
、

高
温
は
果
実
の
食
味
に
悪
影
響
を
与

え
、
糖
が
減
っ
て
有
機
酸
が
増
え
る
、

つ
ま
り
甘
味
が
弱
く
酸
味
が
強
い
お
い

し
く
な
い
イ
チ
ゴ
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
問
題
を
何
と
か
解
決
し
「
北

海
道
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
つ
く
る
」

こ
と
が
私
の
目
指
す
大
き
な
目
標
で
あ

り
、
現
在
は
特
に
「
お
い
し
さ
」
と
は

何
な
の
か
興
味
を
持
っ
て
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

◎ 

イ
チ
ゴ
の
お
い
し
さ
を

　
　

 

「
視
る
」　

　

こ
れ
ま
で
イ
チ
ゴ
の
お
い
し
さ
は
糖

と
有
機
酸
の「
含
量
」と「
バ
ラ
ン
ス
」

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
巷
に
は
「
イ
チ
ゴ
は
先

端
側
の
方
が
甘
い
」
と
か
「
ヘ
タ
側
か

ら
食
べ
た
ほ
う
が
お
い
し
い
」
と
い
っ

た
噂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
糖
や

有
機
酸
の
単
純
な
含
量
や
バ
ラ
ン
ス
だ

け
で
は
な
く
果
実
内
分
布
の
不
均
一
性

が
食
味
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
唆
し
ま

す
。
実
際
に
糖
や
有
機
酸
の
「
果
実
内

分
布
」
が
食
味
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
科
学
的
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
こ
の
果
実
内
分
布
に
着
目
し
、
北
海

道
で
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
作
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
探
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
糖
や
有
機
酸
の
果

実
内
分
布
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
こ
と
で
し
た
。
糖
も
有
機
酸
も
無
色

透
明
な
物
質
な
の
で
、
果
実
の
ど
こ
に

ど
れ
だ
け
存
在
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
直
接
目
で
視
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
、
指
導
教
官
の
鈴
木
卓

先
生
の
勧
め
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

M
ALDI-TOF M

SI

と
い
う
最
先
端
の

質
量
分
析
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
に
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は
視
え
な
い
物

質
を
視
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
技
術
で
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
！
と

電
撃
を
受
け
て
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
意
気
揚
々
と
取
り
組
み

始
め
た
の
は
い
い
も
の
の
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
ず
、
た
く
さ
ん
の
失
敗
と

停
滞
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

２
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
イ
チ
ゴ

を
栽
培
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

私
の
イ
チ
ゴ
研
究
は
、
理
学
部
の
裏
手

に
あ
る
農
場
の
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
で
、
イ
チ

ゴ
の
栽
培
試
験
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
実
家
に
い
た
と
き
は
父
母

の
農
業
の
手
伝
い
を
や
っ
て
い
て
、
作
物

を
作
る
の
は
得
意
な
つ
も
り
で
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
一
か
ら
十
ま
で
独
り
で
イ

チ
ゴ
を
作
っ
て
み
る
と
、
株
全
体
が
急
に

萎
れ
た
り
害
虫
が
大
発
生
し
た
り
と
ト

ラ
ブ
ル
ば
か
り
で
、
栽
培
１
年
目
は
ろ

く
な
果
実
が
穫
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
父
に
電
話
し

て
大
い
に
助
け
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、

栽
培
２
年
目
以
降
は
北
海
道
の
平
均
収

量
を
上
回
る
程
度
に
果
実
を
収
穫
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

果
実
が
う
ま
く
で
き
た
次
は
、
果
実

切
片
の
作
成
に
苦
労
し
ま
し
た
。
質
量

分
析
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
果
実
を
０・１
㎜
（
髪
の
毛
の
太

さ
と
同
じ
く
ら
い
）
の
厚
さ
に
ス
ラ
イ

ス
し
、
ス
ラ
イ
ド
グ
ラ
ス
に
載
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は
柔
ら
か
い

の
で
、
薄
切
す
る
の
が
非
常
に
難
し
く
、

す
ぐ
破
れ
た
り
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
私
は
画

用
紙
を
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
い

て
作
る
切
り
絵
を
趣
味
と
し
て
い
て
、

手
先
の
器
用
さ
に
は
少
々
自
信
が
あ
り

ま
す
。
持
ち
前
の
器
用
さ
と
幾
度
の
練

習
を
経
て
今
で
は
き
れ
い
な
切
片
を
作

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
質
量
分
析
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
技
術
を
な
ん
と
か
修
得
し
て
、
６
品

種
の
イ
チ
ゴ
に
つ
い
て
糖
お
よ
び
有
機

酸
の
果
実
内
分
布
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
６

品
種
に
共
通
し

て
甘
味
成
分
の

ヘ
キ
ソ
ー
ス
は

果
実
の
内
側
に

多
く
、
酸
味
成

分
の
ク
エ
ン
酸

は
果
実
の
外

側
、
特
に
ヘ
タ
側
に
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
先
端
側
の
ほ
う
が
甘
く
感

じ
る
の
は
、
甘
味
を
打
ち
消
し
て
し
ま

う
酸
味
成
分
が
先
端
側
に
少
な
い
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ

酸
や
ス
ク
ロ
ー
ス
の
果
実
内
分
布
は
品

種
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
品
種
に
よ
る
風
味
の
違
い
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
今
後

こ
の
技
術
が
品
種
改
良
や
栽
培
管
理
方

法
の
改
善
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
成
果
は
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
に
て
発
表
し
ま
し
た
の

で
、
ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

◎ 

農
学
者
と
し
て
の

　
　

 

農
業
の
継
承　

　

こ
の
よ
う
な
物
質
の
果
実
内
分
布
を

視
る
と
い
う
研
究
は
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
に
国
内
外
か
ら
高
い
注
目
と
評

価
を
頂
い
て
お
り
、
２
０
２
４
年
11

月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
国
内
大

会
に
て
〝
若
手
優
秀
発
表
賞
〟
を
、

２
０
２
５
年
３
月
に
中
国
江
蘇
省
塩

理学部裏にある圃場での栽培

可視化の一例

中国での受賞

実家の農園（父母）切り絵作品

藤木 卓巳
（農学院・博士課程3年）

「可視化して比較」について
北大ホームページでのプレス
リリース記事▶︎◀︎藤木卓巳のホームページ

北海道大学でのイチゴ研究  ～私なりの〝農業〟の継承～

～
私
な
り
の〝
農
業
〟の
継
承
～

北
海
道
大
学
で
の
イ
チ
ゴ
研
究
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は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
構
築

に
係
る
優
れ
た
取
組
事
例
を
顕
彰
す
る

も
の
で
、第
10
回
と
な
る
今
回
は
、建
築・

設
備
部
門
、
大
学
運
営
・
地
域
連
携
部

門
、
学
生
活
動
部
門
、
民
間
事
業
者
部

門
の
四
つ
の
部
門
に
該
当
す
る
具
体
事

例
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は

「
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

棟
並
び
に
ワ
イ
ン
庫　

旧
札
幌
農
学
校

昆
虫
学
及
養
蚕
学
教
室
並
び
に
旧
昆
虫

学
標
本
室
の
耐
震
改
修
及
び
保
存
改
修

（
以
下
、
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
棟
改
修
）」
が
建
築
・
設
備
部
門

北海道大学の近況

北海道大学の近況
（2024年 冬〜2025年 春）

　

11
月
７
日
（
木
）、
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
お
け
る

世
界
有
数
の
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠

点
で
あ
る
ｉ
ｍ
ｅ
ｃ
（
ベ
ル
ギ
ー
、ル
ー

ヴ
ェ
ン
）
と
、
半
導
体
分
野
に
お
け
る

連
携
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
合
意
文

書
に
署
名
し
ま
し
た
。
両
機
関
の
強
み

を
生
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
半
導
体
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

合
意
書
で
は
、
２
ｎ
ｍ
半
導
体
の

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
に
重
点
を
置
き
つ

つ
、
半
導
体
分
野
の
進
展
に
向
け
て
、

地
域
の
研
究
開
発
企
業
と
も
連
携
し
、

日
本
の
半
導
体
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
発
展

に
貢
献
す
る
た
め
の
連
携
の
機
会
を
模

索
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
意
書
締
結
に
よ
り
、
両
機
関

の
共
同
に
よ
る
研
究
開
発
や
人
材
育
成

の
機
会
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ｉ
ｍ
ｅ
ｃ
と
北
海
道
大
学
の

連
携
は
、
両
機
関
に
高
い
付
加
価
値
を

も
た
ら
し
、
日
本
の
半
導
体
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
ｉ
ｍ
ｅ
ｃ 

ル
ク
・
フ
ァ
ン
デ
ン
ホ
ー

ブ  President

＆CEO

コ
メ
ン
ト
】

　

北
海
道
大
学
と
の
連
携
の
可
能
性
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ｉ
ｍ

ｅ
ｃ
が
持
つ
半
導
体
の
高
度
な
専
門
知

識
、
応
用
研
究
、
最
先
端

の
基
盤
施
設
と
北
海
道
大

学
の
強
固
な
研
究
基
盤
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本

の
半
導
体
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
発
展
に
貢
献
し
、
業
界

全
体
に
利
益
を
も
た
ら
す

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
寳
金
清
博
総
長
コ
メ
ン
ト
】

　

ｉ
ｍ
ｅ
ｃ
と
の
連
携
が
実
現
す
れ

ば
、
本
学
に
お
け
る
半
導
体
教
育
研
究

を
飛
躍
的
に
高
度
化

さ
せ
る
ま
た
と
な
い

機
会
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
国
立
大
学
で

最
多
の
学
部
を
有

し
、
人
文
・
社
会･

自
然
科
学
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
領
域
を
カ

バ
ー
し
て
い
る
と
い

う
本
学
の
特
徴
は
、

先
端
半
導
体
の
利
用

に
関
す
る
多
様
な
関

連
科
学
領
域
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
半
導
体
分
野
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
経
営
企
画
本
部
企
画
課
）

北海道大学社会共創部広報課

北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
棟
改
修
及
び
自
然
共
生

サ
イ
ト
認
定
・Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
登
録
に
関
す
る
取
組
が「
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
賞
２
０
２
４
」を
受
賞

「
巌
鷲
寮（
佐
藤
・
新
渡
戸
記
念
寮
）」の
創
立
記
念
式
典

（
寮
祭
）で
、横
田
篤
理
事
・
副
学
長
が
講
演

ｉ
ｍ
ｅ
ｃ
と
半
導
体
分
野
に
お
け
る
合
意
書
を
締
結

合意書締結の様子
左からimecのルクCEO、寳金総長

　

北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

棟
改
修
及
び
自
然
共
生
サ
イ
ト
（
＊

１
）
認
定
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
（
＊
２
）
登
録

に
関
す
る
取
組
が
、
一
般
社
団
法
人
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
協
議

会
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
‐
Ｎ
ｅ
ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）

が
主
催
す
る
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ

ン
パ
ス
賞
２
０
２
４
」
を
受
賞
し
、
11

月
16
日
（
土
）
に
京
都
大
学
で
開
催
さ

れ
た
同
協
議
会
２
０
２
４
年
次
大
会
に

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
楯
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
賞

　

11
月
23
日
（
土・祝
）
に
、巌
鷲
寮
（
佐

藤
・
新
渡
戸
記
念
寮
）
の
創
立
記
念
式

典（
寮
祭
）が
開
催
さ
れ
、横
田
篤
理
事・

副
学
長
が
「
北
海
道
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
歴
史
と
現
在
地
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

巌
鷲
寮
は
、
昭
和
２
年
に
創
立
さ
れ

た
学
生
寮
で
す
。
北
海
道
帝
国
大
学

に
新
設
さ
れ
た
医
学
部
の
第
１
期
生
に

な
る
べ
く
予
科
に
入
学
し
た
４
人
の
学

生
が
、
当
時
の
佐
藤
昌
介
総
長
に
熱
心

に
働
き
か
け
、
今
の
ク
ラ
ー
ク
会
館
付

近
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
も
北
海
道
大
学
生
活
協
同

組
合
本
部
前
に
は
本
寮
設
立
の
地
と
し

て
、
記
念
プ
レ
ー
ト
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
11
年
に
開
寮
し
た
現
在
の

４
代
目
「
巌
鷲
寮
」
は
、
札
幌
農
学
校

校
長
、東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
学
長
、

北
海
道
帝
国
大
学
初
代
総
長
を
歴
任
さ

れ
た
佐
藤
昌
介
先
生
と
、
佐
藤
先
生
の

盟
友
で
あ
り
、
本
寮
を
訪
問
し
た
こ
と

も
あ
る
新
渡
戸
稲
造
博
士
か
ら
名
前
を

と
っ
て
「
佐
藤
・
新
渡
戸
記
念
寮
」
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
当
初
、
本
寮

は
、
旧
南
部
藩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
男
子

学
生
（
岩
手
、
青
森
県
出
身
者
）
の
た

め
に
設
立
・
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
全
国
か
ら
男
子
学
生
の
み

な
ら
ず
女
子
学
生
も
入
寮
し
て
い
ま
す
。

の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
賞
（
大

賞
）
を
、「
北
海
道
大
学
雨
龍
研
究
林
・

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
共
生
サ
イ
ト

認
定
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
登
録
（
以
下
、
自
然

共
生
サ
イ
ト
認
定
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
登
録
）」

が
大
学
運
営
・
地
域
連
携
部
門
の
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
ワ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

棟
改
修
」
の
取
組
は
、
１
９
０
１
年
に

建
て
ら
れ
た
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
最
古
の

建
物
で
あ
る
旧
札
幌
農
学
校
昆
虫
学
及

養
蚕
学
教
室
（
登
録
有
形
文
化
財
）
及

び
１
９
２
７
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
昆
虫

学
標
本
室
（
本
学
指
定
の
歴
史
的
建
造

物
）
を
、
北
海
道
の
産
業
と
し
て
今
後

発
展
が
期
待
さ
れ
る
ワ
イ
ン
の
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
、
産
学
官

連
携
事
業
拠
点
と
し
て
、
地
域
に
開
か

れ
た
新
た
な
本
学
の
顔
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
１
０
０
年
使
わ
れ
て
き
た
歴

史
的
建
造
物
を
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年

間
に
わ
た
る
活
用
を
可
能
に
す
る
保
存

改
修
を
目
指
し
た
事
業
で
す
。
歴
史
的

建
造
物
の
活
用
に
よ
っ
て
、
将
来
に
向

け
た
環
境
配
慮
と
し
て
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
）
の
低
減
や
省
資

源
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
審
査
員

か
ら
は
、
耐
震
補
強
や
断
熱
改
修
に
と

ど
ま
ら
ず
、
内
外
装
の
復
元
や
研
究
林

か
ら
産
出
し
た
木
材
の
使
用
な
ど
、
き

め
細
か
い
改
修
を
行
っ
て
い
る
点
や
、

１
０
０
年
使
わ
れ
て
き
た
歴
史
的
建
造

物
を
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
間
に
わ
た

る
活
用
を
可
能
に
す
る
保
存
改
修
を
目

指
す
姿
勢
は
、
ま
さ
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
目
指
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
国
内
外
の
歴
史
的
建
造
物

の
持
続
可
能
な
保
全
モ
デ
ル
と
な
り
得

る
も
の
で
、
賞
に
相
応
し
い
取
組
で
あ

る
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ

登
録
」
は
、30by30

（
＊
３
）
目
標
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
貢
献
を

見
据
え
た
全
学
的
な
取
組
と
し
て
、

２
０
２
２
年
の
「
生
物
多
様
性
の
た
め
の

30by30

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
へ
の
参
加
を

皮
切
り
に
、
保
有
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
（
附

属
施
設
含
む
）
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
認

定
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
登
録
に
向
け
た
取
組
で
、

こ
れ
ま
で
雨
龍
研
究
林
・
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
の
２
箇
所
が
自
然
共
生
サ
イ
ト
の
認

定
を
受
け
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
審
査
員
か
ら
は
、
国
立
大
学

と
し
て
は
初
め
て
の
「
生
物
多
様
性
の

た
め
の30by30

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
へ
の

参
加
や
、
自
然
共
生
サ
イ
ト
認
定
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｍ
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
な

ど
、
先
導
的
で
模
範
的
な
取
組
は
高
く

評
価
で
き
る
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

賞
の
受
賞
は
、
２
０
１
５
年
、
２
０
１
９

年
に
引
き
続
き
、
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
機
構
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
築
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
＊
１
） 自
然
共
生
サ
イ
ト
…
民
間
の
取

組
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図

ら
れ
て
い
る
区
域
を
国
（
環
境
大
臣
）

が
認
定
し
た
区
域
。

（
＊
２
） OECM

…O
ther Effective 

area-based Conservation M
easures

の
略
。
国
立
公
園
な
ど
の
保
護
地
域
以

外
で
生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
地
域
。

（
＊
３
）30by30

…
２
０
３
０
年
ま
で

に
陸
と
海
の
30
％
以
上
を
健
全
な
生
態

系
と
し
て
効
果
的
に
保
全
し
よ
う
と
す

る
国
際
的
な
目
標
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
）

サステイナブルキャンパス賞表彰状を
掲げる（左から）小澤丈夫総長補佐、
横田篤理事・副学長、朴恵淑CAS-
Net JAPAN代表理事

奨励賞受賞の様子。左から北岡真吾
サステイナビリティ推進機構特任准教
授、愛甲哲也総長補佐、横田理事・副
学長、朴代表理事
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く
社
会
に
公
表
・
報
告

し
て
い
く
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

（
＊
１
）
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ

ロ
ト
コ
ル
…
米
国
の
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
「
世
界
資
源
研
究
所

（W
orld Resources Institute, 

W
RI

）」
及
び
「
持
続
可
能

な
発
展
の
た
め
の
世
界
経
済

人
会
議
（W

orld Business 
Council for Sustainable 
Developm

ent, W
BCSD

）」
を

中
心
に
世
界
中
の
事
業
者
、
行

政
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
学
術
組
織

な
ど
様
々
な
利
害
関
係
者
が
参

加
し
、
そ
の
合
意
に
基
づ
い
て

Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
算
定
・
報
告
基
準
を
開
発
す

ま
し
た
。
ま
た
、
初
参
加
と
な
る

北
海
道
大
学
病
院
は
札
幌
市
保
健

福
祉
局
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
部
ウ
ェ

ル
ネ
ス
推
進
課
と
共
に
さ
っ
ぽ
ろ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ア
を
行
う
な

ど
、
自
治
体
、
企
業
、
高
校
ら
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
例
年
以
上
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

博
士
後
期
課
程
学
生
に
よ
る

研
究
成
果
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
つ
い
て

は
、
今
回
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
か

ら
の
投
票
に
加
え
、
今
後
、
学
内
外
の

審
査
員
に
よ
っ
て
、
各
賞
の
受
賞
者
を

決
定
し
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

（
学
務
部
学
務
企
画
課
大
学
院
教
育
改

革
推
進
室
）

は
発
行
予
定
）
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
た

ほ
か
、
最
後
に
北
海

道
の
飛
躍
、
経
済
成

長
に
関
し
て
、
本
学

は
人
材
育
成
等
で

貢
献
し
た
い
旨
を
述

べ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
学
教
職

員
及
び
学
生
に
限
り
、
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経

営
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
員
専
用
サ
イ
ト
か

ら
、「
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
の
記
事
閲
覧
及
び

会
員
限
定
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ー
カ

イ
ブ
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
と

　

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
令
和
６
年
度
か

ら
本
学
が
「
日
経
Ｅ

Ｓ
Ｇ
経
営
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
一
般
会
員
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
酒
井
耕
一
日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所
Ｅ

Ｓ
Ｇ
フ
ェ
ロ
ー
が
聞
き
手
と
な
り
、
10
月

25
日
（
金
）
に
事
務
局
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
寳
金
総
長
か
ら
は
、
令
和
５
年

７
月
に
公
表
し
た
「
Ｈ
Ｕ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ

Ｎ 

２
０
３
０
」、
同
６
年
８
月
に
策
定
し

た
「
北
海
道
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

宣
言
」
及
び
同
年
11
月
に
発
行
し
た
「
北

大Am
bitious

債
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時

な
っ
て
い
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
）

　

北
海
道
大
学
は
、
戦
略
的
国
際
パ
ー

ト
ナ
ー
校
で
あ
る
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー
ス
ト
校
（UM

ass 
Am

herst

。
以
下
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
）
と
共
同

研
究
分
野
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目

指
し
、
共
同
出
資
で
研
究
者
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
支
援
す
る
「HU-UM

A Joint 
Research Seed Fund

（HU-UM
A

共

同
研
究
シ
ー
ド
フ
ァ
ン
ド
）」
を
開
設
し

ま
し
た
。
初
年
度
と
な
る
令
和
７
年
度

の
申
請
に
は
、「
先
端
材
料
」「
応
用
生

命
科
学
」「
再
生
農
業
」「
持
続
可
能
性
」

「
人
文
学
と
社
会
」
の
い
ず
れ
か
の
テ
ー

マ
に
係
る
共
同
研
究
へ
繋
が
る
申
請
を

募
集
し
、
本
学
か
ら
９
件
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
か
ら

８
件
、
計
17
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

17
件
の
う
ち
、「
機
械
的
環
境
に
お
け

る
集
団
的
細
胞
移
動
制
御
」「
高
分
子
の

持
続
可
能
な
合
成
」「
超
高
速
Ｄ
Ｓ
Ｃ
を

用
い
た
、
ガ
ラ
ス
化
す
る
ハ
イ
ド
ロ
ゲ

ル
の
熱
分
析
：
工
業
用
リ
グ
ニ
ン
ヒ
ド

ロ
ゲ
ル
に
由
来
す
る
多
元
素
ド
ー
プ
多

孔
性
炭
素
材
料
開
発
」「
持
続
可
能
な
養

殖
と
魚
類
保
全
の
た
め
の
応
用
保
全
内

分
泌
学
の
推
進
：
サ
ケ
科
魚
類
の
下
垂

体
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
対
す
る
光
の
直
接

作
用
；
養
殖
魚
と
天
然
魚
の
ス
ト
レ
ス

及
び
成
長
マ
ー
カ
ー
の
有
効
性
」「
海
洋

生
物
多
様
性
の
保
全
と
沿
岸
生
態
系
の

持
続
可
能
な
利
用
の
両
立
：
Ｕ
Ｍ
Ａ
グ

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
次
世
代

を
担
う
小
学
生
、
中
学
生
及
び
高
校
生

に
、
サ
イ
エ
ン
ス
（
科
学
技
術
）
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
サ
イ
エ
ン
ス
を

通
じ
て
、
新
た
な
学
び
や
気
付
き
を
生

む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
は「
共
創
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

各
種
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
14
日

（
土
）
に
は
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
株
式

会
社
の
協
力
に
よ
り
、
ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
テ

ラ
ス
１
Ｆ
を
会
場
と
し
て
、
気
象
予
報

士
の
清
水
秀
一
氏
と
大
学
院
生
３
名
に

よ
る
、
天
気
と
自
身
の
研
究
内
容
を
絡

め
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

　

寳
金
清
博
総
長
が
「
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経

営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
、
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
令
和
７
年
１
月
号

及
び
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
〔
環
境
（
Ｅ
）、
社

会
（
Ｓ
）、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｇ
）〕
を
リ
ー

ド
し
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
・
情
報

収
集
な
ど
を
行
う
組
織
で
、
企
業
や
自

治
体
な
ど
２
７
１
の
組
織
が
会
員
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
大
学
と
し
て
は
本

学
が
唯
一
の
参
加
と
な
り
ま
す
（
令
和

７
年
１
月
１
日
現
在
）。

北海道大学の近況

　

本
学
は
10
月
に
、
本
学
の
温
室
効
果

ガ
ス
（Greenhouse Gas 

以
下
、
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
に
関
す
る
排
出
量
等
の
デ
ー

タ
を
体
系
的
に
と
り
ま
と
め
た
「
北

海
道
大
学
Ｇ
Ｈ
Ｇ
イ
ン
ベ
ン
ト
リ

２
０
２
２
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
大
学
Ｇ
Ｈ
Ｇ
イ
ン
ベ
ン
ト

リ
２
０
２
２
」
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
見
据
え
、
本
学
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
に
関
す
る
実
情
を
適
正
に
把

握
す
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
等
の

デ
ー
タ
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
量
の
算
定
・
報
告
に
関
す
る
国
際
基

準
と
な
っ
て
い
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル

（
＊
１
）
等
を
参
照
の
上
、
国
際
協
定

や
国
の
政
策
で
規
定
さ
れ
る
７
種
類
の

Ｇ
Ｈ
Ｇ
（CO₂

、CH₄

、N₂O

、HFCs

、

PFCs

、SF₆

、NF₃

）
を
算
定
対
象
に
、

Scope

１・
２・
３
（
＊
２
）
の
分
類
に

基
づ
き
、
本
学
の
全
て
の
拠
点
に
お
け

る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
を
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
目
標
や

計
画
等
を
順
次
策
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
等
の
状
況
を
経

年
で
確
認
し
、
気
候
変
動
対
策
の
効
果

を
評
価
・
検
証
す
る
た
め
、
今
後
も
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
を
定
期
的
に
作
成
し
、
広

onちゃんテラス会場

ポスター発表ブース

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
。

（
＊
２
）Scope

１
・
２
・３
…
Ｇ
Ｈ
Ｇ

プ
ロ
ト
コ
ル
に
お
け
る
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

量
の
分
類
。
定
義
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の

と
お
り
。

・Scope

１
（
直
接
排
出
量
）
事
業
者

自
ら
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
直
接
排
出
（
燃
料
の

燃
焼
、
工
業
プ
ロ
セ
ス
）

・Scope

２
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
間
接

排
出
量
）
他
者
か
ら
供
給
さ
れ
た
電

気
、
熱
・
蒸
気
の
使
用
に
伴
う
間
接

排
出
。

・Scope

３（
そ
の
他
の
間
接
排
出
量
）

Scope

１
、Scope

２
以
外
の
間
接
排

出
（
事
業
活
動
に
関
連
す
る
他
者
の

排
出
）

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
）

掲載記事（日経ESGウェブサイトより）

　
本
式
典
で
、
横
田
理
事
・
副
学
長
は
、

佐
藤
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
北
海
道

大
学
は
世
界
最
大
の
研
究
林
（
国
土
の

０・２
％
）、
広
大
な
農
場
を
保
有
す
る

に
至
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

資
産
を
活
用
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解

決
の
中
核
を
な
す
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ

ン
ス
に
強
み
を
持
つ
大
学
と
し
て
発
展

し
て
き
た
こ
と
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

イ
ン
パ
ク
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
で
５
年
連
続
国
内
１
位
の

評
価
を
得
て
い
る
こ
と
、
令
和
５
年
に

は
「
Ｈ
Ｕ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 
２
０
３
０
」

を
、
同
６
年
に
は
「
北
海
道
大
学
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
宣
言
」
を
策
定
し
た

こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
専
門
分
野
に
お
い
て
、
本
学
で
学
ぶ

こ
と
自
体
の
価
値
や
素
晴
ら
し
さ
を
学

生
の
頃
か
ら
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
８
年

に
創
基
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
光
は
、
北
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、

世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
大
学
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

本
式
典
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
寮
生
と

横
田
理
事
・
副
学
長
と
の
懇
談
、
寮
所

蔵
品
の
説
明
、
寮
内
見
学
ツ
ア
ー
の
時

間
が
設
け
ら
れ
、そ
の
後
、現
役
の
寮
生
、

佐
藤
・
新
渡
戸
記
念
寮
役
員
と
の
懇
親

食
事
会
の
時
間
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
）

　

12
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
の

２
日
間
、
札
幌
駅
前
通
地
下
広
場
に
て

「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
か
ら
開
始
し
た
本
イ
ベ
ン

ト
は
、
本
学
の
学
生
の
活
動
や
研
究
成

果
が
社
会
に
還
元
さ
れ
る
姿
を
一
般
市

「
北
海
道
大
学
Ｇ
Ｈ
Ｇ
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
２
０
２
２
」を
策
定

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
ア
マ
ー
ス
ト
校
と

シ
ー
ド
フ
ァ
ン
ド
を
開
設

日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
総
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
を
開
催

寮生・関係者との集合写真

講演を行う横田理事・副学長

横田理事・副学長と寮生との
懇談の様子

北海道大学GHGインベントリ2022

インタビュー記事
はこちら▼
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ロ
ス
タ
ー
及
び
北
大
厚
岸
臨
海
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
連
携
」「
持
続
可
能
な
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
生
産
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
駆
動
精
密
農

業
：
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
成

長
、
収
量
、
品
質
、
最
適
収
穫
時
期
予

測
」「
１
９
４
５
〜
１
９
４
７
年
に
博
多

港
を
通
過
し
た
帝
政
末
期
の
移
民
に
係

る
都
市
史
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
史

の
文
脈
か
ら
の
分
析
」「
帝
政
以
後
の
政

治
的
生
態
系
：
20
世
紀
の
中
東
に
お
け

る
米
国
と
ソ
連
の
覇
権
の
興
亡
」
の
８

件
の
研
究
申
請
を
、
両
校
で
合
わ
せ
て

採
択
し
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
申
請
か
ら
は
、
両
校
の

強
み
で
あ
る
研
究
室
ベ
ー
ス
の
高
分
子

工
学
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ
た
農
学
、
環

境
科
学
か
ら
現
代
日
本
学
、
境
界
研
究

ま
で
、
若
手
研
究
者
が
研
究
代
表
者
と

な
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
、
二
大
学
間
で

幅
広
い
分
野
の
潜
在
的
な
連
携
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
両
校

の
研
究
連
携
加
速
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
国
際
連
携
推
進
本
部
、
研
究
推
進
部

研
究
振
興
企
画
課
）

「
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と

し
た
地
球
環
境
を
再
生
す
る
新
た
な
持

続
的
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
展

開
」
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
は
、

J-PEAKS

の
中
核
と
な
る
研
究
拠
点
等
の

視
察
と
、
本
学
執
行
部
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
、
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
や

課
題
を
把
握
す
る
こ
と
、

本
学
の
歴
史
や
強
み
、
特

色
が
分
か
る
施
設
等
を
視

察
し
、
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
学
の
担
当

サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
長
我

部
信
行
氏
（
株
式
会
社
日

立
ハ
イ
テ
ク 

コ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
統
括
本
部
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
は

じ
め
、
伴
走
チ
ー
ム
、
文
部
科

学
省
、
日
本
学
術
振
興
会
の
関

係
者
計
18
名
が
来
学
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
理
学
部
本
館
に

お
い
て
、
寳
金
清
博
総
長
か
ら

本
学
が
目
指
す
「Novel Japan 

University M
odel

」
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
瀬
戸
口
剛
理
事
・
副
学
長

か
らJ-PEAKS

に
お
け
る
本
学

の
取
り
組
み
と
進
捗
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
後
、
伴
走
チ
ー

ム
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
本
学

の
人
材
、
組
織
、
土
地
な
ど
様
々

な
資
産
の
活
用
、
地
域
貢
献
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
評
価
指
標
達
成

に
向
け
て
の
方
策
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
学
の
総
合
博
物
館
及

び
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
博
物

館
で
は
、
坪
田
敏
男
館
長
、
江
田
真
毅

研
究
部
長
と
と
も
に
館
内
の
見
学
を
行

い
、
本
学
の
歴
史
や
展
示
物
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス
マ
ー

ト
農
業
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を

移
し
、
西
邑
隆
徳
副
学
長
か
ら
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
な
持
続
的
食
料
生
産
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
の
説
明

を
、
後
藤
貴
文
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル

ド
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
か
ら
次
世
代
和

牛
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築

拠
点
に
つ
い
て
の
説
明

を
、
野
口
伸
農
学
研
究

院
長
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー

の
遠
隔
操
作
を
交
え

て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
革
新
的
ス
マ
ー
ト

農
業
研
究
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
伴
走
チ
ー

ム
か
ら
、
大
学
の
哲
学

か
ら
始
め
る
骨
太
の
話

に
加
え
、
研
究
者
の
熱

の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

と
実
演
で
北
大
の
目
指

す
姿
を
効
率
よ
く
体
験

が
で
き
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
豊
富
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
こ
で
行

わ
れ
て
い
く
研
究
へ
の
期
待
の
声
が
寄

せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
、
北
大
が

持
つ
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
ア
セ
ッ

ト
（
資
源
）
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
北
大

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
原
資

を
生
み
出
す
の
か
を
共
に
考
え
て
い
き

た
い
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、J-PEAKS

を
通
じ
て
、

国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
最
先
端
の
研
究

推
進
と
社
会
実
装
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
し
、
持
続
可
能
なW

ell-being

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
研
究
推
進
部
研
究
支
援
課
）

　

５
月
24
日
（
土
）、
総
合
博
物
館

に
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー

２
０
２
５
「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
小
林
の
恐
竜

研
究
最
前
線
」
が
開
催
さ
れ
、
中
高

生
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
義
で

は
、
日
本
を
代
表
す
る
恐
竜
学
者
で
、

「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
小
林
」
の
愛
称
で
も
親

し
ま
れ
て
い
る
総
合
博
物
館
の
小
林
快

次
教
授
が
、
最
新
の
恐
竜
研
究
に
つ
い

て
紹
介
し
、
参
加
者
は
実
際
の
恐
竜
の

骨
に
触
れ
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
体

験
や
、
普
段
は
非
公
開
の
収
蔵
庫
の
見

学
、
化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会

社
（
Ｓ
Ｔ
Ｖ
）
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
急
式

裕
美
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
小
林
教
授

と
の
軽
妙
な
掛
け
合
い
で
進
行
し
ま
し

た
。
前
半
で
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や

モ
ン
ゴ
ル
で
恐
竜
の
化
石
の
発
掘
調
査

を
し
た
際
の
街
の
様
子
や
、
発
掘
現
場

と
な
っ
た
砂
漠
の
写
真

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
３
４
年
に

日
本
人
が
初
め
て
研
究

し
た
恐
竜
「
ニ
ッ
ポ
ノ

サ
ウ
ル
ス
」
の
化
石
に

つ
い
て
再
研
究
し
た
結

果
、
ス
ペ
イ
ン
に
い
た

恐
竜
に
近
い
種
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
小

林
教
授
は
、
恐
竜
の
時
代
に
も
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

恐
竜
が
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
行

き
来
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
半
で
は
、
最
新
の
研
究
成

果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド
」
の
よ
う
に
、

化
石
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
恐
竜
を
復
元
で
き

る
の
か
と
い
う
話
題
で
は
、
小
林
教
授

は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
非
常
に
壊
れ
や
す
く
、

化
石
か
ら
取
り
出
す
の
は

難
し
い
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
よ
り

化
石
に
残
り
や
す
い
「
コ

ラ
ー
ゲ
ン
」
に
注
目
し
て

研
究
し
て
い
る
こ
と
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
皮
膚
な
ど

を
作
る
た
ん
ぱ
く
質
の
一

種
で
、
も
し
も
恐
竜
の
皮

膚
が
現
代
に
再
現
で
き
れ

ば
、
恐
竜
の
皮
の
ハ
ン

ド
バ
ッ
ク
や
、
恐
竜
の

だ
し
で
作
っ
た
ラ
ー
メ

ン
も
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
話
し
、
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
受
講
生

が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
普
段
は
公
開
し
て

い
な
い
収
蔵
庫
で
化
石

を
見
学
し
た
り
、
化
石

の
周
り
に
つ
い
て
い
る

岩
を
取
り
除
く
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
作
業
を
体
験
し
た
り
し
ま
し

た
。
本
物
の
ニ
ッ
ポ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
骨

を
触
り
な
が
ら
形
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
場

面
で
は
、
小
林
教
授
が
化
石
の
扱
い
方

や
、
観
察
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

解
説
し
、
受
講
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
慎
重
に
化
石
を
手
に
取
り
、
真
剣
な

表
情
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
林
教
授
は
受
講
生
に
向

け
て
、「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
三
日
坊

主
で
も
い
い
の
で
や
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
合
わ
な
け
れ
ば
や
め
れ
ば
い
い

し
、
ま
た
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
ぜ
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
続
け
ら

れ
た
こ
と
が
や
が
て
力
に
な
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
恐
竜
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
研
究
の
こ
と
は
初
め
て
聞
い

た
。
恐
竜
の
化
石
を
自
分
の
手
で
触
っ

た
の
も
初
め
て
で
、
立
体
的
で
、
こ
の

生
き
物
が
昔
生
き
て
い
た
ん
だ
と
実
感

し
て
感
動
し
た
」「
た
く
さ
ん
の
化
石

を
見
ら
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
し
、
歴

史
を
感
じ
た
。
好
き
な
も
の
を
こ
れ
か

ら
ゆ
っ
く
り
探
し
て
い
こ
う
と
思
っ

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
は
、
参
加
者
に
は
認
定

証
書
が
渡
さ
れ
、
実
習
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
務
め
た
小
林
研
究
室
の
学
生
た
ち

も
含
め
、
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。

（
広
報
・
社
会
連
携
本
部
）

　

２
月
６
日
（
木
）「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（J-PEAKS

）」
伴
走
チ
ー
ム
に
よ
る
サ

イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

J-PEAKS

は
、
地
域
の
中
核
大
学
や

研
究
の
特
定
分
野
に
強
み
を
持
つ
大
学

が
、
そ
の
強
み
や
特
色
の
あ
る
研
究
力

を
核
と
し
た
戦
略
的
経
営
の
下
、
他
大

学
と
の
連
携
等
を
図
り
つ

つ
、
研
究
活
動
の
国
際
展
開

や
社
会
実
装
の
加
速
等
に
よ

り
研
究
力
強
化
を
図
る
環
境

整
備
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
我
が
国
全
体
の
研
究
力

の
発
展
を
牽
引
す
る
研
究
大

学
群
の
形
成
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
令
和
５
年
度
に

寳金総長による説明

総合博物館 小林教授

スケッチのポイントを教える
小林教授（左端）

参加者と小林研究室の学生たち

西邑副学長による
リジェネ農業の説明

野口農学研究院長によるトラクター
の遠隔操作デモの様子

「
地
域
中
核・特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（J-P
EA

K
S

）」伴
走
チ
ー
ム
に
よ
る
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
の
実
施

サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
２
０
２
５

「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
小
林
の
恐
竜
研
究
最
前
線
」を
開
催

日　時：2025年5月24日（土）14時00分～16時30分
会　場：北海道大学総合博物館
対　象：中学生、高校生
主　催：北海道大学、読売新聞北海道支社
後　援：札幌市教育委員会
協　力：札幌テレビ放送株式会社（STV）

※サイエンスレクチャーは、北海道大学と読売新聞社との包括連携
　協定のもとに開催しています。

サイエンスレクチャー2025「ダイナソー小林の恐竜研究最前線」

北海道大学の近況
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2025年（令和7年）

残暑お見舞い申し上げます。

平
野　

太
郎︵

工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

近
藤　

伸  

一

会
長

︵
工・
58
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

︵
経
・
60
︶

横
田　
　

浩

会
長

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会

︵
工・
39
・
冶
金
︶

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

　　事務局　  松浦　優美子　（文・H7）

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会 

理
事

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会 

情
報
処
理
委
員
長

北
海
道
大
学
北
楡
会 

顧
問

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

真
弓　

明
彦

会
長

︵
工・
54
・
電
気
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム

岩
﨑　

哲
也

技
監

︵
工・
59
・
機
︶

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

森　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

幹事長

樋口　達夫
舟木　謙二
松本　　偉
釜谷　　明

（水・50・食品・修）

（水・59・食品）

（水・H5・漁業）

（水・H3・食品）

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

大
野　

隆
明

P
resident and C

EO

︵
水
・Ｈ
６・
食
・
修
︶

Earthrise N
utritionals LLC

(a M
em

ber of the D
IC

 group)

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

境　
　

政
人

副
会
長・関
東
支
部
長

︵
獣
・
53
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

土
屋　
　

裕

理
事
長

︵
薬
・
50
︶

エ
ー
ザ
イ
豊
友
会

理
事
長

小
口　

正
範

︵
法
・
53
︶

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長石

川　

裕  

一

取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

大
倉　
一 

徳

支
部
長

︵
歯
・
62
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部 小

山　
　

裕

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
４
・
金
属
︶

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

理
事
長

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

杉
江　

和
男︵

工・
45
・
応
化
・
修
︶

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会

副
所
長

廣
重　

勝
彦

︵
法
・
57
︶

北
海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
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名刺広告は１コマ、7千円で、
皆様にご協力をいただいています。

掲載をご希望の方はお気軽に
東京同窓会事務局までご連絡ください。 

（
令
和
７
年
２
月
〜
６
月
、
敬
称
略
）

松
本
英
之
（
農
・
生
物
資
源
Ｈ
８
）、

松
浦
優
美
子
（
文
・
哲
Ｈ
７
）、
サ
ー

ボ
ウ
ン
明
里
（
文
・
人
文
科
学
Ｒ
２
）、

池
田
壮
雄（
医
Ｒ
６
）、岩
崎
信
治（
工
・

合
成
化
学
Ｓ
39
）、
井
上
暁
彦
（
法
・

法
律
Ｈ
16
）、
佐
藤
文
昭
（
文
・
人
文

科
学
Ｈ
18
）、
吉
岡
孝
正
（
水
産
・
水

産
食
品
Ｓ
56
）、
林
原
花
梨
（
工
・
情

報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
Ｒ
7
）、
千
葉

優
作
（
工
・
機
械
知
能
工
Ｒ
3
）、
山

﨑
理
沙
（
理
・
地
球
惑
星
科
学
Ｒ
7
）、

川
崎
ナ
ナ
（
薬
Ｓ
59
）、
趙
文
爍
（
経

院
・
現
代
経
済
経
営
Ｒ
7
）、
重
元
貴

将
（
環
境
科
学
院
・
環
境
物
質
科
学

Ｈ
20
）、
丸
藤
剛
大
（
工
・
情
報
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
Ｈ
26
）、
馮
馳
（
総
合

化
学
院
・
博
士
Ｒ
５
）、荒
井
一
帆
（
経
・

経
済
Ｈ
28
）、林
崎
弥
生
（
獣
医
Ｈ
８
）、

西
山
佑
典
（
経
・
経
済
Ｒ
４
）、
廣
瀬

智
矩
（
経
・
経
営
Ｈ
19
）

（
令
和
７
年
２
月
〜
６
月
、
敬
称
略
）

小
林
泰
（
農
・
経
Ｓ
32
）、
丹
保
睦
敬

（
工
・
建
築
Ｓ
32
）、
渡
部
耕
司
（
工
・

合
化
修
Ｓ
41
）、
三
原
晃
一
（
工
・
建

築
Ｓ
35
）、
栃
木
捷
一
郎
（
医
Ｓ
44
）、

池
田
元
彦
（
法
Ｓ
33
）、高
山
元
（
農
・

農
工
Ｓ
39
）、
梅
原
誠
一
郎
（
工
・
冶

金
修
Ｓ
44
）

沖
崎　
　

遼

代
表
社
員
弁
護
士 

︵
法
・Ｈ
21
︶

弁
護
士
法
人
沖
崎
綜
合
法
律
事
務
所

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

猪
飼　

秀  

一

常
任
幹
事 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
52
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

藤
田　

美
津
夫

会
長

︵
法
・
51
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長 小口　正範 （法・53）

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
12
・
農
工
︶

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

小
坂　

達
朗

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社 

特
別
顧
問

（
一
社
） 

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

審
議
員
会
副
議
長

三
菱
電
機
株
式
会
社 

社
外
取
締
役

株
式
会
社
小
松
製
作
所 

社
外
監
査
役

名
誉
会
員松

沢　

幸  

一

︵
農
・
46
・
農
化
／
48
・
修
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・Ｈ
１
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

別所　智博
石﨑　英治

（農・56・農化）　

（農・H12・森林科学）

東日本恵迪寮同窓会
役員一同

会長 坂倉　雅夫 （Ｓ44入寮、農・48・農工）

【日時】 2025年10月13日（月・祝）
　　　 1.開識社（講演会：無料） 12：00〜13：00
　　　　 講師:石田 陽子 氏（1999年・北大医学部卒）
 　　　   演題:「眠るほど、ぐんぐん仕事がうまくいく」
　　　 2.総会及び大寮歌祭（会費：5,000円） 13：20〜16：00

【会場】   『緑丘会館（小樽商科大学同窓会館）』
　　　　　東京都豊島区東池袋3-1-1 池袋サンシャインビル57F

【寮歌祭のご案内】
「2025年(一社)恵迪寮同窓会 東日本大会in池袋」

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

佐
々
木　

雅
寿

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科︵

法
・
61
︶

代
表
取
締
役
社
長

橋
本　
　

修

︵
法
・
62
︶

三
井
化
学
株
式
会
社

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

代
議
員 

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
プ
ラ
リ
ソ
ー
ス
株
式
会
社

東京同窓会お問い合わせメール▶︎
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懇
親
会
開
催
の
ご
案
内

第44回 北楡会総会・

（
エ
ア
コ
ン
が
な
い

部
屋
が
あ
っ
た
の
だ
！
）

研
究
室
部
屋

あ
る
あ
る
!?

そ
こ
に
誰
か
が
入
っ

て
く
る
と
安
心
＆

め
ち
ゃ
仲
良
く
な
る

世
界
で
起
き
て
い
る

の
は
自
分
だ
け
だ
と

錯
覚
す
る…

暑
い
!!

夏
は

夜
中
に

一
人
だ
と

表
計
算
ソ
フ
ト
に

鬼
強
い
人
が
い
る

54

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

◦主催／クラーク遺徳顕彰・墓参委員会
◦期日／10月12日（日）、10:30集合
◦集合場所／多摩霊園正門 松乃家石材店
◦費用／なし（お花は事務局で用意）
◦持ち物／軍手、出来たら園芸用根切り、シャベル
　　　　（移植ゴテ：墓地の草取り用）、ダスター

【連絡先】 浅田清（Ｈ１歯）
TEL 080-8452-7451  メール asadashika@yahoo.co.jp
※参加希望の方は、準備の都合上9月30日（火）までにご一報下さい。

2024年10月

日時：令和7年11月7日（金）
　　 18時受付
　　　18時半：総会・講演会
　　　19時半：懇親会

会場：ホテルリステル新宿
会費：6,000円（予定）
　　　総会・講演会のみの出席者無料、70歳以上
　　　学部卒業後10年以内の方
　　　女性は4,000円

北楡会Webページはこちらから ▶︎

お問い合わせメール
hokudai-hokuyukai@googlegroups.com

◆新年交礼会
日時：令和8年1月16日（金） 18時受付予定

事務局からのお知らせ
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■
加
藤
先
生
の
寄
稿
に
あ
る
、
札
幌
農

学
校
の
前
身
―
開
拓
使
仮
学
校
の
創
設

期
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
か
れ
た
人
々

が
フ
ィ
ー
ル
ド
重
視
だ
っ
た
こ
と
は
興

味
深
い
。
新
渡
戸
が
遠
友
夜
学
校
に
残

し
た
『
学
問
よ
り
実
行
』
の
教
え
や
、

絶
滅
危
惧
種
の
パ
ナ
マ
の
ラ
ン
を
支
援

す
る
先
輩
、
そ
し
て
サ
ー
モ
ン
の
養
殖

や
イ
チ
ゴ
栽
培
に
挑
戦
す
る
後
輩
た

ち
。
ど
れ
も
創
成
期
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

だ
。
開
拓
当
時
わ
ず
か
２
千
人
だ
っ
た

札
幌
が
２
０
０
万
都
市
に
成
長
す
る
年

月
が
流
れ
て
も
、
今
も
母
校
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
の
だ
と

思
う
と
誇
ら
し
い
。

　

あ
た
ふ
た
と
駆
け
去
っ
て
ゆ
く

雪
解
け
の
季
節
。
道
南
か
ら
の
便
り

で
は
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
日
当
た
り

の
よ
い
土
手
に
満
開
だ
と
い
う
。

　

桜
前
線
は
ど
こ
ま
で
北
上
し
て

き
た
か
と
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
、
テ

レ
ビ
で
も
小
煩
い
。
し
か
し
、
北
国

の
花
の
季
節
の
訪
れ
は
直
情
的
で

解
り
易
く
、
活
力
が
あ
る
。

　

雪
解
け
水
の
溜
り
に
は
、
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
や
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン

カ
。
日
溜
ま
り
に
は
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ

ク
の
青
紫
色
の
花
房
や
淡
紅
色
の

カ
タ
ク
リ
。
追
い
掛
け
る
よ
う
に
見

事
な
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

の
群
生
地
が
明
る
い
広
葉
樹
林
の

林
床
に
出
現
す
る
。
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
の
控
え
め
な
白
い
花
は
そ

の
後
を
追
い
、
花
の
宴
の
締
め
括
り

と
も
な
ろ
う
。

　

ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
は
別
の

名
を
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
と

い
い
学
名
はTrillium

 tschonoskii 
M

axim
ow

icz
と
記
さ
れ
る
。

　
「
チ
ョ
ウ
ノ
ス
キ
ー
」

と
は
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ

氏
が
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
に
新
し
く
学
名
を
命

名
す
る
に
あ
た
り
、
彼
の

片
腕
と
な
っ
て
植
物
の
採

集
に
力
を
尽
く
し
た
須
川

長
之
助
氏
の
労
に
応
え
て

贈
っ
た
「
献
名
」
で
あ
る
。

　

二
〇 

一
〇 

年
、
北
海
道

大
学
総
合
博
物
館
で
こ
の

二
人
と
宮
部
金
吾
先
生
を

加
え
た
三
名
に
ま
つ
わ
る
壮
大
な

物
語
が
披
露
さ
れ
た
。「
花
の
日
露

交
流
史
￨
幕
末
の
箱
館
山
を
見
た

男
」
図
録
、
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
・

長
之
助
・
宮
部
展
と
い
っ
た
。

　

江
戸
末
期
、
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ

氏
が
箱
館
（
函
館
）
に
初
上
陸
さ
れ

て
以
来
の
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
企
画
さ
れ
た
の
は
当
館

の
高
橋
英
樹
教
授
を
中
心
と
し
た

方
々
で
、
図
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る

記
事
「
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
長
之

助
、
宮
部
の
出
会
い
と
別
れ
」
を
は

じ
め
い
ず
れ
も
感
慨
深
く
読
ま
せ

て
戴
い
た
。
ま
た
岩
手
大
学
の
須
田

裕
名
誉
教
授
の
「
稀
代
の
プ
ラ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
須
川
長
之
助
翁
」
で
は
須

川
氏
の
全
体
像
が
述
べ
ら
れ
て
興

味
深
い
。

　

写
真
と
は
い
え
、
コ
マ
ロ
フ
植
物

学
研
究
所
蔵
の
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
（
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
）

の
タ
イ
プ
標
本
が
示
さ
れ
、
遠
い
時

代
の
姿
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
事

実
に
い
い
し
れ
ぬ
感
動
を
覚
え
る
。

　

ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
を
目
の

前
に
し
て
、
激
動
の
時
代
、
島
国
と

大
陸
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
物
語
に
酔
っ
た
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

【Frontier42号掲載より】 鮫島先生は2024年1月に亡くなられました。既号の懐かしい寄稿を再掲しています。

（
島
田
久
）

ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

発行所：北海道大学東京同窓会
〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
　103‒3211‒9211 503‒3211‒9288

北海道大学
東京同窓会会報

第67号　2025年（令和7年）8月20日発行

Eメール
H　  P
発行人
編集人

hokudaic＠poppy.ocn.ne.jp
http://www.hokudai-tokyo.org/
横田 　浩
髙橋 　寛　島田 　久　髙野 　葵　浦崎 稔史
山本 淳博　八谷 俊雄　青山 千穂　谷畑 敦史
陣谷 義直　


